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1. はじめに

1.1. 本仕様書の目的

本仕様書は、APSエージェントとなる業務アプリケーションプログラムが、自分自身あるいは他のエージェントとの間で情報交換を行う際の、XML記述に関する規約と、そのデータを複数の業務アプリケーション間で交換するためのインタフェースの規約を定めることを目的としています。

また、実際にシステム開発を行う上で必要となる、プログラムが通信しPSLXに準拠したデータを送受信するための通信仕様も合わせて示します。

APSエージェントのソフトウェアがこの規約に従うことで、はじめてAPSの各エージェントが連携可能となり、それによってAPSの目指すコラボレーションが実現することになります。

1.2. 対象とする読者

本仕様書は、PSLXに準拠した情報システムを実際に設計あるいはプログラミングすることを前提とした以下の読者を対象としています。

製造業のIT部門の技術スタッフ、SI企業の技術スタッフ、ソフトウェアパッケージベンダーのマネージャー、ソフトウェアパッケージベンダーの技術スタッフ、製造マネジメント分野の研究者

1.3. 仕様書の構成

本仕様書は、大きく分けて３つのパートから構成されています。まず、第１のパートは、XML記述のための規約からなります。複数のアプリケーション間で情報交換を行う場合には、それぞれのアプリケーションが、本仕様書のパート１で規定しているXML記述形式に基づいてデータのエンコードとデコードを行う必要がります。

第2章と第3章が、このパートに対応しています。第2章では、XMLのタグ構成を規定します。これは、XMLスキーマの記述に若干の説明を加えたものです。第3章は、その内容を生産計画やスケジューリングの問題に対応させて、具体的にどのように利用するかを説明しています。

第２のパートは、複数の業務アプリケーションが、お互いにデータ交換を行う際のインタフェースを規定します。XMLで記述されたデータは、それぞれのアプリケーションが置かれたビジネスプロセスの中で、本仕様書のパート２で規定されたインタフェースの形式に基づいて送受信する必要があります。第4章が、このパートに相当します。

そして、第３のパートは、アプリケーション間でデータを送受信するための通信規約です。このパートでは、通信規約としてすでに存在する他の標準との関係や、それらを具体的にどのように利用してメッセージ交換を実装するかについてPSLX独自の部分を規定しています。第5章がこのパートに相当します。

最後に、付録として、XMLで表現するスキーマ構造が、PSLX技術仕様書第3部のPSLXドメインオブジェクトからどのように導き出されるかについて解説します。ここでは、XML標準規約が、PSLXの上位の仕様と整合性がとれていることを示します。

1.4. 規約を活用するにあたっての注意点

· メッセージは原則として業務のスナップショット

XMLで表現する世界は、データベースのようなデータの更新履歴を含みません。データが業務によって変更される場合、そのデータの変更前あるいは変更後のスナップショットをXMLで表現します。ここで表現する業務データは、ある業務アプリケーションから別の業務アプリケーションへ情報を伝達する瞬間でのみ有効な情報です。

· プロセスによるデータの多義性の対応

同一のデータ要素や構造からなる表現であっても、製造業における業務プロセスの中で、そのメッセージが送信または受信された状況に応じて、その意味や解釈が異なります。つまり、データの意味は、利用される状況に依存します。したがって、XMLの厳密な使用方法は、インタフェースの種類に応じて異なります。

· オントロジーから業務用語への変換

ここで用いられているタグの用語は、異なる業務間でデータを交換する際のオントロジーです。個々の業務で用いられている用語とは一対一に対応しませんが、各業務の用語や概念は、できるかぎり、タグを組み合わせて表現可能なような配慮がされています。企業において通常利用されている用語は、本仕様書のタグ名とを対応づけて利用してください。

· レイヤーによる仕様の切り分け

２つの異なるアプリケーションがデータ交換するためには、通信におけるトランスポート層と、それを用いたミドルウェア層、そして、アプリケーションプログラムが対応するPSLXインタフェース層に分けられます。本仕様書では、ミドルウェア層をパート３で、PSLXインタフェース層をパート２で扱いますが、それぞれの層は必要に応じて取捨選択が可能です。

1.5. 段階的な実装のための指針

本仕様書の内容を、実際に業務アプリケーションプログラム上で実装する場合、段階的な実装を可能にする実装レベルという概念を設けています。各アプリケーションは、お互いに実装レベルを宣言することで、レベルに応じた通信が可能となります。

PSLXに準拠するソフトウェアは、実装する各インタフェースに対して、実装するかしないか、そして実装する場合には、レベル１からレベル３までの実装レベルを選択することができます。レベル１は、必要最低限の機能であり、レベル３はフル機能であることを表します。

たとえば、レベル２では、受領要求機能、独自の単位設定、包含関係の定義、資源切替時間の定義、前提条件やアクションの定義、照会における数値範囲指定、時系列情報の連続的変化の定義、時系列情報における相対値指定、などが可能となります。

また、レベル３では、単位変換機能、分数表記、離散スケールの利用、ツリー探索を用いた再帰的照会、ロットサイズ、タスクサイズの定義、品目の生存期間の定義などが可能となります。

XMLの各タグには、実装レベルが設定されてあり、各タグがもつ各属性や要素にも実装レベルが設定されています。インタフェースにおいて実装レベルを宣言した場合、そのインタフェースが使用するタグについて、宣言したレベル以下のタグあるいは属性や要素は、すべて考慮しなければなりません。

2. XMLタグ構成（パート１）

2.1. XMLタグ概要

本章では、PSLXで利用するすべてのタグについて、その仕様を示します。まず、いかに、タグとして定義されているものの一覧を示します。

	
	タグ名
	説明
	実装レベル

	制御用
	pslx
	最上位データ
	1

	
	profile
	プロファイルデータ
	1

	
	error
	エラーデータ
	1

	
	color
	表示色データ
	2

	
	display
	表示データ
	2

	単位系
	unit
	単位データ
	3

	
	translate
	単位変換データ
	3

	
	scale
	時刻変換データ
	2

	数値
	qty
	数値データ
	1

	
	price
	価格データ
	1

	
	base
	数値の分母
	3

	
	priority
	優先度データ
	1

	文字
	char
	文字データ
	1

	
	address
	アドレス情報
	1

	
	description
	注釈データ
	1

	時間
	time
	日時データ
	1

	
	duration
	時間データ
	1

	時系列データ

	spec
	仕様データ
	1

	
	location
	位置データ
	3

	
	progress
	進捗データ
	1

	
	capacity
	能力データ
	2

	
	load
	負荷データ
	1

	
	stock
	在庫データ
	1

	
	shift
	シフトパターン
	3

	
	calendar
	カレンダーデータ
	3

	関係属性
	produce
	生成データ
	1

	
	consume
	消費データ
	1

	
	assign
	割当関係
	1

	
	predecessor
	先行データ
	1

	
	successor
	後続データ
	2

	関係
	partof
	包含データ
	2

	
	pegging
	紐付データ
	2

	
	tracking
	追跡データ
	2

	拡張制約
	lotsize
	ロットサイズデータ
	3

	
	tasksize
	タスクサイズデータ
	3

	
	condition
	前提条件
	2

	
	action
	アクション
	3

	
	changeover
	切替データ
	2

	
	interval
	生存データ
	3

	事象データ
	event
	事象データ
	1

	
	ev
	作業内事象データ
	2

	
	start
	開始事象データ
	1

	
	end
	終了事象データ
	1

	
	release
	オーダ投入事象
	1

	
	duetime
	オーダ納期事象
	1

	基本要素
	customer
	顧客データ
	1

	
	supplier
	サプライヤーデータ
	1

	
	item
	品目データ
	1

	
	resource
	資源データ
	1

	
	operation
	作業データ
	1

	
	order
	注文データ
	1

	
	lot
	ロットデータ
	1

	
	task
	タスクデータ
	1

	計画関連
	expression
	数式情報
	2

	
	op
	操作区分
	2

	
	parameter
	パラメータ
	1

	データ照会用
	query
	照会用データ
	1

	
	min
	最小値の設定
	2

	
	max
	最大値の設定
	2

	
	earliest
	最早日時の設定
	2

	
	latest
	最遅日時の設定
	2

	
	shortest
	最短時間の設定
	2

	
	longest
	最長時間の設定
	2

	
	enumerate
	文字データ候補
	3


なお、ここで示されている内容は、XMLスキーマとしてhttp://www.pslx.org/schema/core/1.0/　に以下の名称で存在します。

	実装レベル
	ファイル名

	1
	PSLXSchema1.xsd

	2
	PSLXSchema2.xsd

	3
	PSLXSchema.xsd


2.1.1. PSLX名前空間

PSLXのタグセットは、名前空間で区別することができるようになっています。PSLXの名前空間を示すURIは以下のとおりです。

http://www.pslx.org/schema/core/1.0

名前空間を用いたPSLXの記述は以下のようになります。

<pslx:pslx xmlns:pslx=“http://www.pslx.org/schema/core/1.0”>

<pslx:profile name=“生産管理の問題1”/>

<pslx:order name=“K01”/>

</pslx>

2.1.2. 予約語

PSLXでは、属性値として設定する文字列の中で、あらかじめ規定されてあるものはすべて＃を付けます。したがって、ＩＤなどユーザーが自由に設定できる文字列の部分には、＃からはじまるキーワードを使用してはなりません。また、PSLXを独自に拡張する場合にも、PSLXの将来の拡張に備えるために、属性値に設定できる候補には、＃ではじまる文字列を追加してはなりません。

2.2. 制御用データの定義

2.2.1. 最上位データ（pslx）

PSLXデータの最上位にくるタグです。ファイルとしてPSLXデータを保存する場合や、アプリケーション間でPSLXデータを送受信する場合のトップレベルとしてこのタグを使用します。

	タグ名
	pslx
	実装レベル
	１

	上位タグ
	なし

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	type
	string
	#request | #response |  
#receipt | 
#exception | #file
	
	#file
	1

	id
	string
	
	
	
	1

	ref
	string
	
	
	
	1

	action
	string
	
	
	
	1

	receipt
	boolean
	
	
	false
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	error
	エラーまたは警告情報
	0
	なし
	1

	profile
	PSLXデータ全般に関する情報
	0
	1
	1

	spec
	サービスに関する仕様情報
	0
	なし
	1

	unit
	単位に関する定義情報
	0
	なし
	3

	scale
	時間に関するスケール情報
	0
	なし
	2

	shift
	能力のパターン情報
	0
	なし
	3

	customer
	顧客に関する情報
	0
	なし
	1

	supplier
	サプライヤーに関する情報
	0
	なし
	1

	item
	品目に関する情報
	0
	なし
	1

	resource
	資源に関する情報
	0
	なし
	1

	lot
	ロットに関する情報
	0
	なし
	1

	task
	タスクに関する情報
	0
	なし
	1

	event
	事象に関する情報
	0
	なし
	1

	operation
	作業に関する情報
	0
	なし
	1

	order
	オーダに関する情報
	0
	なし
	1

	parameter
	集計方法に関する情報
	0
	なし
	1

	expression
	制約条件に関する情報
	0
	なし
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	
	type属性がresponse, exception, receiptの場合には、ref属性が設定されていること
	

	
	idはメッセージを生成したアプリケーションごとにユニークであること
	

	
	refが設定されている場合には、該当するメッセージが存在すること
	

	
	actionには、あらかじめ規定されたインタフェース名が設定されていること
	

	
	type属性がreceiptまたはexceptionの場合は、receipt属性はfalseであること
	


2.2.2. プロファイルデータ（profile）

PSLXデータ全体に関する情報を設定するためのタグです。特にPSLXデータをファイルとして保存する際には、保存された情報の属性情報として作者や作成年月日などがここに設定されます。

	タグ名
	profile
	実装レベル
	1

	上位タグ
	pslx(1)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	string
	
	
	
	1

	author
	string
	
	
	
	1

	version
	string
	
	
	
	1

	create
	datetime
	
	
	
	1

	expire
	datetime
	
	
	
	1

	current
	datetime
	
	
	
	1

	start
	datetime
	
	
	
	1

	end
	datetime
	
	
	
	1

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	description
	注釈情報
	0
	1
	1

	display
	スケジュール表示方法
	0
	1
	2

	priority
	スケジュールの優先度
	0
	1
	2

	spec
	任意の仕様
	0
	なし
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	
	startの日時とendの日時は、常にendの方が後（同時不可）であること
	

	
	currentの日時は、startとendの間にあること。（start,endを含む）
	


2.2.3. エラーデータ（error）

エラーの発生など、何らかの異常が発生した場合に、その内容を相手に伝えるためのものです。区分としては、継続可能な”warning”と、継続不可能な”error”とがあります。

	タグ名
	error
	実装レベル
	1

	上位タグ
	pslx(1)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	code
	string
	
	
	
	1

	severity
	string
	#warning | #error
	
	#error
	1

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.2.4. 表示色データ（color）

基本要素などをデバイスに表示する際の表示色を指定します。色の指定にはRGBの値をそれぞれ数値で設定することになります。

	タグ名
	color
	実装レベル
	2

	上位タグ
	display(2)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	r
	int
	0から255の整数

	○
	
	2

	g
	int
	0から255の整数

	○
	
	2

	b
	int
	0から255の整数

	○
	
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.2.5. 表示データ（display）

基本要素をGUIを介して、画面または帳票等への表示を行う場合の表示方法を指定します。表示の有無や表示位置、表示色などを指定できます。

	タグ名
	display
	実装レベル
	2

	上位タグ
	profile(2), address(2), event(2), ev(2), start(2), end(2), release(2), duetime(2), customer(2), supplier(2), item(2), resource(2), operation(2), order(2), lot(2), task(2), parameter(3), expression(3),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	show
	boolean
	
	
	true
	2

	name
	string
	
	
	
	2

	row
	long
	
	
	0
	3

	col
	long
	
	
	0
	3

	scale
	string
	scaleへの参照
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	color
	上位にある対象要素の表示上の色
	0
	１
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.3. 単位関係データの定義

2.3.1. 単位データ（unit）

さまざまな数値や時間情報の単位を設定します。あらかじめ予約されているデータとして、時間に関する#sec、#min、#hour、#day、#week、#10d、#15d、#month、#yearがあります。

	タグ名
	unit
	実装レベル
	3

	上位タグ
	pslx(3)

	参照要素
	scale(2), qty(1), translate(3), lotsize(3), tasksize(3), price(1), duration(3), task(3), order(3), expression(2), parameter(2),

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	translate
	単位系どうしの変換方法
	0
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.3.2. 単位変換データ（translate）

複数の単位系の間での変換方法を設定します。変換元の要素において定義し、変換可能な変換先の単位ごとにこの要素タグを列挙します。ここで設定した単位と、上位タグで設定された単位とで変換可能となります。

	タグ名
	translate
	実装レベル
	3

	上位タグ
	unit(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	unit
	string
	unitキー参照
	○
	
	3

	value
	double
	
	○
	
	3

	origin
	double
	
	
	0
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	base
	変換係数が分数の場合の分母
	0
	1
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.3.3. 時刻変換データ（scale）

日時データを実数に変換する際の変換方法を指定します。スケジュールを画面上の位置に変換する場合や、絶対日時を相対値に直す場合などに利用します。

	タグ名
	scale
	実装レベル
	2

	上位タグ
	pslx(2)

	参照要素
	time(3), display(3)

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	2

	unit
	string
	unit要素の参照
	
	
	2

	value
	double
	value > 0
	
	1
	2

	origin
	datetime
	
	
	
	2

	type
	string
	#disc | #cont
	
	#cont
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	
	unitの値は、#sec | #min | #hour | #day | #week | #10d | #15d | #month | #yearなど、時間の単位に対応するものでなければならない
	


2.4. 数値データの定義

2.4.1. 数値データ（qty）

計画やスケジューリングで利用されるさまざまな数値データを設定します。単位などの付帯情報も設定可能です。

	タグ名
	qty
	実装レベル
	1

	上位タグ
	spec(1), progress(1), capacity(2), load(1), stock(1), produce(1), consume(1), assign(1), partof(2), pegging(2), tracking(2), condition(2), action(3), lot(1), task(1), operation(2), order(1)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	double
	
	
	
	1

	unit
	string
	unit要素の参照
	
	
	1

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	base
	数値を分数表現する場合の分母
	0
	1
	3

	min
	範囲を設定したい場合の最大値
	0
	1
	2

	max
	範囲を設定したい場合の最小値
	0
	1
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.4.2. 価格データ（price）

価格やコストなどの金額に換算可能な情報を表現します。通貨の種別を単位として設定できます。

	タグ名
	price
	実装レベル
	1

	上位タグ
	item(1), resource(2), lot(2), task(2), order(1), 

operation(2), event(2), ev(2), start(2), end(2), release(2), duetime(2),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	double
	
	
	
	1

	unit
	string
	unit要素の参照
	
	
	1

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	base
	価格を分数表現する場合の分母
	0
	1
	3

	min
	範囲を設定したい場合の最大値
	0
	1
	2

	max
	範囲を設定したい場合の最小値
	0
	1
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.4.3. 数値の分母（base）

数値を分数表示する際い用います。実数にすると精度が落ちるような場合に利用します。

	タグ名
	base
	実装レベル
	3

	上位タグ
	qty(3), price(3), translate(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	double
	
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.4.4. 優先度データ（priority）

優先度情報を設定します。値としては、-1から1までの実数を用い、1に近いほど優先度が高いことを意味します。

	タグ名
	priority
	実装レベル
	1

	上位タグ
	profile(2), address(2), event(2), ev(2), start(2), end(2), release(2), duetime(2), customer(1), supplier(2), item(2), resource(2), lot(1), task(2), order(1), operation(1), produce(2), consume(2), assign(2), lotsize(3), tasksize(3), changeover(2), interval(3), parameter(2), expression(2)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	double
	-1≦x≦1

	
	
	1

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	min
	優先度の最小値
	0
	1
	2

	max
	優先度の最大値
	0
	1
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.5. 文字情報の定義

2.5.1. 文字データ（char）

数値ではなく、文字や記号データを値として持つ情報を表現する場合に利用します。値は任意の文字列となります。

	タグ名
	char
	実装レベル
	1

	上位タグ
	spec(1), condition(2), action(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	string
	
	
	
	1

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	enumerate
	候補が複数存在する場合の候補
	0
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.5.2. アドレス情報（address）

位置情報を設定します。位置情報の値は、文字列かURIで指定することができます。また、位置を数値で表したい場合には、east, south, heightという座標系によって指定することもできます。

	タグ名
	address
	実装レベル
	1

	上位タグ
	customer(1), supplier(1), location(3), produce(3), consume(3), assign(3), condition(3), action(3), lot(3), task(3),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	string
	
	
	
	1

	uri
	URI
	
	
	
	1

	east
	double
	
	
	
	2

	south
	double
	
	
	
	2

	height
	double
	
	
	
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	description
	位置に対する注釈
	0
	1
	1

	display
	位置の表示方法
	0
	1
	2

	priority
	位置に関する優先度
	0
	1
	2

	spec
	位置に付随する仕様
	0
	なし
	1

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.5.3. 注釈データ（description）

さまざまな要素に対して、注釈をつけたい場合に利用します。注釈の内容は任意の文字列です。

	タグ名
	description
	実装レベル
	1

	上位タグ
	profile(1), address(1), event(1), ev(2), start(2), end(2), release(2), duetime(2), customer(1), supplier(1), item(1), resource(1), operation(1), order(1), lot(1), task(1), parameter(2), expression(1),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	なし
	
	
	
	
	

	タイプ
	内容

	string
	注釈の内容

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.6. 時間データの定義

2.6.1. 日時データ（time）

日時を設定するためのデータです。事象が起こった時刻や、時系列情報における時刻情報を、日付とともに指定します。離散化された日時（期）を表すこともできます。

	タグ名
	time
	実装レベル
	1

	上位タグ
	progress(1), capacity(2), load(1), stock(1), spec(2), location(3), event(1), ev(2), start(1), end(1), release(1), duetime(1), lot(2), task(2),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	ref
	string
	#init | #final | #now
	
	
	1

	value
	datetime
	
	
	
	1

	count
	long
	
	
	
	3

	scale
	string
	scaleキーの参照
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	earliest
	最早日時
	0
	1
	2

	latest
	最遅日時
	0
	1
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	
	ref、value、countはどちらか一つのみしか指定できない
	


2.6.2. 時間データ（duration）

時間データを設定します。日時はある位置時点を表しているのに対して、時間データは２つの日時の相対関係を表しています。

	タグ名
	duration
	実装レベル
	1

	上位タグ
	predecessor(1), successor(2), changeover(2), interval(3), operation(1),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	duration
	
	
	
	1

	count
	long
	
	
	
	3

	unit
	string
	unitキーの参照
	
	
	3

	type
	string
	#fixed | #longer | 
#shorter
	
	#longer
	2

	net
	boolean
	
	
	false
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	shortest
	最短時間
	0
	1
	2

	longest
	最長時間
	0
	1
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	
	
	


2.7. 時系列データの定義

2.7.1. 仕様データ（spec）

さまざまな基本要素に対して、任意の仕様を設定するために利用します。仕様の種類は、仕様名として独自に設定可能です。仕様の値は、文字列でも数値でもどちらでも可能です。仕様の時間変化を表すこともできます。

	タグ名
	spec
	実装レベル
	1

	上位タグ
	pslx(1), profile(2), address(1), event(1), ev(2), start(2), end(2), release(2), duetime(2), customer(1), supplier(1), item(1), resource(1), order(1), operation(1), lot(1), task(1), parameter(2), expression(2),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	string
	
	
	
	1

	type
	string
	#disc | #cont
	
	#disc
	2

	relative
	boolean
	
	
	false
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	time
	仕様がその値になった日時
	0
	1
	2

	char
	仕様の値（文字列の場合）
	0
	1
	1

	qty
	仕様の値（数値の場合）
	
	
	1

	違反コード
	違反内容
	実

	
	要素の種別と仕様名の組合せに対して、数値仕様と文字仕様が混在してはならない
	

	
	仕様名には#ではじまる文字列は設定できない
	

	
	relativeがfalseの場合、同一要素の下でnameとtimeの値でユニークとなっていなければならない
	

	
	同一要素の下にある同一nameの仕様について、timeの日時が早いものから順にソートされていなければならない
	


2.7.2. 位置データ（location）

位置情報を設定します。アドレス情報が個々の位置情報を示すのに対し、この要素は時系列にアドレスが変化する状況を表します。そのため、位置データには、アドレス情報とその日時データとをペアで持ちます。

	タグ名
	location
	実装レベル
	3

	上位タグ
	item(3), resource(3),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	type
	string
	#disc | #cont
	
	#disc
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	time
	位置情報が有効となる日時
	0
	1
	3

	address
	位置情報
	0
	1
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	上位の要素において本データが複数存在する場合、日時が早いものから順にソートされていなければならない
	



2.7.3. 進捗データ（progress）

作業やオーダの進捗状況を指定します。進捗データは、設定日時（測定日時）ごとに指定が可能です。時間が経過するにしたがって、進捗が変化する様子が表現できます。

	タグ名
	progress
	実装レベル
	1

	上位タグ
	operation(1), order(1)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	status
	string
	#completed | #canceled | 
#suspended | #started | 
#ready | #created
	
	
	1

	relative
	boolean
	
	
	false
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	time
	進捗を設定した日時
	0
	1
	1

	qty
	生産数量などの進捗情報
	0
	1
	1

	違反コード
	違反内容
	実

	
	上位の要素において本データが複数存在する場合、日時が早いものから順にソートされていなければならない
	


2.7.4. 能力データ（capacity）

日時ごとに変化する生産能力の情報を表します。能力データは、日時情報を合わせて設定します。資源に対する負荷の上限や下限の設定や、品目に対する在庫レベルの制約などが表現できます。

	タグ名
	capacity
	実装レベル
	2

	上位タグ
	item(2), resource(2), shift(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	type
	string
	#disc | #cont
	
	#disc
	2

	direction
	string
	#upper | #lower
	
	#upper
	2

	relative
	boolean
	
	
	false
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	time
	設定する能力の日時
	0
	1
	2

	qty
	設定する能力の値
	0
	1
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	
	上位の要素において本データが複数存在する場合、日時が早いものから順にソートされていなければならない
	


2.7.5. 負荷データ（load）

資源に対して、負荷の状況を時系列的に表現します。一般に、その資源を利用する作業が開始されると負荷のレベルが上昇し、終了すると元にもどります。負荷データにより、それぞれの時点で、複数の作業が資源をどれだけ利用しているかが表現できます。

	タグ名
	load
	実装レベル
	1

	上位タグ
	resource(1),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	type
	string
	#disc | #cont
	
	#disc
	2

	relative
	boolean
	
	
	false
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	time
	設定する負荷の日時
	0
	1
	1

	qty
	設定する負荷の値
	0
	1
	1

	違反コード
	違反内容
	実

	
	上位の要素において本データが複数存在する場合、日時が早いものから順にソートされていなければならない
	


2.7.6. 在庫データ（stock）

品目に対して、時系列でその品目の在庫数量を設定します。その品目を生産する作業、消費する作業によって在庫のレベルが変化します。在庫データによって、それぞれの時点での在庫量が表現できます。

	タグ名
	stock
	実装レベル
	1

	上位タグ
	item(1),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	type
	string
	#disc | #cont
	
	#disc
	2

	relative
	boolean
	
	
	false
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	time
	設定する在庫の日時
	0
	1
	1

	qty
	設定する在庫の値
	0
	1
	1

	違反コード
	違反内容
	実

	
	上位の要素において本データが複数存在する場合、日時が早いものから順にソートされていなければならない
	


2.8. カレンダーデータの定義

2.8.1. シフトパターン（shift）

能力のパターン情報を設定するための要素です。この要素の中で、能力情報であるcapacityタグを定義し、その内容をパターンとして名前をつけます。この情報は、カレンダーの設定時に利用されます。

	タグ名
	shift
	実装レベル
	3

	上位タグ
	pslx(3)

	参照要素
	calendar(3)

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	capacity
	
	1
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	capacity要素の並び順は、日時の早いものからでなければならない
	


2.8.2. カレンダーデータ（calendar）

資源や品目に関する能力情報を定義する場合に、シフトパターンを使用するためのデータです。カレンダーデータとして指定した情報は、シフトパターン情報をもとに能力データに変換可能です。

	タグ名
	calendar
	実装レベル
	3

	上位タグ
	item(3), resource(3),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	shift
	IDREF
	shiftキーの参照
	○
	
	3

	time
	datetime
	
	○
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	
	上位の要素において本データが複数存在する場合に、time要素の日時が早いものから順に並んでいなければならない
	


2.9. 関係属性データの定義

2.9.1. 生成データ（produce）

作業によって生産される品目を指定します。ひとつの作業に対して複数の生産品目を設定することができます。また、生産品目を設定しないことも可能です。

	タグ名
	produce
	実装レベル
	1

	上位タグ
	operation(1), event(1), ev(3), start(3), end(3), release(3), duetime(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	type
	string
	#disc | #cont
	
	#disc
	2

	nth
	int
	
	
	1
	2

	sel
	int
	
	
	1
	3

	item
	IDREF
	itemキーの参照
	
	
	1

	lot
	IDREF
	lotキーの参照
	
	
	1

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	priority
	優先度
	0
	1
	2

	qty
	生成数量
	0
	1
	1

	address
	生成場所
	0
	1
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	qtyのvalue属性値は正でなければならない
	

	
	item属性とlot属性はいずれかが設定されていなければならない
	

	
	lot属性の指定は、上位タグがインスタンス情報でなければならない
	

	
	nth, selは有効範囲（nthは、本要素内、selは上位要素内）において１からの連続した整数でなければならない
	


2.9.2. 消費データ（consume）

作業や事象によって品目が消費される場合に、その内容を設定します。作業の原材料が作業の実施にともなって消費されるような場合に該当します。設定する作業や事象に対して、消費データは複数設定することが可能です。

	タグ名
	consume
	実装レベル
	1

	上位タグ
	operation(1), event(1), ev(3), start(3), end(3), release(3), duetime(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	type
	string
	#disc | #cont
	
	disc
	2

	nth
	int
	
	
	1
	2

	sel
	int
	
	
	1
	3

	item
	IDREF
	itemキーの参照
	
	
	1

	lot
	IDREF
	lotキーの参照
	
	
	1

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	priority
	優先度
	0
	1
	2

	qty
	消費数量
	0
	1
	1

	address
	消費場所
	0
	1
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	qtyのvalue属性値は正でなければならない
	

	
	item属性とlot属性はいずれかが設定されていなければならない
	

	
	lot属性の指定は、上位タグがインスタンス情報でなければならない
	

	
	nth, selは有効範囲（nthは、本要素内、selは上位要素内）において１からの連続した整数でなければならない
	


2.9.3. 割当関係（assign）

作業が資源を利用する状況を指定します。資源のを利用する量を合わせて指定できます。作業がどの資源を利用可能であるかといった代替資源の制約を表現することもできます。

	タグ名
	assign
	実装レベル
	1

	上位タグ
	operation(1),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	type
	string
	#disc | #cont
	
	disc
	2

	nth
	int
	
	
	1
	2

	sel
	int
	
	
	1
	3

	resource
	IDREF
	resourceキーの参照
	
	
	1

	task
	IDREF
	taskキーの参照
	
	
	1

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	priority
	優先度
	0
	1
	2

	qty
	割付数量
	0
	1
	1

	address
	割付場所
	0
	1
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	task属性の指定は、上位タグがインスタンス情報でなければならない
	

	
	nth, selは有効範囲（nthは、本要素内、selは上位要素内）において１からの連続した整数でなければならない
	


2.9.4. 先行データ（predecessor）

２つの作業間の先行関係を指定します。ここで指定する作業が先行作業となります。先行関係とは、一方の作業が終了した後でないと他方の作業が開始できない、といった制約です。先行関係の設定は、事象間あるいは作業と事象間に対しても可能です。

	タグ名
	predecessor
	実装レベル
	1

	上位タグ
	operation(1), event(1), ev(3), start(3), end(3), release(3), duetime(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	type
	string
	#FS | #SS | #FF | #SF
	
	#FS
	2

	operation
	IDREF
	operation参照
	
	
	1

	event
	IDREF
	event参照
	
	
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	duration
	先行する作業との間隔
	0
	1
	1

	違反コード
	違反内容
	実

	
	operationとeventは、どちらか一方が設定されていること
	

	
	eventの参照先は、event要素のIDまたはev, start, end, release, duetimeの識別名であること
	


2.9.5. 後続データ（successor）

２つの作業間の先行関係を指定します。上位の作業または事象に対して、ここで指定する要素が後続作業または後続要素となります。これは、先行作業の定義を、先行作業の側から行うためのものであり、両者はまったく同じ内容を表しています。

	タグ名
	successor
	実装レベル
	2

	上位タグ
	operation(2), event(2), ev(3), start(3), end(3), release(3), duetime(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	type
	string
	#FS | #SS | #FF | #SF
	
	#FS
	2

	operation
	IDREF
	operation参照
	
	
	2

	event
	IDREF
	event参照
	
	
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	duration
	先行する作業との間隔
	0
	1
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	
	operationとeventは、どちらか一方が設定されていること
	

	
	eventの参照先は、event要素のIDまたはev, start, end, release, duetimeの識別名であること
	


2.10. 要素館の関係情報

2.10.1. 包含データ（partof）

品目、資源、作業、そしてオーダについて、包含関係を設定します。包含関係における全体にあたる要素を、部分にあたる要素側から指定します。全体にあたる要素は複数存在してもかまいません。

	タグ名
	partof
	実装レベル
	2

	上位タグ
	operation(2), item(2), resource(2), order(2)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	operation
	IDREF
	operationの参照キー
	
	
	2

	item
	IDREF
	itemの参照キー
	
	
	2

	resource
	IDREF
	resource の参照キー
	
	
	2

	order
	IDREF
	order の参照キー

	
	
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	qty
	
	0
	1
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	
	operation, item, resource, orderのいずれか1つに値が設定されていなければならない
	

	
	指定する要素は、上位要素の種類と同じでなければならない
	

	
	参照がループになっていてはならない
	


2.10.2. 紐付データ（pegging）

オーダ間の紐付け関係を表現します。顧客オーダなど、源泉となるオーダから、最終的に作業指示に相当する下位のオーダまでを、リンクし関係づけるために利用します。

	タグ名
	pegging
	実装レベル
	2

	上位タグ
	order(2)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	order
	IDREF
	orderの参照キー
	○
	
	2

	type
	string
	#produce | #consume
	
	#produce
	3

	final
	boolean
	
	
	false
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	qty
	引当数量
	0
	1
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	
	参照がループになっていてはならない
	


2.10.3. 追跡データ（tracking）

ロット間の対応関係や、タスク間の対応関係を表します。同一品目において、どの生成ロットがどの消費ロットに対応しているかを管理し、ロット追跡に利用します。また、タスクにおいては、1つのタスクを複数の資源に分割して実行するような場合に、その対応関係を管理します。

	タグ名
	tracking
	実装レベル
	2

	上位タグ
	lot(2), task(3),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	lot
	IDREF
	lotの参照キー
	
	
	2

	task
	IDREF
	taskの参照キー
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	qty
	
	0
	1
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	
	Lot, taskのいずれかに値が設定されていなければならない
	

	
	指定する要素は、上位要素の種類と同じでなければならない
	

	
	参照がループになっていてはならない
	


2.11. 拡張制約データの定義

2.11.1. ロットサイズデータ（lotsize） 

ロットサイズに関する制約情報を定義します。ロットを生成する際にはここで設定された制約を考慮します。この要素が設定されていない場合には、必要数を１つのロットとして生成します。

	タグ名
	lotsize
	実装レベル
	3

	上位タグ
	item(3), operation(3), order(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	unit
	string
	unitキーの参照
	
	
	3

	type
	string
	#fixed | #min | #max | 
#unit
	
	#fixed
	3

	value
	double
	
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	priority
	ロットサイズ制約の重要度
	0
	1
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.11.2. タスクサイズデータ（tasksize） 

ロットサイズと同様にタスクのサイズを設定します。資源によっては、合計値としての能力はあるが、同時にできる作業の単位がある場合などに設定します。

	タグ名
	tasksize
	実装レベル
	3

	上位タグ
	resource(3), operation(3), order(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	unit
	string
	unitキーの参照
	
	
	3

	type
	string
	#fixed | #min | #max | 
#unit
	
	#fixed
	3

	value
	double
	
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	priority
	タスクサイズ制約の重要度
	0
	1
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.11.3. 前提条件（condition）

前提条件を定義します。事象の実行可能条件や、資源の切替情報、品目の生存情報の適用条件として利用されます。参照されるのは、品目、資源の仕様となります。

	タグ名
	condition
	実装レベル
	2

	上位タグ
	changeover(2), interval(3), event(3), ev(3), start(3), end(3), release(3), duetime(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	item
	IDREF
	item参照
	
	
	2

	resource
	IDREF
	resource参照
	
	
	2

	spec
	string
	
	○
	
	2

	type
	string
	#EQ | #NE | #GT | 
#GE | #LT | #LE
	
	#NE
	2

	direction
	string
	#pre | #suc | #cmb
	
	#cmb
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	char
	比較する文字列
	0
	1
	2

	qty
	比較する数値
	
	
	2

	address
	比較するアドレス
	
	
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	spec属性の値は、指定した品目または資源のspecの名称または#stock, #load, #capacity, #progress, #locationであること
	

	
	比較元のデータと比較先のデータとはqtyまたはcharまたはaddressのいずれかで一致していなければならない
	


2.11.4. アクション（action）

事象が実行された後の事後条件を設定します。アクションが実行された場合には、ここで定義された内容が反映されます。操作の対象は、品目または資源の仕様の値です。

	タグ名
	action
	実装レベル
	3

	上位タグ
	event(3), ev(3), start(3), end(3), release(3), duetime(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	item
	IDREF
	item参照
	
	
	3

	resource
	IDREF
	resource参照
	
	
	3

	spec
	string
	
	○
	
	3

	relative
	boolean
	
	
	false
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	char
	比較する文字列
	1
	1
	3

	qty
	比較する数値
	
	
	3

	address
	比較するアドレス
	
	
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	spec属性の値は、指定した品目または資源のspecの名称または#stock, #load, #capacity, #progess, #locationであること
	

	
	relativeがtrueの場合には、<qty>か<address>のeast,south,heightが設定されていなければならない
	


2.11.5. 切替データ（changeover）

資源上で連続して行う２つの作業間の関係を定義します。２つの作業が特定の条件を満たす場合に、段取りのための切替時間または切替作業が発生します。

	タグ名
	changeover
	実装レベル
	2

	上位タグ
	resource(2),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	operation
	IDREF
	operationキーの参照
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	priority
	設定の優先度
	0
	1
	2

	condition
	比較のための条件
	0
	なし
	2

	duration
	必要な段取り替え時間
	0
	1
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.11.6. 生存データ（interval）

品目を生産してから消費されるまでの時間に関する制約を定義します。前後する２つの作業の間で、特定の条件が満たされる場合に、間隔時間の制約を最大値や最小値で設定できます。

	タグ名
	interval
	実装レベル
	3

	上位タグ
	item(3),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	operation
	IDREF
	operationキーの参照
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	priority
	設定の優先度
	0
	1
	3

	condition
	比較のための条件
	0
	なし
	3

	duration
	必要な段取り替え時間
	0
	1
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.12. 事象データの定義

2.12.1. 事象データ（event）

独立した事象を定義します。事象とは、何らかの状態変化をもたらす出来事であり、ある一時点に起こります。事象はただひとつの日時を持ちます。作業の開始や終了、オーダ納期やオーダ投入などの事象は、事象の特別な例として別に定義されます。

	タグ名
	event
	実装レベル
	1

	上位タグ
	pslx(1), parameter(1),

	参照要素
	predecessor(3), successor(3), event(2),

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	1

	ac
	string
	#create | #delete | 
#revise
	
	
	1

	calculation
	string
	#sum | #ave | #cnt | 
#min | #max | 
#earliest | #latest | 

#shortest | #longest
	
	
	3

	master
	boolean
	
	
	false
	2

	parent
	IDREF
	eventキーの参照
	
	
	2

	resource
	IDREF
	resourceキーの参照
	
	
	1

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	query
	事象の照会方法
	0
	なし
	1

	description
	事象に関する注釈
	0
	1
	1

	display
	事象の表示方法
	0
	1
	2

	priority
	事象の優先度
	0
	1
	2

	spec
	事象に関する任意の仕様
	0
	なし
	1

	price
	事象の価格
	0
	1
	2

	time
	事象の発生日時
	0
	1
	1

	predecessor
	先行事象または作業
	0
	なし
	1

	successor
	後続事象または作業
	0
	なし
	2

	produce
	生成する品目
	0
	なし
	1

	consume
	消費する品目
	0
	なし
	1

	condition
	前提条件
	0
	なし
	3

	action
	実行結果
	0
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	parentの参照先は、masterでなければならない
	


2.12.2. 作業内事象データ（ev）

特定の作業に付随した事象を定義します。作業の開始や終了以外の中断や再開などの事象が対応します。

	タグ名
	ev
	実装レベル
	2

	上位タグ
	operation(2),

	参照要素
	predecessor(3), successor(3)

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	description
	事象に関する注釈
	0
	1
	2

	display
	事象の表示方法
	0
	1
	2

	priority
	事象の優先度
	0
	1
	2

	spec
	事象に関する任意の仕様
	0
	なし
	2

	price
	事象の価格
	0
	1
	2

	time
	事象の発生日時
	0
	1
	2

	predecessor
	先行事象または作業
	0
	なし
	3

	successor
	後続事象または作業
	0
	なし
	3

	produce
	生成する品目
	0
	なし
	3

	consume
	消費する品目
	0
	なし
	3

	condition
	前提条件
	0
	なし
	3

	action
	実行結果
	0
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	nameは上位のoperation内でユニークであること
	

	
	上位のoperation名とこの事象名で“上位作業名#事象名”がユニークであること
	


2.12.3. 開始事象データ（start）

作業の開始に相当する事象を設定します。開始はひとつの事象であり、他の事象と同様の形態で日時を設定します。

	タグ名
	start
	実装レベル
	1

	上位タグ
	operation(1)

	参照要素
	predecessor(3), successor(3)

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	なし
	
	
	
	
	

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	description
	事象に関する注釈
	0
	1
	2

	display
	事象の表示方法
	0
	1
	2

	priority
	事象の優先度
	0
	1
	2

	spec
	事象に関する任意の仕様
	0
	なし
	2

	price
	事象の価格
	0
	1
	2

	time
	事象の発生日時
	0
	1
	1

	predecessor
	先行事象または作業
	0
	なし
	3

	successor
	後続事象または作業
	0
	なし
	3

	produce
	生成する品目
	0
	なし
	3

	consume
	消費する品目
	0
	なし
	3

	condition
	前提条件
	0
	なし
	3

	action
	実行結果
	0
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	上位のoperation名とこの事象で“上位作業名#start”がユニークであること
	


2.12.4. 終了事象データ（end）

作業の終了に相当する事象を設定します。終了はひとつの事象であり、他の事象と同様の形態で日時を設定します。

	タグ名
	end
	実装レベル
	1

	上位タグ
	operation(1)

	参照要素
	predecessor(3), successor(3)

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	なし
	
	
	
	
	

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	description
	事象に関する注釈
	0
	1
	2

	display
	事象の表示方法
	0
	1
	2

	priority
	事象の優先度
	0
	1
	2

	spec
	事象に関する任意の仕様
	0
	なし
	2

	price
	事象の価格
	0
	1
	2

	time
	事象の発生日時
	0
	1
	1

	predecessor
	先行事象または作業
	0
	なし
	3

	successor
	後続事象または作業
	0
	なし
	3

	produce
	生成する品目
	0
	なし
	3

	consume
	消費する品目
	0
	なし
	3

	condition
	前提条件
	0
	なし
	3

	action
	実行結果
	0
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	上位のoperation名とこの事象で“上位作業名#end”がユニークであること
	


2.12.5. オーダ投入事象（release）

資材の到着など、オーダが開始可能となる事象を設定します。オーダ納入事象はひとつの事象であり、他の事象と同様の形態で日時を設定します。

	タグ名
	release
	実装レベル
	1

	上位タグ
	order(1)

	参照要素
	predecessor(3), successor(3)

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	なし
	
	
	
	
	

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	description
	事象に関する注釈
	0
	1
	2

	display
	事象の表示方法
	0
	1
	2

	priority
	事象の優先度
	0
	1
	2

	spec
	事象に関する任意の仕様
	0
	なし
	2

	price
	事象の価格
	0
	1
	2

	time
	事象の発生日時
	0
	1
	1

	predecessor
	先行事象または作業
	0
	なし
	3

	successor
	後続事象または作業
	0
	なし
	3

	produce
	生成する品目
	0
	なし
	3

	consume
	消費する品目
	0
	なし
	3

	condition
	前提条件
	0
	なし
	3

	action
	実行結果
	0
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	上位のorder名とこの事象で“上位オーダ名#release”がユニークであること
	


2.12.6. オーダ納期事象（duetime）

製品の出荷など、オーダに関するすべての作業の最遅終了日時を表す事象を設定します。オーダ納期事象はひとつの事象であり、他の事象と同様の形態で日時を設定します。

	タグ名
	duetime
	実装レベル
	1

	上位タグ
	order(1)

	参照要素
	predecessor(3), successor(3)

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	なし
	
	
	
	
	

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	description
	事象に関する注釈
	0
	1
	2

	display
	事象の表示方法
	0
	1
	2

	priority
	事象の優先度
	0
	1
	2

	spec
	事象に関する任意の仕様
	0
	なし
	2

	price
	事象の価格
	0
	1
	2

	time
	事象の発生日時
	0
	1
	1

	predecessor
	先行事象または作業
	0
	なし
	3

	successor
	後続事象または作業
	0
	なし
	3

	produce
	生成する品目
	0
	なし
	3

	consume
	消費する品目
	0
	なし
	3

	condition
	前提条件
	0
	なし
	3

	action
	実行結果
	0
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	上位のorder名とこの事象で“上位オーダ名#duetime”がユニークであること
	


2.13. 基本要素データの定義

2.13.1. 顧客データ（customer）

顧客に関する情報を定義します。顧客とはオーダを生成する発行主体であり、品目（在庫）や資源（負荷）は、最終的に顧客によって消費されることになります。

	タグ名
	customer
	実装レベル
	1

	上位タグ
	pslx(1), parameter(1),

	参照要素
	order(1)

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	1

	ac
	string
	#create | #delete | 
#revise
	
	
	1

	calculation
	string
	#sum | #ave | #cnt | 
#min | #max | 
#earliest | #latest | 

#shortest | #longest
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	query
	顧客の照会方法
	0
	なし
	1

	description
	顧客に対する任意の注釈
	0
	1
	1

	display
	顧客の表示方法
	0
	1
	2

	priority
	顧客の優先度
	0
	1
	1

	spec
	任意に設けた仕様
	0
	なし
	1

	address
	顧客の位置
	0
	1
	1

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.13.2. サプライヤーデータ（supplier）

サプライヤーに関する情報を定義します。サプライヤーとは、オーダの最終的な依頼先であり、品目（在庫）や資源（負荷）の供給元ということができます。

	タグ名
	supplier
	実装レベル
	1

	上位タグ
	pslx(1), parameter(1),

	参照要素
	order(2)

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	1

	ac
	string
	#create | #delete | 
#revise
	
	
	1

	calculation
	string
	#sum | #ave | #cnt | 
#min | #max | 
#earliest | #latest | 

#shortest | #longest
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	query
	サプライヤーの照会方法
	0
	なし
	1

	description
	サプライヤーに対する任意の注釈
	0
	1
	1

	display
	サプライヤーの表示方法
	0
	1
	2

	priority
	サプライヤーの優先度
	0
	1
	2

	spec
	サプライヤーに設けた仕様
	0
	なし
	1

	address
	サプライヤーの位置
	0
	1
	1

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.13.3. 品目データ（item）

品目に関する情報を定義します。品目とは、作業によって生産または消費されるものであり、具体的には、製品、中間製品、仕掛品、部品、原材料、資材などが相当します。

	タグ名
	item
	実装レベル
	1

	上位タグ
	pslx(1), parameter(1),

	参照要素
	item(2), order(1), produce(1), consume(1), partof(2), condition(2), action(3), lot(1),

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	1

	ac
	string
	#create | #delete | 
#revise
	
	
	1

	calculation
	string
	#sum | #ave | #cnt | 
#min | #max | 
#earliest | #latest | 

#shortest | #longest
	
	
	3

	master
	boolean
	
	
	false
	2

	parent
	IDREF
	itemキーの参照
	
	
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	query
	品目の照会方法
	0
	なし
	1

	description
	品目に対する任意の注釈
	0
	1
	1

	display
	品目の表示方法
	0
	1
	2

	priority
	品目の優先度
	0
	1
	2

	spec
	品目に設けた仕様
	0
	なし
	1

	price
	品目の価格（単価）
	0
	1
	1

	calendar
	品目の供給可能カレンダー
	0
	なし
	3

	capacity
	品目の供給可能量
	0
	なし
	2

	stock
	品目の在庫レベル
	0
	なし
	1

	location
	品目の位置情報
	0
	なし
	3

	partof
	品目の包含関係（包含する品目）
	0
	なし
	2

	lotsize
	品目のロットサイズ制約
	0
	なし
	3

	interval
	品目の生存時間制約
	0
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	parentの参照先は、masterでなければならない
	

	
	calendar要素は、time属性の値の早いものから順に並んでいなければならない
	

	
	stock要素は、time属性の値の早いものから順に並んでいなければならない
	


2.13.4. 資源データ（resource）

資源に関する情報を定義します。資源とは、作業によって一定期間使用されるものであり、その間の作業負荷を供給可能な生産能力によって対処します。具体的には、機械、設備、装置、工具、治具、作業者、ラインなどが相当します。

	タグ名
	resource
	実装レベル
	1

	上位タグ
	pslx(1), parameter(1),

	参照要素
	resource(2),, event(1), assign(1), partof(2), condition(2), action(3), task(1), order(3)

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	1

	ac
	string
	#create | #delete | 
#revise
	
	
	1

	calculation
	string
	#sum | #ave | #cnt | 
#min | #max | 
#earliest | #latest | 

#shortest | #longest
	
	
	3

	master
	boolean
	
	
	false
	2

	parent
	IDREF
	resourceキーの参照
	
	
	2

	type
	string
	#make | #stock | 
#move | #check
	
	#make
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	query
	資源の照会方法
	0
	なし
	1

	description
	資源に対する任意の注釈
	0
	1
	1

	display
	資源の表示方法
	0
	1
	2

	priority
	資源の優先度
	0
	1
	2

	spec
	資源に設けた仕様
	0
	なし
	1

	price
	資源の利用価格（単価）
	0
	1
	2

	calendar
	資源のカレンダー情報
	0
	なし
	3

	capacity
	資源の能力情報
	0
	なし
	2

	load
	各日時の資源の負荷合計
	0
	なし
	1

	location
	資源の位置
	0
	なし
	3

	partof
	資源の包含関係
	0
	なし
	2

	tasksize
	資源の適正タスクサイズ
	0
	なし
	3

	changeover
	資源に関する段取り時間
	0
	なし
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	
	parentの参照先は、masterでなければならない
	

	
	calendar要素は、time属性の値の早いものから順に並んでいなければならない
	

	
	load要素は、time属性の値の早いものから順に並んでいなければならない
	


2.13.5. 作業データ（operation）

作業に関する情報を定義します。ここで作業とは、何らかの品目を消費として何らかの品目を生産する行為です。その際に、特定の資源を必要とします。この要素は、作業のマスター情報としても、個別の作業指示としても利用できます。

	タグ名
	operation
	実装レベル
	1

	上位タグ
	pslx(1), parameter(1),

	参照要素
	operation(2), order(2), predecessor(1), successor(2), partof(2), changeover(3), interval(3),

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	1

	ac
	string
	#create | #delete | 
#revise
	
	
	1

	calculation
	string
	#sum | #ave | #cnt | 
#min | #max | 
#earliest | #latest | 

#shortest | #longest
	
	
	3

	master
	boolean
	
	
	false
	2

	parent
	IDREF
	operationキーの参照
	
	
	2

	order
	IDREF
	orderキーの参照
	
	
	1

	direction
	string
	#forward | #backward
	
	#forward
	1

	type
	string
	#make | #stock | 
#move | #check
	
	#make
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	query
	作業の照会方法
	0
	なし
	1

	description
	作業に対する任意の注釈
	0
	1
	1

	display
	作業の表示方法
	0
	1
	2

	priority
	作業の優先度
	0
	1
	1

	spec
	作業に設けた仕様
	0
	なし
	1

	price
	作業の価格
	0
	1
	2

	start
	作業の開始事象
	0
	1
	1

	end
	作業の終了事象
	0
	1
	1

	ev
	開始終了以外の事象
	0
	なし
	2

	qty
	作業サイズ係数
	0
	1
	2

	duration
	作業の処理時間
	0
	1
	1

	progress
	作業の進捗状況
	0
	なし
	1

	predecessor
	その作業よりも先行する作業
	0
	なし
	1

	successor
	その作業よりも後に行う後続作業
	0
	なし
	2

	assign
	作業にとって必要となる資源
	0
	なし
	1

	produce
	作業によって生成される品目
	0
	なし
	1

	consume
	作業によって消費される品目
	0
	なし
	1

	partof
	作業の包含関係（包含する作業）
	0
	なし
	2

	lotsize
	ロットサイズの制約
	0
	なし
	3

	tasksize
	タスクサイズの制約
	0
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	parentの参照先は、masterでなければならない
	


2.13.6. 注文データ（order）

オーダには、実際の製造に直接結びつく製造オーダの他に、顧客からの受注オーダや、サプライヤー向けの購買オーダなどがあります。それらのオーダ情報をこのタグで表現します。

	タグ名
	order
	実装レベル
	1

	上位タグ
	pslx(1), parameter(1),

	参照要素
	partof(2), pegging(2), operation(1), order(2), lot(1), task(1),

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	1

	ac
	string
	#create | #delete | 
#revise
	
	
	1

	calculation
	string
	#sum | #ave | #cnt | 
#min | #max | 
#earliest | #latest | 

#shortest | #longest
	
	
	3

	master
	boolean
	
	
	false
	2

	parent
	IDREF
	orderキーの参照
	
	
	2

	customer
	IDREF
	customerキーの参照
	
	
	1

	supplier
	IDREF
	supplierキーの参照
	
	
	2

	item
	IDREF
	itemキーの参照
	
	
	1

	resource
	IDREF
	resourceキーの参照
	
	
	3

	operation
	IDREF
	operationキーの参照
	
	
	2

	status
	string
	#fixed | #forcast | 

#unofficial | 

#temporal | #done | 

#cancel
	
	#fixed
	1

	direction
	string
	#forward | #backward
	
	#forward
	1

	multiplier
	sting
	unitキーの参照
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	query
	オーダの照会方法
	0
	なし
	1

	description
	オーダに対する任意の注釈
	0
	1
	1

	display
	オーダの表示方法
	0
	1
	2

	priority
	オーダの優先度
	0
	1
	1

	spec
	オーダに設けた仕様
	0
	なし
	1

	price
	オーダの価格（合計）
	0
	1
	1

	qty
	オーダの数量
	0
	1
	1

	release
	オーダの最早開始日時
	0
	1
	1

	duetime
	オーダの最遅終了日時（オーダ納期）
	0
	1
	1

	progress
	オーダの進捗状況
	0
	なし
	1

	partof
	オーダの包含関係（上位のオーダ）
	0
	なし
	2

	pegging
	オーダの引当関係
	0
	なし
	2

	lotsize
	ロットサイズの制約
	0
	なし
	3

	tasksize
	タスクサイズの制約
	0
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	parentの参照先は、masterでなければならない
	

	
	customer属性とsupplier属性はどちらか一方が指定されていること
	

	
	item属性、operation属性、resource属性はどちらか一方が指定されていること
	

	
	lotsizeを指定する場合にはitemを選択しなければならない。またtasksizeの指定する場合にはresourceを選択しなければならない
	

	
	multiplierを設定する場合は、resourceが選択されていなければならない
	

	
	multiplierは、時間の単位でなければならない
	


2.13.7. ロットデータ（lot）

ロットとは、オーダによって、ある品目が生成または消費されることを表現します。通常は、生成または消費される個々の品目のことと同じ意味です。

	タグ名
	lot
	実装レベル
	1

	上位タグ
	pslx(1), parameter(1),

	参照要素
	produce(1), consume(1), tracking(2),

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	1

	ac
	string
	#create | #delete | 
#revise
	
	
	1

	calculation
	string
	#sum | #ave | #cnt | 
#min | #max | 
#earliest | #latest | 

#shortest | #longest
	
	
	3

	item
	IDREF
	itemキーの参照
	
	
	1

	order
	IDREF
	orderキーの参照
	
	
	1

	type
	string
	#produce | #consume
	
	#produce
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	query
	ロットの照会方法
	0
	なし
	1

	description
	ロットに対する任意の注釈
	0
	1
	1

	display
	ロットの表示方法
	0
	1
	2

	priority
	ロットの優先度
	0
	1
	1

	spec
	ロットに設けた仕様
	0
	なし
	1

	price
	ロットの価格
	0
	1
	2

	qty
	ロットの数量
	1
	1
	1

	time
	ロット生成（消費）日時
	0
	1
	2

	address
	ロットの置かれている位置
	0
	1
	3

	tracking
	ロットの対応関係
	0
	なし
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.13.8. タスクデータ（task）

タスクとは、オーダによってある作業が資源を具体的に利用することを表しています。資源からみた場合に、個々のタスクの合計がその資源の負荷として計算されます。

	タグ名
	task
	実装レベル
	1

	上位タグ
	pslx(1), parameter(1),

	参照要素
	assign(1), tracking(3),

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	1

	ac
	string
	#create | #delete | 
#revise
	
	
	1

	calculation
	string
	#sum | #ave | #cnt | 
#min | #max | 
#earliest | #latest | 

#shortest | #longest
	
	
	3

	resource
	IDREF
	resourceキーの参照
	
	
	1

	order
	IDREF
	orderキーの参照
	
	
	1

	type
	string
	#produce | #consume
	
	#produce
	3

	multiplier
	string
	unitキーの参照
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	query
	タスクの照会方法
	0
	なし
	1

	description
	タスクに対する任意の注釈
	0
	1
	1

	display
	タスクの表示方法
	0
	1
	2

	priority
	タスクの優先度
	0
	1
	2

	spec
	タスクに設けた仕様
	0
	なし
	1

	price
	タスクの価格
	0
	1
	2

	qty
	タスクの負荷量
	1
	1
	1

	time
	タスクの発生した日時
	0
	1
	2

	address
	タスクの発生した位置
	0
	1
	3

	tracking
	タスクの対応関係
	0
	なし
	3

	違反コード
	違反内容
	実

	
	multiplierは、時間の単位でなければならない
	


2.14. 計画関連データの定義

2.14.1. 数式情報（expression）

複数の項からなる数式を表現します。また、制約式のような関係構造や、評価式のような目的概念を表現することもできます。さらにこれらを組み合わせて数理モデルを表現することもできます。

	タグ名
	expression
	実装レベル
	2

	上位タグ
	pslx(2), op(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	2

	ac
	string
	#create | #delete | 
#revise
	
	
	2

	rhd
	double
	
	
	0
	2

	value
	double
	
	
	0
	2

	violation
	double
	
	
	1
	2

	unit
	string
	unitへの参照
	
	
	2

	type
	string
	#EQ | #NE | #GT | 
#GE | #LT | #LE |
#MAX | #MIN
	
	#EQ
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	description
	注釈
	0
	1
	2

	display
	表示方法
	0
	0
	3

	priority
	優先度
	0
	0
	2

	spec
	さまざまな仕様
	0
	なし
	2

	op
	式を構成する要素
	0
	なし
	2

	違反コード
	違反内容
	実

	
	opを介したexpressionの参照がループになっていないこと
	


2.14.2. 操作区分（op）

数式における項の操作区分を表現します。個々の項は、＋、－、＊、／などの算術演算式で結合されます。

	タグ名
	op
	実装レベル
	2

	上位タグ
	expression(2),

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	no
	long
	1からの連続な整数
	
	1
	2

	operator
	string
	+ | - | * | /
	
	#+
	2

	value
	double
	
	
	
	2

	parameter
	IDREF
	parameterへの参照
	
	
	2

	expression
	IDREF
	expressionへの参照
	
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	
	expressionの参照がループになっていないこと
	

	
	parameterとexpressionとvalueはいずれか一つしか設定できない
	


2.14.3. パラメータ（parameter）

さまざまな定数や変数、または集計値を表します。集計値の場合には、品目、資源、オーダ、作業などの基本要素に対する集計方法を指定します。集計は、期間情報などの絞込みのための情報を与えることで実行されます。

	タグ名
	parameter
	実装レベル
	1


	上位タグ
	pslx(1), op(2)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	name
	ID
	検索キー
	○
	
	1

	ac
	string
	#create | #delete | 
#revise
	
	
	1

	value
	double
	
	
	
	

	unit
	string
	unitへの参照
	
	
	2

	index
	long
	
	
	0
	3

	type
	string
	#variable | #constant
	
	#variable
	1

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	description
	注釈
	0
	1
	1

	display
	表示方法
	0
	1
	3

	priority
	優先度
	0
	1
	2

	spec
	さまざまな仕様
	0
	なし
	2

	customer
	対象とする顧客データ
	0
	なし
	1

	supplier
	対象とするサプライヤーデータ
	
	
	1

	item
	対象とする品目データ
	
	
	1

	resource
	対象とする資源データ
	
	
	1

	lot
	対象とするロットデータ
	
	
	1

	task
	対象とするタスクデータ
	
	
	1

	event
	対象とする事象データ
	
	
	1

	operation
	対象とする作業データ
	
	
	1

	order
	対象とするオーダデータ
	
	
	1

	違反コード
	違反内容
	実

	
	type属性がconstantの場合には、item以下の要素は設定してはならない
	


2.15. データ照会用情報

2.15.1. 照会用データ（query）

PSLXデータを照会する際に用いるタグです。PSLXデータの一部を対象とする場合に、照会する要素の選択や、部分的な集計方法などを指定することができます。

	タグ名
	query
	実装レベル
	1

	上位タグ
	item(1), resource(1), lot(1), task(1), customer(1), supplier(1), event(1), operation(1), order(1)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	select
	string
	
	
	
	1

	depth
	int
	
	
	0
	3

	start
	datetime
	
	
	
	2

	end
	datetime
	
	
	
	2

	calculation
	string
	#start | #end | #sum | 
#ave | #min | #max | 
#cnt
	
	end
	2

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	
	select属性の値は、この要素が設定されている親要素がもつサブ要素名か、逆参照属性として認められているものか、あるいはall, attributeのいずれかでなければならない
	

	
	startとendの日時は、endのほうが遅くなければならない
	

	
	depth属性は、select属性が tracking, pegging, partof, predecessor, successorの場合に限り設定可能
	


2.15.2. 最小値の設定（min）

数値情報について、その値の最小値を設定します。この情報は、データ照会時の範囲指定などに利用します。

	タグ名
	min
	実装レベル
	2

	上位タグ
	qty(2), price(2), priority(2)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	double
	
	○
	
	2

	exclusive
	boolean
	
	
	false
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.15.3. 最大値の設定（max）

数値情報について、その値の最大値を設定します。この情報は、データ照会時の範囲指定などに利用します。

	タグ名
	max
	実装レベル
	2

	上位タグ
	qty(2), price(2), priority(2)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	double
	
	○
	
	2

	exclusive
	boolean
	
	
	false
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.15.4. 最早日時の設定（earliest）

日時情報について、その日時の最早値を設定します。この情報は、データ照会時の範囲指定などに利用します。

	タグ名
	earliest
	実装レベル
	2

	上位タグ
	time(2)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	datetime
	
	○
	
	2

	exclusive
	boolean
	
	
	false
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.15.5. 最遅日時の設定（latest）

日時情報について、その日時の最遅値を設定します。この情報は、データ照会時の範囲指定などに利用します。

	タグ名
	latest
	実装レベル
	2

	上位タグ
	time(2)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	datetime
	
	○
	
	2

	exclusive
	boolean
	
	
	false
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.15.6. 最短時間の設定（shortest）

時間情報について、その時間の最短値を設定します。この情報は、データ照会時の範囲指定などに利用します。

	タグ名
	shortest
	実装レベル
	2

	上位タグ
	duration(2)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	duration
	
	○
	
	2

	exclusive
	boolean
	
	
	false
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実


	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.15.7. 最長時間の設定（longest）

時間情報について、その時間の最長値を設定します。この情報は、データ照会時の範囲指定などに利用します。

	タグ名
	longest
	実装レベル
	2

	上位タグ
	duration(2)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	duration
	
	○
	
	2

	exclusive
	boolean
	
	
	false
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	


2.15.8. 文字データ候補（enumerate）

文字データの候補を列挙する際に利用します。この情報は、データ照会時の範囲指定などに利用します。

	タグ名
	enumerate
	実装レベル
	3

	上位タグ
	char(3)

	参照要素
	

	属性
	タイプ
	制約
	必須
	省略
	実

	value
	string
	
	○
	
	3

	要素名
	説明
	min
	max
	実

	なし
	
	
	
	

	違反コード
	違反内容
	実

	なし
	
	



3. XMLタグ記述方法

3.1. 基本要素と構造

PSLXによるメッセージの内容は、以下の基本要素を核としてそれらの関係や属性を定義することで表現します。

顧客・サプライヤー
そもそものオーダの発行元であるのが顧客であり、最終的なオーダの発行先となるのがサプライヤーです。得意先や業者など、企業の外部にあるものの他に、前工程や後工程を顧客やサプライヤーとして捕らえることもできます。顧客は<customer>で表現し、サプライヤーは<supplier>タグで表現します。

オーダ
オーダとは、何らかの計画またはアクションを生成するための根拠となる情報です。オーダには、受注オーダや購買オーダの他に、製造オーダや作業オーダなどが生産現場のさまざまな状況で存在しています。オーダは、<order>タグで表現します。

作業
作業とは、何らかの品目を消費し、それと引き換えに何らかの品目を生産するような行為を行うものです。作業を実際に行うためには、必要となる資源を一定の間確保しておく必要があります。作業は<operation>タグで表現します。

事象
事象とは、対象とする世界に対して、何らかの変化を与える行為であり、実時間の中でその実行日時がひとつ定めることができる。開始や終了も事象の一種でるが、作業とは独立した単独の事象も存在する。事象は<event>タグで表現します。

品目
品目は、作業によって消費または生産されるものです。製品、部品、資材、原材料、仕掛品などは品目として設定できます。品目はその総量を在庫レベルとして時系列でもっています。品目は<item>タグで表現します。

資源
資源は、作業を実行するために必要なものであり、あらかじめ能力が設定れています。資源がもつ能力の範囲で、複数の作業を同時に実行することができます。装置、機械、設備、作業者、工具、治具などが資源としてあげられます。資源は<resource>タグで表現します。

ロット
ロットとは、ある品目がある作業によって生産または消費される場合に、そのまとまりをさすものです。ロットを日時別に集計すると在庫が計算できます。ロットは<lot>タグで表現します。

タスク
タスクとは、ある資源が作業によって利用される単位を表します。複数の資源で一つの作業を実行する場合には、タスクはその資源の数だけ存在することになります。タスクは<task>で表現します。

PSLXのXMLスキーマでは、これらの基本要素に対して、関係属性や拡張制約などを定義し、さらに細かなレベルで数値属性や文字属性を指定していくことで対象を表現します。
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図1　PSLXにおけるXMLタグ構造

3.2. トップレベルとプロファイル

3.2.1. トップレベル情報

PSLXのトップレベルには、<pslx>タグを使用します。<pslx>タグには、type属性、id属性、ref属性、action属性、そしてreceipt属性を設定します。

type属性は、そのPSLXデータが使用される状況を表します。type属性の値は、以下の中から選択します。値が省略された場合には、fileであるものとみなします。

	属性値
	説明

	#request
	PSLXデータが要求メッセージであることを示します。

	#response
	PSLXデータが応答メッセージであることを示します。

	#receipt
	PSLXデータが受領メッセージであることを示します。

	#exception
	PSLXデータが例外メッセージであることを示します。

	#file
	PSLXデータが永続化用であることを示します。


id属性は、PSLXメッセージが、それを生成したアプリケーション内でユニークとなるようなID（文字列）を設定します。この属性は、type属性の値がfile以外の場合に、必ず設定しなければなりません。

ref属性は、PSLXデータが他のPSLXデータを参照する場合に利用します。応答メッセージ、受領メッセージ、例外メッセージには、この属性が設定されていなければなりません。応答メッセージの場合には、要求メッセージのIDが、受領メッセージと例外メッセージの場合には、該当する要求メッセージまたは応答メッセージのIDが設定されます。

action属性は、PSLXで規定されているインタフェース名が設定されます。この属性は、type属性の値がfile以外の場合に、必ず設定しなければなりません。応答メッセージ、受領メッセージ、例外メッセージのaction属性は、ref属性で参照するメッセージのaction属性と同じ値が設定されていなければなりません。

receipt属性は、メッセージの受領確認をしたい場合に使用します。要求メッセージと応答メッセージに対してのみ設定することができます。この属性値をtrueである要求メッセージまたは応答メッセージを受け取ったアプリケーションは、ただちに送信元へ受領メッセージを返さなければなりません。

トップレベルには、<error>タグが設定できます。<error>タグは、エラーまたは警告情報を伝える場合に利用します。エラーか警告かの識別は、severity属性によって行います。severity属性の値が”error”の場合にはエラーを表し、”warning”の場合は警告を表します。

エラー情報は、例外メッセージにしか設定できません。また、警告情報は、例外メッセージ、受領メッセージ、または応答メッセージにしか設定できません。

以下に、例外メッセージ内に設定されたエラーおよび警告のサンプルを示します。

<pslx type=“#exception” ref=“a001”>

<error code=“E02004” severity=“#error”>対応するIDが見つかりません。</error>

<error code=“E02015” severity=“#error”>数値設定エラー</error>

<error code=“W08002” severity=“#warning”>属性値は無視されました。</error>

</pslx>

各メッセージに付随する情報を別途設定するには、トップレベルにある<spec>タグを利用することができます。これは、各アプリケーションで、個別にインタフェースの機能を拡張する際に用います。

3.2.2. プロファイル情報

PSLXデータ全体に対する情報を設定するためには、トップレベルの要素である<profile>タグを用います。このタグには、name属性、author属性、version属性、create属性、expire属性、current属性、start属性、そしてend属性が設定可能です。

name属性には、対象とする問題名を設定します。PSLXデータを永続化する場合には、この値とversion属性によってユニークとならなければなりません。

同一の問題に対して、PSLXデータに変更を加えた場合、version属性によってそのバージョンを管理し、識別します。version属性の値は任意の文字列であり、その文字列の内容は自由に設定可能です。

create属性とexpire属性は、それぞれ、そのPSLXデータが有効となる日時と、無効となる日時を表現します。アプリケーションが処理を実行する日時がこの範囲にない場合には、そのPSLXデータは利用してはなりません。

start属性、end属性、そしてcurrent属性は、PSLXデータが対象とする期間の開始日時、終了日時、そして現在日時を表します。ここで、設定された開始日時、終了日時、そして現在日時は、日時定数である#init、#final、そして#nowによって参照できなければなりません。

3.3. 数値情報の表現

PSLXデータ内で利用される数値情報の多くは、<qty>タグによって表現することができます。また、文字列情報の多くは、<char>タグによって表現することができます。これらのタグを用いると、それぞれの値を設定する際に、単位系や分数情報、そして制限情報などを指定することができます。

3.3.1. 値の表現

数値情報は<qty>タグによって表現します。また、文字情報は<char>タグによって表現します。

たとえば、数値の0.5は、以下のようになります。

<qty value=“0.5”/>

また、文字列として”晴れのち曇り”という情報は、以下のように表現されます。

<char value=“晴れのち曇り”/>

数値情報の特殊なケースとして、価格と優先度があります。価格は<price>タグによって表現します。また、優先度は<priority>タグによって表現します。

たとえば、価格150円は、以下のようになります。

<price value=“150” unit=“円”/>

優先度は、-1から1までの間の数を用いて表します。たとえば、以下の例は、最大の優先度を表しています。

<priority value=“1.0”/>

文字列情報の特殊形としては、アドレスがあります。これは、空間的な位置を特定するためのものです。アドレスは<address>タグで表します。アドレスは、value属性による値のほかに、URI属性、east, south, height属性による指定も可能です。

<address value=“小金井市梶野町3-7-2”/>

<address URI=“www.pslx.org/demo/001”/>

<address east=“200” south=“100” height=“3”/>

なお、アドレスには、<descripton>, <display>, <priority>, <spec>の各タグを用いて情報を付加することができます。

注釈情報は、基本要素に任意の文字列を注釈として設定するためのものです。注釈情報は<description>タグで表します。これは、文字情報の一種ですが、他の文字情報と異なり、内容をvalue属性にではなく、タグの本体に設定します。

<description>

ここに任意の注釈を設定できます。

</description>

3.3.2. 分数の表現

数値を表す<qty>タグと<price>タグは、<base>タグを用いることで分数を表現することができます。また、この<base>タグは、単位変換に用いる<translate>でも利用可能です。この機能は、実装レベル２以降で、対応していなければなりません。実装レベル１のアプリケーションに対しては、<base>タグを用いてはなりません。

たとえば、3個作るのに10分かかる場合の一個あたりの処理時間は、以下のように表されます。

<qty value=“10” unit=“#min”>

<base value=“3”/>

</qty>

3.3.3. 日時の表現

日時は、<time>タグで表現します。日時の値を設定する方法として、value属性を用いて直接、日時を指定する場合と、count属性とscale属性を用いて数値とスケールを指定し、それを内部で変換させる場合の２通りの方法が可能です。

たとえば、2003年4月10日の12時30分という日時は、以下のように直接value属性の値として記述します。

<time value=“2003-04-10T12:30:00.000+9.00”/>

また、以下の例は、スケール情報の中で設定された基準日時から数えて1日後の日時を表しています。

<time count=“1” scale=“day”/>

たとえば、別途に設定した”day”というスケールが以下のように設定されているとすると、上記の例では、2003年4月11日の午前0時を表すことになります。

<scale name=“day” unit=“#day” origin=“2003-04-10T00:00:00.000+9.00”/>

3.3.4. 日時定数

日時定数として、現在日時を表す#now、計画期間の開始日時を表す#init、そして計画期間の終了日時を表す#finalの３種類があります。これらの日時定数は、<time>タグの中のref属性によって参照することができます。

日時定数#now、#init、#finalには、それぞれ、<profile>タグのcurrent属性、start属性、end属性で指定された値が設定されます。もし、<profile>タグにこれらの情報が設定されていない場合には、アプリケーションが独自に設定しておかなければなりません。

以下の例は、計画期間の開始時点で在庫量が100であることを表しています。

<stock>

<time ref=“#init”/><qty value=“100”/>

</stock>

3.3.5. 時間の表現

時間情報は、<duration>タグによって表現します。時間の値は、ISO8601形式でPnYnMnDTnHnMnSのように表します。1時間はPT1Hとなり以下のように表現されます。

<duration value=“PT1H”/>

時間にはunit属性を用いて単位を指定することはできます。この場合には、value属性ではなくcount属性を用います。たとえば、以下の例では、単位を時間としていますので、先ほどの例とまったく同じ内容を表していることになります。

<duration count=“1” unit=“#hour”/>

時間の単位としてあらかじめ予約されたものとしては、#sec、#min、#hour、#day、#week、#10d、#15d、#month、#yearがあります。ここで、#10dは、上旬、中旬、下旬といったように月を３分割する単位です。また、#15dは、上旬と下旬に２分割する単位です。

上記のあらかじめ予約された単位系以外を用いたい場合には、独自に単位を設定して利用することができます。

以下の例では、30分を一単位に設定した”half-hour”という単位を定義し、それを用いて日時を表現しています。

<unit name=“half-hour”><translate unit=“#hour” value=“0.5”/></unit>

<duration count=“2” unit=“half-hour”/>

3.4. 単位系の扱い

3.4.1. 単位系の指定と変換

数値を表す<qty>、<lotsize>、<tasksize>そして<price>などは、その単位をunit属性によって指定することができます。また、<translate>や<scale>もunit属性を用いてその内容を定義することができます。

unit属性で指定する値は、あらかじめ予約された単位か、あるいは#以外ではじまる任意の文字列で定義された単位系となります。あらかじめ予約された単位系には、#sec、#min、#hour、#day、#week、#10d、#15d、#month、#yearがあります。

レベル２以上では、単位系を独自に定義した場合は、<unit>タグで指定します。ここでは、単位の変換方法も合わせて定義することができます。
独自に定義される単位系としては、以下のようなものがあります。

<unit name=“個”/>

<unit name=“kg”/>

<unit name=“p/c”/>

<unit name=“yen”/>

これらの単位系を用いて、数値情報は以下のようにして設定されます。

<qty value=“10” unit=“個”/>

<qty value=“120” unit=“#min”/>

<price value=“3000” unit=“yen”/>

複数の単位系の間で値を自動変換したい場合、単位変換方法を設定します。単位変換方法は、<translate>タグによって表現します。これは、実装レベル３によって対応しなければならない機能です。

単位の定義時点で、<unit>タグに<translate>タグを追加し、その<translate>タグによって定義された数量と単位が、上位の要素である<unit>の1単位に相当します。

言い換えると、<unit>タグによって定義された単位をＸ、<translate>タグによって定義された単位をＹとし、<translate>タグで定義された変換係数をａ、原点をｚとすると、単位系Ｘの数値ｘは、Ａ・ｘ＋ｚで単位系Ｙに変換します。

たとえば、一個が5kgで0.5kgの箱に入っている製品のについて、単位系「個」と「kg」の関係は、以下のように表されます。

<unit name=“個”>

<translate value=“5” unit=“kg” origin=“0.5”/>

</unit>

なお、単位変換は可逆であり、一方の変換方法を定義すれば、その逆方向の変換も可能でなければなりません。たとえば、上記の記述は全体から0.5kgを引いた残りについて、1kgが1/5個に相当することも意味しています。

3.4.2. スケールの利用

日時や時間情報は、<scale>タグで設定されるスケール情報で変換することができます。<scale>は、日時または時間専用に利用するために、<unit>と<translate>を特殊な形に置き換えたものということもできます。

スケールの定義において、name属性の値を#displayとした場合には、表示スケールのデフォルト情報となります。

表示スケールを設定するには、unit属性、value属性、origin属性を使用します。unit属性とvalue属性は1単位に相当する時間を表します。もしunit属性が省略された場合には、#minを設定します。


スケール定義の例を示します。たとえば、

<scale name=“aaa” unit=“#min” value=“10” origin=“2003-04-08T00:00:00”/>

というスケールのもとで、以下の２つの表現は、まったく同じ日時を表しています。

<time count=“20” scale=“aaa”/>

<time value=“2003-04-08T03:20:00”/>

これは、内部で以下のような計算が行われています。

t = origin + unit (count×value)

 =“2003-04-08T00:00:00”+ (20×10) min

 =“2003-04-08T03:20:00”

なお、origin属性が省略された場合には、代わりに日時定数である#init日時が採用されます。

3.4.3. 離散時間（期間）の表現

日時を表現する<time>タグは、通常行っている連続的な時間を表現する場合と、タイムバケットのような期間情報を表現する場合があります。日時に設定したscale属性の値に対応するスケールの定義において、スケールタグ<scale>のtype属性が”#disc”の場合、離散時間を表します。

この属性の省略形は”#cont”です。この”#cont”の場合には、一般的な連続した時間の流れの中での日時をあらわすのに対し、離散時間では、タイムバケットまたはタイムスライスで表した期間（区間）情報となります。

離散系の日時表現は、count属性を用いて、基準日時を0とする整数で表現します。たとえば、

<scale name=“bbb” unit=“#day” value=“1” origin=“2003-04-08T00.00.00” type=“#disc”/>

というスケールのもとで、

<time count=“0” scale=“bbb”/>
という情報は、2003年4月8日の午前0時から、翌日の午前0時の直前までの1日（24時間）の期間を表しています。なお、<time>タグの指定において、値にcountを用いていても、<scale>のtype属性が”cont”である場合には、連続系の日時を表すことになります。たとえば、上記の場合なら、2003年4月8日の午前0時を表すことになります。

3.4.4. 表示スケールの設定

さまざまな要素を画面等の表示デバイスに表示する際には、表示のためのスケールを、トップレベルに<scale>タグで指定し、それを<display>タグの中でscale属性によって参照します。<display>タグの中でscale属性を省略した場合には、#displayが設定されます。複数の表示スケールを同時に利用する場合には、それぞれスケールの定義時に設定した名称で使い分けることができます。

たとえば、画面の表示原点（表示領域の左端）の日時が2003/04/08の午前0時で、１目盛りが10分で表示する場合には、以下のように表します。

<scale name=”scale1” unit=“#min” value=“10” origin=“2003-04-08T00.00.00”/>
3.5. 時系列情報の表現

在庫量や負荷量、そして能力量などは、時間とともに値が変わります。これらの情報は、時系列情報として、各属性に対して、値と日時情報とをペアにした形で表現します。

時系列情報の一般形として、<spec>タグがあります。通常、仕様は固定的な情報ですが、PSLXにおける<spec>タグでは、value属性とtime要素を用いて時時刻刻と変化する情報を表すことができます。

たとえば、製品Aの温度が午前9時の時点で10度、午後3時に25度であったとすると、以下のように表されます。

<item name=“製品A”>

<spec name=“温度”><time value=“2003-04-10T09:00:00”/>

<qty value=“10” unit=“度”/></spec>

<spec name=“温度”><time value=“2003-04-10T15:00:00”/>

<qty value=“25” unit=“度”/></spec>

</item>

<spec>タグで同一のname属性をもつ要素を日時を変えて複数定義することができます。ただし、各要素が定義される順番は、かならず日時の早いものから順番になっていなければなりません。

同一の仕様名で、同一の日時の要素が複数ある場合には、2つめ以降のデータはrelative属性がtrueでなければなりません。

なお、もし日時タグ<time>を付けない場合には、<spec>で設定された値は計画期間において一定であると見なします。つまり、

<spec name=“仕様A”><qty value=“100”/></spec>

という記述は、以下の記述と同値です。

<spec name=“仕様A”><qty value=“100”/><time ref=“#init”/></spec>

日時タグ<time>によって、日時の設定を行った場合、その日時において仕様の値がvalue属性で指定した値になったことを意味します。そして、type属性が”disc”の場合には、その値が以降も継続され、”cont”の場合には、その値は次に設定される値まで連続的に変化します。

つまり、<spec>で指定した値は、下の図（左）に示すように、type属性が”disc”の場合には、指定した日時ごとにステップ状に変化することになります。また、type属性が”#cont”である場合には、図（右）のように、次に定義する値まで、連続的に変化することを表します。
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図2　離散的変化と連続的変化

ただし、<time ref=“#init”>として指定した日時から次の日時までと、最後に定義した日時からそれ以降は、type属性の値に関わらず、設定値は一定とします。

仕様の値として、数値でなく文字列をとる場合もあります。たとえば、以下の例では、機械Aの状態が14時に異常になったことを表しています。

<resource name=“機械A”>

<spec name=“状態”><time value=“2003-04-10T14:00:00”/>

<char value=“異常”/></spec>

</resource>

3.5.1. 在庫と負荷の設定

在庫量を表す<stock>タグは、仕様タグ<spec>の特殊形です。在庫量は、品目を表す<item>タグの要素となる情報で、その品目の在庫量の合計を時系列で表現します。

たとえば、製品Aの在庫量が、4月10日は150、4月11日は130である場合、以下のように表されます。

<item name=“製品A”>

<stock><time value=“2003-04-10T00:00:00”/><qty value=“150”/></stock>

<stock><time value=“2003-04-11T00:00:00”/><qty value=“130”/></stock>

</item>

在庫量の設定は、絶対値による設定以外に、relative属性を”true”とすることで、相対値での設定が可能です。相対値での設定の場合には、その日時における在庫量の変化分のみを指定します。

たとえば、先の例と同じ状況として、製品Aの在庫量が、4月10日は150、4月11日は130である場合、相対値での設定を用いた場合には、以下のように表されます。

<item name=“製品A”>

<stock relative=“true”><time value=“2003-04-10T00:00:00”/><qty value=“150”/>
</stock>

<stock relative=“true”><time value=“2003-04-11T00:00:00”/><qty value=“-20”/>
</stock>

</item>

在庫量の<stock>タグには、その変化点において原因となったロットの情報を<lot>タグで複数指定することができます。

3.5.2. 負荷量の設定

負荷量を表す<load>タグは、資源<resource>に対して設定することができます。これは、その資源の特定の日時における使用量（タスク）の合計を表します。

たとえば、以下の例は、作業者という資源が、9時から14時までは2人、それ以降16時までは5人必要であることを表しています。

<resource name=“作業者”>

<load><time value=“2003-04-19T09:00:00”/><qty value=“2” unit=“人”/></load>

<load><time value=“2003-04-19T14:00:00”/><qty value=“5” unit=“人”/></load>

<load><time value=“2003-04-19T16:00:00”/><qty value=“0” unit=“人”/></load>

</resource>

負荷量も在庫量と同様に、relative属性を用いることで、値を絶対値ではなく、相対値で指定することができます。たとえば、先の例を相対値で表現すると、以下のように書き換えられます。

<resource name=“作業者”>

<load relative=“true”><time value=“2003-04-19T09:00:00”/>

  <qty value=“2” unit=“人”/></load>

<load relative=“true”><time value=“2003-04-19T14:00:00”/>

  <qty value=“3” unit=“人”/></load>

<load relative=“true”><time value=“2003-04-19T16:00:00”/>

  <qty value=“-5” unit=“人”/></load>

</resource>

負荷量の<load>タグには、その変化点において原因となったタスクの情報を<task>タグで複数指定することができます。

3.5.3. 作業の進捗状況

作業やオーダの進捗状況は、<progress>タグによって表現することができます。進捗を設定したい作業やオーダに<progress>タグを設定し、その中で、測定日時と内容（数量または状態）を記述します。進捗が時系列的に変化している状況を表すには、<progress>タグを日時ごとに複数設定することもできます。

以下の例では、作業”P001”が、4月10日の18時の時点で0％、11日の時点で80％、そして12日の時点で100％完了したことを表しています。

<operation name=“P001”>

<progress><time value=“2003-04-10T18:00:00”/><qty value=“0.0”/></progress>

<progress><time value=“2003-04-11T18:00:00”/><qty value=“0.8”/></progress>

<progress><time value=“2003-04-12T18:00:00”/><qty value=“1.0”/></progress>

</operation>

また、進捗情報としては、status属性を使って、その状態を以下の識別文字を使って表すことができます。

	属性値
	説明

	#completed
	作業またはオーダが完全に完了した状態

	#canceled
	作業またはオーダが途中でキャンセルされた状態

	#suspended
	作業またはオーダが一時的に中断している状態

	#started
	作業またはオーダが実行中である状態

	#ready
	作業またはオーダが実行可能であるが未着手である状態

	#created
	作業またはオーダがまだ実行可能でない状態


たとえば、以下の例では、オーダ”K001”を、4月3日に受け付け、5日から着手可能となり、7日から着手して9日に完了したことを表しています。

<order name=“K001”>

<progress status=“#created”><time value=“2003-04-03T18:00:00”/></progress>

<progress status =“#ready”><time value=“2003-04-05T18:00:00”/></progress>

<progress status =“#started”><time value=“2003-04-07T18:00:00”/></progress>

<progress status =“#completed”><time value=“2003-04-09T18:00:00”/>
</progress>

</order>

進捗状況<progress>が表す状態間の状態遷移は、以下の図のようになります。
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図3　オーダの状態遷移

3.5.4. 位置情報の利用

品目を表す<item>タグや、資源を表す<resource>タグは、位置情報をもっています。ただし、これらの位置は、時間とともに変化する可能性があるために、スタティックな位置を表す<address>ではなく、<location>タグによって設定します。

ダイナミックな一情報を表す<location>タグは、要素として日時<time>タグと位置<address>タグをペアでもっています。

例えば，搬送車という資源が、13時には場所Aにあり、16時には場所Bにあるという状況は以下のように表現できます。

<resource name=“搬送車”>

<location><time value=“2003-04-10T13:00:00”/><address name=“場所A”/>
</location>

<location><time value=“2003-04-10T16:00:00”/><address name=“場所B”/>
</location>

</resource>

3.6. 能力とカレンダーの表現

3.6.1. 能力情報の設定

品目に設定する在庫量や、資源に設定する負荷量に対して、実際にその品目や資源に対して設定可能な上限、下限を示すものが能力量です。能力量は、<capacity>タグによって設定できます。

たとえば、8時から12時までは作業者が5人、12時から13時までは2人、13時から17時までは7人といった状況は、以下のように表現できます。

<resource name=“作業者”>

<capacity><time value=“2003-04-10T08:00:00”/><qty value=“5” unit=“人”/>

</capacity>

<capacity><time value=“2003-04-10T12:00:00”/><qty value=“2” unit=“人”/>

</capacity>

<capacity><time value=“2003-04-10T13:00:00”/><qty value=“7” unit=“人”/>

</capacity>

<capacity><time value=“2003-04-10T17:00:00”/><qty value=“0” unit=“人”/>

</capacity>

</resource>

能力情報の設定では、特に指定のない限り、上限の設定として扱います。ただし、direction属性を”#lower”とした場合には、下限情報の設定となります。これにより、品目の安全在庫量や、資源の負荷量の下限値も設定することが可能となります。

3.6.2. カレンダー情報の表現

カレンダー情報は、それぞれの日における作業可能の有無を表現しているという意味で、能力情報の一種です。したがって、カレンダー情報は、すべて能力情報を表す<capacity>タグに置き換えて表現することができます。ただし、通常は、記述の容易さの点から、カレンダー情報は、<calendar>タグを用いて、表現します。

カレンダー情報を表すためには、まず、シフトパターン情報を<shift>タグで表現しなければなりません。シフトパターン情報とは、特定の能力情報をパターン化し、シフトという単位で参照可能としたものです。

たとえば、毎日朝8時から夕方の6時までの就業時間をパターンとして登録する場合には、以下のような表現を用います。

<shift name=“日勤8h”>

<capacity><time value=“2000-01-01T00:00:00”/><qty value=“0”/></capacity>

<capacity><time value=“2000-01-01T08:00:00”/><qty value=“1”/></capacity>

<capacity><time value=“2000-01-01T18:00:00”/><qty value=“0”/></capacity>

</shift>

カレンダー情報は、このシフトパターン情報をもちいて、各資源に対してシフト名と日時を指定することで設定します。

たとえば、A工場の一週間のカレンダーは、以下のように表せます。ここで、”日勤8h”は、先に定義したシフトパターン情報であり、その他にも、”日勤10h”や、”休日”といったシフトパターン情報があらかじめ定義されているものとします。

<resource name=“A工場”>

<calendar shift=“日勤8h” time=“2001-09-01T00:00:00”/>

<calendar shift=“日勤8h” time=“2001-09-02T00:00:00”/>

<calendar shift=“日勤9h” time=“2001-09-03T00:00:00”/>

<calendar shift=“日勤10h” time=“2001-09-04T00:00:00”/>

<calendar shift=“日勤10h” time=“2001-09-05T00:00:00”/>

<calendar shift=“休日” time=“2001-09-06T00:00:00”/>

<calendar shift=“休日” time=“2001-09-07T00:00:00”/>

</resource>

このカレンダー情報と、シフトパターン情報を組み合わせることで、各資源の能力情報を、アプリケーション側で生成することが可能となります。

カレンダー情報とシフトパターン情報から、能力情報へ変換するには、<calendar>のtime属性の値と、シフトパターンにおける<capacity>タグの最早の日時を対応づけ、その他の<capacity>タグが存在する場合には、それらの日時をシフトパターン上での相対的な日時関係が変わらないようにシフトさせます。

3.7. 基本要素の表現

計画問題やスケジューリング問題を構成する基本的な要素として、品目、資源、ロット、タスク、作業、事象、そしてオーダ、が挙げられます。品目は<item>タグで、資源は<resource>タグで、ロットは<lot>タグで、タスクは<task>タグで、作業<operation>タグで、事象は<event>で、そしてオーダは<order>タグで表現します。

これらの基本要素データは、常に<pslx>タグの直下のレベルに存在し、それらは要素IDによって参照可能となってなければなりません。IDを設定した各要素は、他の要素の属性の中から参照することができます。

要素IDを参照する場合、参照先の要素情報は、同一のファイルまたはメッセージの中に定義されていなくてはなりません。IDがそのファイルまたはメッセージ内に存在しない場合にはエラーとしなければなりません。

要素IDには任意の文字列を指定できますが、先頭の文字として”#”を使用することはできません。

3.7.1. 共通する属性

基本要素データのIDは、name属性によって指定します。

基本要素の中で、事象、作業、品目、資源、オーダは、マスター情報として利用される場合と、個別のインスタンス情報として利用される場合があます。マスター情報として利用する場合には、master属性を”true”としなければなりません。

一方、マスターをもとに生成されたインスタンス情報には、parent属性の値に、必要に応じてマスター情報のIDを指定します。

たとえば、以下の例は、“切断作業”というマスターから“切断作業001”というインスタンス情報を生成したことを意味しています。

<operation name=“切断作業” master=“true”/>

<operation name=“切断作業001” parent=“切断作業”/>

実装レベル２では、インスタンス情報である基本要素は、マスター情報の内容を継承することができます。また、実装レベル３では、マスター情報は、同一種類の他のマスター情報を継承することができます。継承を行うためには、継承する側の基本要素の定義の中で、parent属性に継承元要素のIDを指定しなければなりません。

継承の内容は、をテンプレートとして、個々の具体的な値を追加する形で生成されます。生成したトランザクション情報に対して、テンプレートとなったマスター情報は、parent属性として設定します。

品目、資源、作業、事象、そしてオーダといった基本要素は、共通して以下の要素を持っています。

注釈情報を表す<description>タグは、基本要素に関する任意の注釈情報を設定する場合に利用することができます。

表示情報を表す<display>タグは、各基本要素を画面や帳票に表示する際の個別の表示方法を示しています。

優先度情報である<priority>タグは、基本要素に対する優先度を設定する際に利用します。優先度は、計画やスケジューリングのロジックにおいて利用されるパラメータです。

仕様情報である<spec>タグは、任意の仕様名を独自に定義した上で、その使用情報を設定または照会する場合に利用します。仕様情報は、必要に応じて、時系列で表現することができます。

3.7.2. 包含関係

品目、資源、作業、そしてオーダは、包含関係を<partof>タグで表現することができます。包含関係は、部分に相当する要素に<partof>タグを設定し、その中で全体に相当する要素を指定します。この機能は、実装レベル２以上で対応しなければなりません。

たとえば、品目の場合、製品Aと製品Bがセットとなって製品Xができていることを、以下のように表現できます。

<item name=“製品X”/>

<item name=“製品A”><partof item=“製品X”/></item>

<item name=“製品B”><partof item=“製品X”/></item>

親1単位に対して子の数量を設定する場合には、<qty>タグを用いて表現することができます。以下の例は、親部品を1つ作るのに、子部品が10個必要であることを表しています。

<item name=“子部品”><partof item=“親部品”><qty value=“10”/></partof></item>

資源の包含関係の例としては、たとえば、機械Aは、ラインBの構成要素であるような場合、以下のように表現できます。

<resource name=“ラインB”/>

<resource name=“機械A”><partof resource=“ラインB”/>

</resource>

作業の場合にも同様に、作業の包含関係を表します。ひとつの作業が、複数の部分作業から構成されているような場合に利用可能です。

たとえば、段取作業Aと加工作業Bと搬送作業Cをまとめてひとつの作業Pとして管理したい場合には、以下のように定義します。

<operation name=“作業P”/>

<operation name=“段取作業A”><partof operation=“作業P”/></operation>

<operation name=“加工作業A”><partof operation=“作業P”/></operation>

<operation name=“搬送作業A”><partof operation=“作業P”/></operation>

</operation>

作業の包含関係が成立しているときには、全体をあらわす作業の開始日時は、構成する全作業の開始日時の最早日時となり、終了日時は、構成する全作業の終了日時の最遅日時となっていなければなりません。

オーダの包含関係は、品目ごとに定義した個々のオーダを、まとめて1つのオーダとして管理する場合などに利用されます。たとえば、製品Aを10個、製品Bを20個を注文するような場合、オーダの内容は以下のように表現されます。

<order name=“K001”/>

<order name=“K001-1” item=“製品A”>

<qty value=“10” unit=“個”/><partof order=“K001”/></order>

<order name=“K001-2” item=“製品B”>

<qty value=“20” unit=“個”/><partof order=“K001”/></order>

3.7.3. アクションの表現

在庫量の増減や、負荷の増減など、基本要素である品目と資源の時系列情報を変更する行為としてアクションを定義することができます。アクションは<action>タグによって表現します。この機能は、実装レベル３で対応しなければなりません。

アクションによって変更可能な情報は、在庫量、負荷量、能力量、進捗、位置、そして仕様タグ<spec>の中で独自に定義した仕様です。アクションタグ<action>は、開始タグ<start>、終了タグ<end>、オーダ納期タグ<duetime>、オーダ投入タグ<release>、およびその他の事象タグ<event>の中で設定することができます。

アクションで設定する要素名は、品目の場合にはitem属性、資源の場合にはresource属性でIDを指定し、設定する項目をspec属性で指定します。設定する項目が、在庫量、負荷量、能力量、そして進捗の場合には、それぞれspec属性の値に#stoc, #load, #capacity, #progressとします。また、任意の仕様の場合には、その仕様名をspec属性に指定します。

たとえば、製品Xの温度を+5度C上昇させるアクションは、以下のように表現します。

<action item=“製品X” spec=“温度” relative=“true”>

<qty value=“5” unit=“度C”/></action>

ここで、relative属性を省略するか、または”false”と指定すると、<qty>タグで指定した値がそのまま設定されます。

アクションでは、数値以外に、アドレスや文字列の設定も可能です。アドレスを指定する場合には、spec属性の値に”#location”と指定し<address>タグでその内容を設定します。もし<address>タグの中で、数値データであるeast, south, heightを設定している場合には、relative属性を”true”とすることができます。

また、個別に定義した仕様に対して、数値でなく文字列を設定する場合には、以下のように<char>を使用することができます。以下の例は、機械Aの“状態”という仕様の値を”off”に設定するものです。

<action resource=“機械A” spec=“状態”><char value=“off”/></action>

アクションを設定する事象には、同時に、そのアックションが実行可能となる前提条件を<condition>タグによって設定することができます。同一の親要素の下で設定されているすべての<condition>タグの評価がtrueとなることが、同じレベルにある<action>の実行条件となります。

前提条件は、対象とする品目または資源と仕様名を指定し、その仕様の値とchar, qty, addressで設定する値との比較方法をtype属性で指定します。

たとえば、「機械Aの状態が”ready”である場合」、という前提条件は、以下のように表現されます。

<condition resource=“機械A” spec=“状態” type=“#EQ”>

<char value=“ready”/></condition>

前提条件を表す<condition>タグのtype属性には、等しいことを表す”#EQ”、等しくないことを表す”#NE”、より大きいことを表す”#GT”、より小さいことを表す”LT”、等しいかより大きいことを表す”#GE”、そして等しいかより小さいことを表す”#LE”が設定できます。

切替関係を表す<changeover>タグや、生存期間を表す<interval>タグにおいて、前提条件を<condition>タグを用いて設定することができます。ただし、<char>, <qty>, <address>などの比較対象情報は、前後する２つの作業を比較対象とする場合（direction属性の値が”#cmb”である場合）には設定できません。

位置情報が比較対象となるのは、spec属性の値に”#location”が設定された場合です。位置情報を表す<address>タグの内容が一致するということは、name属性やuri属性のような文字列が一致するか、east属性, south属性, height属性などの数値の値が一致した場合を指します。これらの属性を複数指定した場合には、すべて一致していることを示します。比較方法が、大小関係の場合には、east属性, south属性, height属性のいずれか1つしか設定できません。

たとえば、小金井工場の2階であることをチェックしする場合には、以下のように表します。

<condition spec=“address” type=“#EQ”><address name=“小金井工場” height=“2”/>
</condition>

3.8. オーダの表現

オーダとは、生産に関するさまざまな要求を表すものであり、品目や資源を要求したり、作業の実行を要求したりします。オーダは、<order>タグによって表現します。オーダには、その構造に応じて、品目オーダ、資源オーダ、そして作業オーダの3種類に分類できます。

品目オーダは、最も一般的なオーダであり、何らかの品目を一定の量だけロットとして要求するもので、item属性にその品目のIDを設定します。

品目オーダの場合には、その要求を達成するための作業の最遅完了日時であるオーダ納期を<duetime>によって指定することができます。また、そのオーダを実現するための作業の最早開始日時であるオーダ投入<release>タグによって指定することができます。

以下の例は、製品Xを150個、4月20日の正午までに欲しいというオーダを表しています。

<order name=“K003” item=“製品X”>

<qty value=“150”>

<duetime><time value=“2003-04-20T12:00:00”/></duetime>

</order>

なお、品目オーダ、資源オーダ、作業オーダの違いは、<order>タグのitem属性に値を設定していることで判断します。したがって、item属性、resource属性、operation属性は、重複して値を設定することができません。

資源オーダは、品目ではなく、一定の資源の能力をタスクとして要求します。資源オーダは、対象とする資源のIDをresource属性によって指定します。また、要求する資源の能力が必要となる期間の開始時期と終了時期をそれぞれ<release>タグと<duetime>タグで指定します。

たとえば、4月11日から13日まで作業者を5人応援によこして欲しい、といった要求は、以下のように表現されます。

<order name=“K004” resource=“作業者”>

<qty value=“15” unit=“人”/>

<release><time=“2003-04-11T00:00:00”/></release>

<duetime><ime=“ 2003-04-14T00:00:00”/></duetime>

</order>

資源オーダでmultiplier属性に時間の単位が設定されている場合には、資源オーダの単位は時間で積算したものとなります。たとえば、要求数および単位が15人の場合で、multiplier属性に”#day”という指定があれば、15人・日を表します。これはレベル３で実装しなければなりません。
この場合には、オーダ投入タグ<release>と、オーダ納期タグ<duetime>は、それぞれタスク割当の最早日時と最遅日時となり、この期間内であれば、資源能力の提供期間が自由であることを意味します。つまり、先の例でいえば、4月11日に15人応援に来ても、各日にちに5人ずつ均等に応援にきてもよいことを表します。

なお、タスクサイズを表す<tasksize>タグにより、各日時において設定可能な能力の最大値や最小値を指定することができます。

最後に、作業オーダは、作業指示に相当するものであり、直接作業の実行を要求します。作業オーダは、<order>タグのoperation属性によって、該当作業のIDを指定しなければなりません。

作業オーダの場合、設定する数量である<qty>タグは、作業の単位数を表します。ロットやタスクのサイズは、この作業の単位数によって、増減させることができます。

たとえば、作業情報として<operation>タグに製品Aの生成数を2個と定義されているとき、作業オーダの単位数が3だとすると、製品Aのロットサイズは6個となります。

3.8.1. オーダの種別

オーダの種別は、status属性によって表現します。status属性の値としては、 “#fixed”, “#forcast”, “#unofficial”, “#temporal”, “#done”, “#cancel”があります。それぞれの意味は、以下のとおりです。

	#fixed
	確定したオーダを表します

	#forcast
	見込みにもとづいて企業の内部で発行したオーダであり、まだ顧客のオーダに対応づけられていないものです。

	#unofficial
	内示オーダのことです。内示オーダとは、将来の確定オーダを事前にある許容範囲の誤差内で提示したものです。

	#temporal
	一時的なオーダです。納期見積を作成するために、一時的な計画を作成する際に利用したオーダなどが対応します。

	#done
	過去に行ったオーダの履歴を表す場合に利用します。

	#cancel
	いったんは設定されたが、最終的には削除され、実行には至らなかったオーダを表します。


3.8.2. 価格の設定

オーダには、価格を設定することができます。価格情報は<price>タグを用いて表現します。価格情報を表す<price>タグは、オーダの他に、品目<item>、資源<resource>、作業<operation>、そして事象<event>についてはも利用されます。

オーダタグ<order>に設定された価格は、そのオーダに対する価格をそのまま表します。一方、品目を表す<item>や資源を表す<resource>に設定された<price>タグは、単位あたりの価格となります。

たとえば、製品Aが単価2000円で、3個オーダするような場合には、以下のように表現されます。

<item name=“製品A”><price value=“2000” unit=“円”/></item>

<order name=“K001 item=“製品A”>

<price value=“6000” unit=“円”/>

<qty value=“3” unit=“個”/>

</order>

作業の価格情報は、作業を一回行うためのコストを表します。作業がマスター情報である場合には、一単位行うコストとして、作業単位を掛け合わせた値が実際の価格となります。

事象の価格情報は、その事象を1回実行するのに必要となるコストを表します。

3.8.3. 顧客・サプライヤーの表現

顧客は、オーダの発行元となる企業や組織や人です。一方、サプライヤーは、オーダの発行先となる企業や組織や人となります。顧客やサプライヤーはそれぞれ<customer>と<supplier>タグで表現します。

ここで定義された顧客やサプライヤーのIDは、オーダを表す<order>タグの中でcustomer属性やsupplier属性として指定されます。オーダには、これらのうちどちらか一方しか指定できません。

PSLXでは、一般的な電子商取引で用いられているオーダの詳細項目は、それぞれの業界で標準として採用されているものを使うことを推奨しています。あるいは、PSLXの仕様として認められている<spec>タグを使って、個々の項目を独自に定義して使用することもできます。

一般的なオーダ情報は、以下のように表現することができます。

<customer name=“G001”>

<spec name=“TEL”><char value=“012-345-6000”/></spec>

<spec name=“FAX”><char value=“012-345-7000”/></spec>

<spec name=“担当者”><char value=“西岡靖之”/></spec>

</customer>

3.8.4. 紐付け情報

1つのオーダが、別のオーダを生成し、そしてさらにそのオーダが第三のオーダを生成するといったオーダの連鎖は、オーダ間の紐付け関係として<pegging>タグによって表現することができます。紐付けを表す<pegging>タグは、オーダタグ<order>に対して設定され、そのオーダを生成した元となるオーダのIDを表現します。

たとえば、顧客からのオーダAを満足するために、生産工程Aに対して、２つのオーダ（オーダB、オーダC）を発行したとすると、オーダB、オーダCは、以下のようにオーダAに紐付けられます。

<order name=“オーダA”/>

<order name=“オーダB”><pegging order=“オーダA”/></order>

<order name=“オーダC”><pegging order=“オーダA”/></order>

オーダ間の紐付け関係に、数量を設定することもできます。紐付けタグ<pegging>に対して、<qty>タグで数値を指定することで、そのオーダの数量が、<pegging>で指定した上位のオーダへどれだけ引き当てられてかを表現します。この機能は、実装レベル２以上で対応しなければなりません。

たとえば、オーダXは、顧客オーダAに対応した製品を10個、顧客オーダBに対応した製品を15個生産するような場合には、以下のようになります。この機能は、実装レベル２以上で対応しなければなりません。

<order name=“顧客オーダA”/>

<order name=“顧客オーダB”/>

<order name=“オーダX”>

<pegging order=“顧客オーダA”/><qty value=“10”/></pegging>

<pegging order=“顧客オーダB”/><qty value=“15”/></pegging>

</order>

紐付けには方向が存在します。より顧客に近い側のオーダを#produceとし、より原材料側の上流工程に近いオーダを#consumeとします。たとえば、先の例で、オーダAからオーダXを見た場合には、以下のように表現されます。この機能は、実装レベル３以上で対応しなければなりません。

<order name=“オーダA”>

<pegging order=“オーダX” type=“#consume”/><qty value=“10”/>

</order>

紐付け情報は、オーダ間の関連性をたどっていくことで、最も源流となるオーダに行き着きます。紐付け<pegging>情報によってオーダを参照する場合に、それ以降にはオーダがない末端を指している場合には、final属性を”true”としなければなりません。この機能は、実装レベル３以上で対応しなければなりません。

3.8.5. 方向区分

オーダには、そのオーダの要求をできるだけ早く実現するのか、できるだけ遅く実現するのかの区分を方向で指定することができます。方向区分は、<order>タグに対してdirection属性を指定することで表現します。

方向区分であるdirection属性の値には、そのオーダを早く実行したい場合を表す”#forward”と、できるだけ遅い日時に実行したい場合を表す”#backward”が設定可能です。

オーダと同様に作業を表す<operation>タグにも、direction属性を設定することができます。作業に対して、直接設定されたderection属性の値と、オーダ情報の中で設定した値とが異なる場合には、作業情報のほうを採用しなければなりません。ただし、マスター情報とインスタンス情報とでは、インスタンス情報を採用しなければなりません。

3.9. 作業の表現

作業とは、生産を行う上での基本的な単位であり、これをベースにスケジューリング問題が表現されています。作業には、あらかじめマスターとして登録されている抽象化された情報としての作業と、実際のスケジュールを作成した結果、インスタンス情報として、個々の資源に対して個々の時間帯に設定される作業指示に相当するものの２種類があります。

これらの２とおりの情報は、ともに<operation>タグで表現し、前者の抽象化された作業の場合にはmaster属性を”true”にしなければなりません。
前者の抽象化された作業情報をもとに、後者のインスタンス情報を個々の作業指示として生成した場合、parent属性によって、マスターにあたる前者の作業IDを指定することができます。

また、そのインスタンス情報である作業を生成させたオーダ情報を、order属性を用いて表現することができます。

作業には、オーダと同様に、direction属性によって、その作業の割付る方向を指定することができます。この属性の値が”#forward”の場合には、できるだけ早い日時に作業を実行したいことを表し、”#backward”の場合には、納期ぎりぎりに実行したいことを示します。

作業の区分として、type属性があり、この値が”make”の場合は通常の生産、”#stock”の場合は保管作業、”#move”の場合は移動作業、そして”#check”の場合は検査作業であることを表します。

3.9.1. 作業時間

作業時間は、その作業の開始から終了までの時間を指します。作業時間は、<duration>タグで表現します。開始から終了までの間に、中断があった場合には、実質的な作業時間が異なります。このような場合には、net属性を”true”とすることで、正味時間を指定することができます。

作業時間をマスター情報として定義する場合は、作業時間の算出方法に関する情報も定義することができます。作業時間が生産するロットサイズによらず一定の場合には、durationタグのtype属性を”#fixed”とします。

以下の例は、作業時間が120分で固定であることを示しています。ここでは、作業時間の基本単位が秒なので、120分を秒換算しています。

<operation name=“作業A”><duration value=“7200” type=“#fixed”/></operation>

通常の作業は、作業時間が処理内容に対して可変である場合が多いです。このように作業量によって処理時間が異なる場合には、#fixedを設定しません。これにより、作業単位とvalue属性で設定した時間と掛け合わせた時間が、トータルの作業時間となります。

以下の例では、この作業量が3単位であり、単位作業時間が30分（1800秒）であるために、トータルで90分必要となったことを表しています。

<operation name=“作業B” master=“true”>

<duration value=“1800” />

</operation>

<operation name=“B001” parent=“ 作業B”>

<qty value=“3”/>

<start><time value=“2003-04-10T00:00:00”/></start>

<end><time value=“2003-04-10T01:30:00”/></end>

</operation>

3.9.2. 事象の表現

何らかのアクションを行う単位は、事象として<event>タグを用いて表現されます。作業の開始を表す<start>タグと、終了を表す<end>タグは、ともに事象の一種です。

また、事象の一種として特別に挙げられるものとして、オーダ投入を表す<release>タグとオーダ納期を表す<duetime>タグがあります。

開始タグ<start>、終了タグ<end>、オーダ投入<release>、そしてオーダ納期<duetime>は、name属性によってその事象名を設定することができません。これらの事象は、その事象が設定されている作業名あるいはオーダ名とあわせて、作業名#start、作業名#end、またはオーダ名#release、オーダ名#duetime、といったIDによって識別できなければなりません。したがって、オーダの生成では末尾に#releaseや#duetimeがついたオーダ名や、作業の生成では末尾に#startや#endがついた作業名を許可してはなりません。

3.9.3. 品目の生成と消費

作業を表す<operation>タグや事象を表す<event>タグには、品目を生成または消費する内容を指定することができます。品目の生成は、<produce>タグで表現し、品目の消費は<consume>タグで表現します。生産または消費数量が1単位でない場合には、その数量を<qty>タグを用いて表すことができます。

たとえば、作業Aが、原材料Yを10単位使用して、製品Xを1単位生産する場合には、以下のように表現できます。

<operation name=“作業A” master=“true”>

<produce item=“製品X”/>

<consume item=“原材料Y”><qty value=“10”/></consume>

</operation>

複数種類の品目を同時に消費する場合や、複数種類の品目を同時に生産する場合には、nth属性を値を変えて設定します。以下のように<produce>タグ、<consume>タグにnth属性を変えて複数設定した場合には、それぞれを同時に生産および消費することを表します。

<operation name=“作業B” master=“true”>

<produce item=“製品X” nth=“1”/>

<produce item=“端材” nth=“2”/>

<consume item=“原材料Y” nth=“1”/>

<consume item=“部品Z” nth=“2”/>

</operation>

複数の品目の中から、ひとつを生産品目として選択するような場合には、nth属性に同一の値を設定します。同一の品目タグ<item>に設定されたnth属性が同一の情報は、最終的な実行可能スケジュールの時点で、１つに限定されていなければなりません。

作業がインスタンス情報である場合には、生産<produce>と消費<consume>の情報にはitem属性の代わりにlot属性を指定することができます。このlot属性で指定するIDは、その作業によって実際に生成または消費されたロットの識別子です。

たとえば、作業Aが製品Xを2単位生産する場合、実際のオーダによって作業AのインスタンスであるA001が製品XのロットX001を生成した様子は、以下のように表現します。

<operation name=“A001” parent=“作業A”>

<produce item=“作業A” lot=“X001”><qty value=“2”/></produce>

</operation>

通常、作業の生産<produce>の結果、品目の在庫量は、その作業の終了時に増加します。また、消費<consume>によって、その消費される品目は作業の開始時に指定量だけ減少します。




図4　作業における生産と消費（離散型）

ただし、type属性を”#cont”にした場合には、以下の図のように、開始から終了にいたるまで連続的に変化することを意味します。





図5　作業における生産と消費（連続型）

3.9.4. 資源の割当

作業には、その作業を実行するために利用する資源の情報を割当関係によって指定することができす。資源の割当関係は<assign>タグによって表現します。これの情報を利用して、その作業がその資源の能力をどれだけ消費するかも指定することができます。数量を表す<qty>タグを用いることで、割当における負荷量を指定することができます。

まず、簡単な例として、作業Aが機械Bを使用するという情報を以下に示します。

<operation name=“作業A”>

<assign resource=“機械B”/>

</operation>

続いて、作業Bは、作業者を3人必要とする例は、以下のように表現できます。

<operation name=“作業B”>

<assign resource=“作業者”><qty value=“3” unit=“人”/></assign>

</operation>

割当において必要となる負荷量は、対象となる資源オーダのmultiplier属性に時間の単位が設定されている場合には、設定単位に時間を掛け合わせた仕事量の単位となります。この機能は、実装レベル３で対応していなければなりません。

複数の資源を同時に利用する場合には、nth属性を変えて設定します。また、複数の資源のなかから１つだけ選択したい場合には、nth属性の値を同一にして<assign>タグを設定します。

たとえば、機械Xと機械Yのどちらかを利用する場合には、以下のように指定します。なお、下記の例で、nth=“1”は省略値ですので、省略することができます。

<operation name=“作業C”>

<assign resource=“機械X” nth=“1”/>

<assign resource=“機械Y” nth=“1”/>

</operation>

資源の割当<assign>の場合も、生産<produce>や消費<consume>と同様に、type属性に”cont”を設定することで、連続的な能力の消費を表現することができます。作業の開始から終了へ向かって、0から指定した数量の負荷まで徐々に増加していきます。これは、実装レベル２で対応しなければなりません。

たとえば、最初の１時間で徐々にレベルが上昇し、３時間定常運転を行った後に１時間かけて徐々にレベルを落として終了するような作業を表すには、以下のような記述となります。

<operation name=“初期運転”>

<start><time value=“2002-09-01T00:00:00”/></start>

<end><time value=“2002-09-01T01:00:00”/></end>

<assign type=“#cont” resource=“X”><qty value=“100”/></assign>

</operation>

<operation name=“定常運転”>

<start><time value=“2002-09-01T01:00:00”/></start>

<end><time value=“ 2002-09-01T06:00:00”/></end>

<assign type=“#disc” resource=“X”><qty value=“100”/></assign>

</operation>

<operation name=“終了運転”>

<start><time value=“2002-09-01T05:00:00”/></start>

<end><time value=“ 2002-09-01T06:00:00”/></end>

<assign type=“#cont” resource=“X”><qty value=“-100”/></assign>

</operation>

3.9.5. 代替資源、代替品目

ひとつの作業に対して、消費品目と、生産品目と、割付資源は、それぞれ複数の選択肢の中から選択可能である場合があります。このような代替品目や代替資源の情報は、nth属性によって表現することができます。

また、これら３つの選択は、お互いに密接な関係をもっている場合があります。つまり、消費品目の選択結果や割付資源の選択結果が、生産品目の選択に影響するようなことが考えられます。これらのより複雑な選択関係は、nth属性とsel属性を用いることで表現することができます。

まず、nth属性は、同時に選択可能なものを表現するためのものであり、この値の種類だけ生成、消費、割当が可能となります。言い換えれば、nth属性が等しい場合には、実行可能なスケジュールとするまでに、最終的に１に選択しなければなりません。nthの値は、<produce>, <consume>, <assign>ごとに独立して設定することができます。

たとえば、以下の例では、作業Xは品目Aと品目Bをともに生成しますが、作業Yは、nth属性の値がともに1であるため、品目Cと品目Dのいずれか一方を生産することになります。

<operation name=“作業X”>

<produce item=“品目A” nth=“1”/>

<produce item=“品目B” nth=“2”/>

</operation>

<operation name=“作業Y”>

<produce item=“品目C” nth=“1”/>

<produce item=“品目D” nth=“1”/>

</operation>

上記のnth属性は、生成品目、消費品目、そして割付資源に独自に設定することができますが、それぞれの選択が、お互いに他の選択に関係するような場合も考えられます。このように、個々の選択を関係づけたり、ANDとORの組合せからなる複雑な関係を表現するために、sel属性を利用します。

このsel属性は、生産品目を表す<produce>タグ、消費品目を表す<consume>タグ、そして割当資源を表す<assign>タグに個々に設定できますが、その値は、作業情報である上位の<operation>の中で唯一です。つまり、たとえば、割付資源においてsel属性の値を選択したら、他の選択要素にもその結果が反映されます。

たとえば、以下のような場合には、作業Xがsel番号”1”を選択した場合には、品目A1から品目B1を生産し、sel番号”2”を選択した場合には、品目A2から品目B2を生産することを示しています。

<operation name=“作業X”>

<consume item=“品目A1” sel=“1”/>

<consume item=“品目A2” sel=“2”/>

<produce item=“品目B1” sel=“1”/>

<produce item=“品目B2” sel=“2”/>

</operation>

代替品目、代替資源を表すためのnth属性とsel属性は、ともに１からの連続した整数でなければなりません。なお、sel属性は、実装レベル３において対応しなければなりません。

3.10. 作業の先行関係

3.10.1. 先行関係の表現

作業<operation>や事象<event>には、先行関係を設定することができます。まず、２つの作業<operation>に対して、以下のようなタイプの先行関係が表現できます。



　　　　　　（１）FS型　　　　　　　　（２）SS型



　　　　　　（３）FF型　　　　　　　　（４）SF型

図6　先行関係の種類

先行関係は、<predecessor>タグか<successor>タグを用いて表現します。先行関係を設定する作業に対して、相手となる作業が先行作業の場合には<predecessor>タグを用い、後続作業の場合には<successor>タグを用います。

２つの作業の先行関係を定義する場合には、先行作業から後続作業を<successor>タグによって指定する場合と、後続作業から先行作業を<predecessor>タグによって指定する場合があります。

一方の定義を行った場合には、他方の定義は省略できなければなりません。また、両者の定義をおこなった場合に、それらに矛盾があってはなりません。

３つ以上の作業について先行関係を定義する場合に、先行作業または後続作業をたどっていった場合にループがあってはなりません。

たとえば、作業Aの後続作業が作業Bである場合には、以下のように表現されます。以下の例では、type属性の値は”#FS”であるので省略されています。

<operation name=“作業A”>

<successor operation=“作業B”/>

</operation>

なお、この関係は、作業Bから見ると以下のように表現でき、両者はまったく同じ意味となります。

<operation name=“作業B”>

<predecessor operation=“作業A”/>

</operation>

前後の作業の間隔を一定時間以上開けなければならないような場合には、先行関係のタグの中で<duration>を設定します。もし<duration>が省略されている場合には、0以上であることを示します。以下の例では、作業Aと作業Bの間隔を60分以上開けなければならないことを示しています。

<operation name=“作業A”>

<successor operation=“作業B”><duration value=“3600”/></successor>

</operation>

上記の例で、もし60分以上ではなく、ちょうど60分でなければならない場合には、<duration>タグの属性typeを”#fixed”に設定します。また、もし60分以上ではなく、60分以下でなければならない場合には、type属性を”#short”に設定します。

先行関係は、作業の他にも、事象<event>に対して設定することができます。また、事象の特別な形であるといえる開始<start>、終了<end>、オーダ投入<release>、そしてオーダ納期<duetime>に対しても、先行関係を設定することができます。事象に対する先行関係は、実装レベル２以降で対応しなければなりません。また、開始、終了、オーダ投入、オーダ納期に対する先行関係は、実装レベル３で対応しなければなりません。

3.10.2. 作業の切替え

ある資源について、連続する２つの作業に対する段取り時間は、前後する作業の組み合わせによって変化します。このような作業の切替に関する情報は、切替関係を表す<changeover>タグによって指定します。

切替関係を表す<changeover>タグでは、前後する作業のIDを直接指定しません。代わりに、前または後にくる作業の特徴を前提条件<condition>タグで示す方法でチェックし、その結果がtrueであれば、<duration>タグで指定した作業間隔が適用されます。前提条件を表す<condition>タグが存在しない場合には、<duration>タグで指定する段取り時間が常に適用されます。

切替関係が成立する条件の設定は、direction属性の値によって３通りに分かれます。ます、direction属性の値が”#pre”の場合、直前の作業の特徴のみを判断材料とします。後段取りなどがこれの代表的なものです。

次に、direction属性の値が”#suc”の場合には、直後の作業の特徴のみを判断材料とします。これは、前段取りに相当します。そして、３つめとしては、direction属性の値が”#cmb”の場合、直前の作業と直後の作業との組み合わせによって判断します。

まず、前作業、または後作業のみの特徴で判断する場合について、例をあげます。以下の例は、後続する作業の“段取”の値が”yes”であれば、段取り時間を10分確保することを表しています。

<changeover>

<condition spec=“段取” type=“#EQ” direction=“#pre”>

<char value=“yes”/></condition>

<duration value=“600”/>

</changeover>

このように、前作業、後作業のいずれか一方のみを考慮する場合には、<condition>タグが独自に値として<qty>か<char>を持ち、その内容と対象作業の内容とを比較します。そして、比較の結果がtrueであれば、<duration>で設定した時間がとられることになります。

前後する２つの作業の両方の特長を考慮する例としては、以下のようなものがあります。これは、前後する作業が取り扱う“溶液種類”が変化したら60分段取り時間をとる、というものです。この場合は、前作業と後作業の仕様の内容を比較するために、<condition>タグには<qty>や<char>タグが存在しません。

<changeover>

<condition spec=“溶液種類” type=“#NE” direction=“#cmb”/>

<duration value=“360”/>

</changeover>

一般的な、前作業と後作業のテーブルに対して段取り時間を設定するような場合には、direction属性をそれぞれ”pre”と”suc”とした<condition>を２つずつ設定します。たとえば、タイプAからタイプBの場合は20分、タイプBからタイプCへの切替には30分必要といった状況は、以下のように表せます。

<changeover>

<condition spec=“タイプ” type=“#EQ” direction=“#pre”><char value=“A”/>

</condition>

<condition spec=“タイプ” type=“#EQ” direction=“#suc”><char value=“B”/>

</condition>

<duration value=“120”/>

</changeover>

<changeover>

<condition spec=“タイプ” type=“#EQ” direction=“#pre”><char value=“B”/>

</condition>

<condition spec=“タイプ” type=“#EQ” direction=“#suc”><char value=“C”/>

</condition>

<duration value=“180”/>

</changeover>

切替関係を表す<changeover>タグにoperation属性が設定されている場合には、<condition>で設定された条件が満たされている場合に、そこで指定した作業が必要となることを意味します。これは、段取り作業を別途行わなければならないような場合に相当します。

3.10.3. 品目の生存期間

品目の生存期間情報は、作業の切替情報と非常によく似た概念です。これはある品目がなんらかの作業によって生成されてから、別の作業によって消費されなくなるまでの時間を指定します。このような生存データは、<interval>タグで表現します。

生鮮食料品のように、一定期間がたつと品質が劣化するような場合や、特定の仕掛かり品の状態で長くいるとコストがかかるような場合などに、この制約を利用します。

切替データを表す<changeover>タグは、資源を表す<resource>タグの中で定義されていたのに対し、生存データを表す<interval>タグは、品目を表す<item>タグの中で定義されます。

たとえば、製品Aは、10日以上在庫として保管できない、といった状況は、以下のように表現できます。

<item name=“製品A”>

<interval><duration value=“10” unit=“#day” type=“#short”/></interval>

</item>

また、生成する作業の属性と、消費する作業の属性について、それらの一方または両方を考慮して生存時間を設定することもできます。

以下の例では、特殊加工をおこなった場合のみ、20時間のインターバルを設けなければならないことを示しています。

<item name=“製品B”>

<interval direction=“#pre”>

<condition spec=“加工法” type=“#EQ”><char value=“特殊加工”/></condition>

<duration value=“20” unit=“#hour”/></interval>

</item>

生存期間を表す<interval>タグにoperation属性が設定されている場合には、<condition>で設定された条件が満たされている場合に、そこで指定した作業が必要となることを意味します。これは、その品目の品質を維持するために新たな作業が必要となったような場合に相当します。

3.11. ロットとタスク

ロットとは、作業のインスタンス情報によって消費または生成された品目のことです。ロットは<lot>タグで表現します。

ロットには、識別のためのIDをname属性で表現します。また、ロットが生成または消費された数量を<qty>で表現します。さらに、必要に応じて、そのロットが生成または消費された場所を<address>タグで表現できます。

ロットは、作業によって生成されるものと、消費されるもののに分類できます。この区分はtype属性によって指定します。生産されるロットと消費されるロットの関係は、追跡情報として<tracking>タグによって指定することができます。

作業がマスター情報である場合には、生産品目や消費品目は<produce>タグや<consume>タグで指定しますが、その作業のインスタンス情報の中では、具体的な現物として生産または消費するロットの情報を設定することができます。

たとえば、作業Aが製品Xを2個生産する場合、作業の具体的な指示であるA001と製品Xの具体的な生産を表すX001というロットは、以下のように表せます。

<operation name=“作業A” master=“true”>

<produce item=“製品X”><qty value=“2” unit=“個”/></produce>

</operation>

<operation name=“A001” parent=“作業A”>

<produce item=“製品X” lot=“X001”/>

</operation>

<lot name=“X001” type=“#produce”>

<qty value=“2” unit=“個”/></lot>

品目の生成である<produce>タグに対応するロットは、ロットのtype属性の値に”#produce”を設定しなければなりません。一方、品目の消費である<consume>タグに対して生成されるロットには、”#consume”が設定されなければなりません。

ロットには、数量や位置情報を設定することができます。数量は、結果として生成された量を表します。この値は<produce>の値と必ずしも一致しません。また、ロットの位置情報は、そのロットが生成された時点での位置情報であり、通常は作業が行われた位置として使用した設備の位置情報がを設定することができます。

3.11.1. ロットサイズの設定

ロットの数量は、基本的に作業の単位数と<produce>または<consume>タグに設定された数量とで計算されます。また、オーダで指定した数量がそのまま設定される場合もあります。ロットサイズの情報は、実装レベル２以上で対応しなければなりません。

ただし、ロットサイズの制約が、<lotsize>タグによってあらかじめ品目情報<item>、作業情報<operation>、そしてオーダ情報<order>の中で設定しておくことで、アプリケーションが自動計算するロットサイズの値を制御することができます。作業情報に設定されたロットサイズ情報は、その作業が生成する品目のnth属性が”1”であるもののロットサイズとなります。

なお、複数のロットサイズデータが競合する場合には、まずオーダの情報が優先し、つぎに作業のロットサイズ、そして対象品目の情報の順となります。ただし、マスター情報とインスタンス情報では、常にインスタンス情報が優先させなければなりません。さらに、これで判断がつかない場合には、<priority>タグで指定された優先度情報を利用します。

ロットサイズ<tasksize>のtype属性が、“#fixed”の場合は、ここで設定された値に固定され、もし数量が足りないような場合には、別途に必要数だけ作業指示が追加されます。 また、“#min”、“#max”の場合には、ロットサイズの値がこの値を下回る場合、または上回る場合には、それぞれ、”#min”、”#max”で設定された値となります。また、“#unit”の場合には、ここで設定された値の倍数に設定されます。

たとえば、以下のように製品Aのロットサイズが設定されている場合について考えます。

<item name=“製品A”/>

<lotsize value=“30” type=“#min”/>

<lotsize value=“200” type=“#max”/>

<lotsize value=“10” type=“#unit”/>

</item>

最小ロットサイズが30、最大ロットサイズが200、単位ロットサイズが10ですので、たとえば、注文が20の場合でもロットサイズは30、注文が32の場合にはロットサイズは40、そして注文が230の場合には、ロットサイズ200のものと、ロットサイズ30の2つの作業指示が生成されることになります。

3.11.2. タスクに関する情報

タスクとは、作業が実際の作業指示の中で、資源を利用する単位のことです。作業が資源に割当てられ実際に資源の能力を利用する様子を表します。タスクは<task>タグによって表現されます。

タスクは、トップレベルの情報であり、独自の識別名をname属性で指定することで識別可能とします。また、タスクの数量は<qty>で表現します。作業を割り当てる各資源に対して、必要とする能力量だけタスクが個々に設定されます。各タスクには、そのタスクが生成された場所、つまり対象となる資源の場所を<address>によって設定することができます。

タスクは、各瞬間の作業負荷を表す場合と、時間軸も加味した仕事量（作業量）を表す場合があります。タスクを表す<task>タグのmultiplier属性の値に、時間単位が設定されている場合には、仕事量を表します。

作業Aが機械Xを利用する場合、機械Xの具体的な利用を表すタスク“X001”は、以下のように表せます。

<operation name=“作業A”>

<assign resource=“機械X”><qty value=“3”/></assign>

</operation>

<task name=“X001” resource=“機械X”><qty vaue=“3”/></task>

ロットサイズと同様に、タスクサイズの制約を表す<tasksize>タグも、資源のタグ<resource>、作業のタグ<operation>、そしてオーダのタグ<order>に対して指定することができます。タスクサイズを指定することで、仮に資源の能力に余裕がある場合でも、そこで設定したルールにしたがって、資源の能力が使われていきます。

たとえば、アルバイトが10人いる状況で、タスクサイズの値が最大で4人だとすると、8人日の仕事は、第一日目に4人、二日目に4人、そして３日目に2人といったスケジュールとなるでしょう。

<resource name=“アルバイト” multiplier=“day”>

<tasksize value=“4” type=“#max”/></resource>

<operation name=“作業C”><assign resource=“アルバイト”/></operation>

<task name=“作業C-001” resource=“アルバイト”><qty value=“4”/></task>

<task name=“作業C-002” resource=“アルバイト”><qty value=“4”/></task>

<task name=“作業C-003” resource=“アルバイト”><qty value=“2”/></task>

作業に設定する<tasksize>タグは、その作業が利用する資源の中でnth属性が”1”である資源のタスクサイズの情報となります。作業に設定したタスクサイズと、資源、オーダに設定したタスクサイズ情報が競合する場合には、オーダ、作業、資源の順に優先することにします。ただし、マスター情報とインスタンス情報では、常にインスタンス情報が優先するものとします。

3.11.3. ロット追跡とタスク追跡

ロット<lot>には、生成ロットと消費ロットがありまず。生成ロットと消費ロットは、それぞれ<lor>タグのtype属性が”#produce”であるか”#consume”であるかによって識別することができます。生成ロットは、品目の生成<produce>に対応して個別に生成したものであり、消費ロットは、品目の消費<consume>に対応して個別に生成したものです。

同一品目において、生成ロットと消費ロットを対応づけることで、ロット追跡が可能となります。ロット追跡の情報は、ロット追跡タグ<tracking>によって表現します。これは、生成ロットから消費ロットへ、または消費ロットから生成ロットへのポインタ情報です。それぞれの対応関係は、<qty>タグを用いて数量的な関係も合わせて設定することができます。

たとえば、中間品Aについて、その前工程である作業１が3回実行され、後工程である作業2が2回実行されたとすると、以下のようなロット追跡情報が定義できます。

<lot name=“P1-001”><qty value=“10”/></lot>

<lot name=“P1-002”><qty value=“10”/></lot>

<lot name=“P1-003”><qty value=“10”/></lot>

<lot name=“P2-001” type=“#consume”><qty value=“12”/>

<tracking lot=“P1-001”><qty value=“10”/></tracking>

<tracking lot=“P1-002”><qty value=“2”/></tracking></lot>

<lot name=“P2-002” type=“#consume”><qty value=“12”/>

<tracking lot=“P1-002”><qty value=“8”/></tracking>

<tracking lot=“P1-003”><qty value=“4”/></tracking></lot>

これは、以下のようなロット間の関係を表しています。上記の例は、消費ロットから生成ロットを指定していますが、逆に生成ロット側から消費ロットを指定することも可能です。なお、生成ロットと生成ロット、消費ロットと消費ロットを<tracking>によって関係づけることはできません。






図7　ロットの追跡関係

一方、タスク間の関係も<tracking>タグによって表現することが可能です。タスク間の関係とは、例えば、作業A-1は、タスクとして100時間の作業量がある場合に、このタスクを20時間ずつ5つに分割し、それぞれを5つの機械で並列に実行するといったケースが考えられます。

このような場合の表現は、以下のように記述することができます。








図8　タスクの追跡関係

3.12. データの照会

3.12.1. 値のとり得る範囲

データ照会を行うにあたって、クエリーのためにデータの範囲指定をする必要があります。PSLXのタグ構成では、数値情報を表現する<qty>, <price>, <priority>, <duration>や、文字情報を表現する<char>は、その値がとり得る範囲を指定することができます。また、日時を表す<time>に対しては、その最早日時、最遅日時を設定することができます。範囲の指定は、実装レベル２以上で対応しなければなりません。

数値情報については、上記のタグにおけるvalue属性で設定する値は確定値ですが、これ以外に<max>, <min>タグによって、範囲を指定できます。たとえば、価格として1000円から2000円の範囲を指定したい場合には、以下のように表現します。

<price>

<min value=“1000” unit=“yen”/>

<max value=“2000” unit=“yen”/>

</price>

比較において、その数値を含めない場合にはexclusive属性を使用することができます。上記の例で、もし2000円未満としたい場合には、以下のようにexclusive属性を使用して設定します。

<price>

<min value=“1000” unit=“yen”/>

<max value=“2000” unit=“yen” exclusive=“true”/>

</price>

文字情報の場合には、選択可能な候補を<enumerate>タグによって指定することができます。以下の例は、値として”yes”か”no”の２つの文字列からなる集合を表現しています。

<char>

<enumerate value=“yes”/>

<enumerate value=“no”/>

<char>

また、日時のとり得る範囲の指定として、最早日時を表す<earliest>タグと、最遅日時を表す<latest>タグが利用できます。以下の例では、2003/04/10の8時から19時までの間を表しています。

<time>

<earliest value=“2003-04-10T08:00:00”/>

<latest value=“2003-04-10T19:00:00”/>

</time>

3.12.2. 照会方法の設定

要求メッセージによって、データの内容を照会する場合に、照会したい内容を具体的に指定する必要があります。PSLXによるデータ照会は、基本要素である品目、資源、ロット、タスク、作業、事象、顧客、サプライヤー、そしてオーダに対して行うことができます。また、計画要素として、登録されている数式情報やパラメータ情報の内容に関する照会も可能です。

データを照会する場合には、照会したい要素のタグを指定し、name属性の値に照会するデータのIDを指定するか、または文字列”#query”を設定します。IDを指定した場合には、該当するデータの内容が返されます。また”#query”とした場合には、検索条件に適合する全データが返されます。

対象とする要素を限定したい場合には、検索条件を設定します。検索条件を設定するには、名称を”#query”とした要素タグに対して、属性やサブ要素を設定します。そこで設定した内容は、すべてANDの関係をもつ制約として認識され、検索対象が限定されます。

たとえば、金額（単価）が1000円以下の製品を知りたい場合には、以下のように設定します。

<item name=“#query”>

<price><max value=“1000”/></price>

</item>

このように、照会対象を限定するために、<qty>、<price>、<priority>、<duration>に対して、最大値<max>、最小値<min>のタグを設定することができます。また、日時<time>に対して、最早日時<earliest>、最遅日時<latest>タグを設定することができます。

さらに、値が数値や日時ではなく文字列の場合には、候補となる値を<enumerate>タグによって複数指定することもできます。以下の例では、色が”red”、”yellow”、”blue”のものを選択しています。

<item name=“#query”>

<spec name=“色”><char>

<enumerate value=“red”/>

<enumerate value=“yellow”/>

<enumerate value=“blue”/>

</char></spec>

</item>

基本要素の中で設定した属性情報やサブ要素の情報は、すべてANDの関係で対象データを限定していきます。一方、同一種類の基本要素を複数回指定した場合には、それらはORの関係となります。

検索対象に対して、実際に照会したいデータ項目を指定するには、<query>タグを用います。このタグのselect属性で指定される項目が、照会結果の項目として採用されます。select属性の値には、その要素がもつサブ要素のタグ名を設定することができます。

もし、<query>タグを設定しない場合には、該当したデータのIDのみが返されます。ただし、パラメータを表す<parameter>タグと、制約関係式を表す<expression>タグに対する照会では、<query>を設定できません。これらの場合には、すべての情報が返されます。

たとえば、以下の例では、作業“OP001”の開始日時と終了日時と割当資源の情報が返されます。

<operation name=“OP001”>

<query select=“#start”/>

<query select=“#end”/>

<query select=“#assign”/>

</operation>

照会によって返されるデータの項目として、まず、基本要素の属性データの中で、name属性の値は、常に設定されます。また、他の属性値については、queryタグによってselect=“#attribute”とした場合にすべて返されます。select属性の値に”#all”を指定した場合には、その要素がもつすべての情報が返されます。

対象要素の仕様情報として<spec>タグで設定された内容は、<spec>タグのname属性の値をselect属性に直接指定することで照会できます。また、select=“#spec”とした場合には、すべての仕様情報が返されます。

照会の要求に対して、必ずしもすべての情報を返す必要はありません。照会に対応して返す情報の内容を、アプリケーション側であらかじめ相手によって制約することができます。もし、照会されたデータ項目がアプリケーション側の判断で回答できなかった場合には、警告メッセージかエラーメッセージを返さなければなりません。

3.12.3. サブ要素の内容照会

照会した基本要素のサブ要素の内容については、実装レベルの範囲内で、設定されている情報がすべて返されます。ただし、作業タグ<operation>のサブ要素である<ev>, <start>, <end>の各タグについては、その属性および<time>タグ情報のみを返します。

したがって、先の照会に対する応答は、以下のようになります。

<operation name=“OP001”>

<start><time value=“2003-05-02T12:00:00”/></start>

<end><time value=“2003-05-02T14:00:00”/></end>

<assign resource=“機械A”><qty value=“1”/></assign>

</operation>

照会した基本要素に対して、同一種類のサブ要素が複数存在する場合には、原則としてそれらの情報はすべて返されます。ただし、仕様情報、位置情報、進捗情報、能力情報、負荷情報、在庫情報、そしてカレンダ情報のような時系列情報については、<query>タグまたは<profile>タグのstart属性、end属性によって対象期間を限定することができます。もしいずれもstart属性、end属性が省略された場合には、それぞれ#init、#finalに相当する日時が設定されているものと見なします。

対象期間情報がstart属性、end属性によって設定されている場合には、メッセージを受け取ったサーバーは、複数存在する時系列情報の中から、対象となる期間に含まれる情報のみ選択して結果を返さなければなりません。ただし、照会の結果には、指定期間外のデータとして、日時の値が#initであるデータを1つ含めることができます。

計画要素である数式情報<expression>とパラメータ情報<parameter>の内容に関する照会を行う場合、<query>タグによるサブ要素の指定はできません。したがって、これらの要素データについては、関連するすべてのデータ項目が返されます。

照会結果の中で、他の基本要素を参照している場合には、それらの基本要素データをトップレベルに追加することができます。また、<unit>, <scale>, <shift>といったトップレベルのデータを参照している場合には、それらの要素も追加することができます。参照している要素データの記述は、基本要素データの場合にはIDのみとします。それ以外のデータ定義に関するものは、その定義を示すことができます。<scale>タグにおけるunit属性など、それらの付帯情報からさらに他の要素を参照している場合は、それも含めることができます。

3.12.4. 階層構造の照会

製造BOM情報など、階層構造となっている情報について、その階層を繰返したどった結果を照会することができます。階層構造の連鎖を照会するには、深さのパラメータをdepth属性で与え、それ以外の部部は、通常の照会と同じように設定します。階層構造の連鎖的な照会機能は、実装レベル３で対応しなければなりません。

たとえば、製造BOMでは、品目が作業を介して別の品目と結びついており、これが繰返されます。また、ロット追跡では、ロットが作業を介して連続的に関係づけられます。さらに、オーダは紐付け情報を介して連続的に関係づけられます。

階層構造の照会としてselect属性に設定できるものは、製造BOMを表す”#produce”または”#consume”、ロット追跡を表す”#tracking”、紐付けを表す”#pegging”、先行関係を表す”#predecessor”または”#successor”、そして親子関係を表す”#partof”があります。

深さを表すdepth属性の値が1の場合には、通常の照会と同様に、検索対象となる一次的な基本要素が返られます。それ以上に大きい値の場合には、その数だけ、深く基本要素を探索します。最終的なネットワーク構造の深さ方向にたどった場合の基本要素の出現数の最大がdepth属性の値となります。

深さを表すdepth属性の値は、select属性の値が”partof”の場合のみ負の値を設定することができます。この場合には、探索方向が逆向きとなり、その要素を親とする基本要素（つまり子供）を照会することになります。

以下の図では、照会対象となる要素との関係を示しています。縦矢印でしめした部分が、直接照会対象とする部分であり、その右隣の要素名がselect属性に指定されるものです。カッコの数字は、depth属性の値に対応する部分で、この数がdepth属性の値以下であるものが照会結果に含まれます。図の末端は、逆の端につながっています。




図9　BOM情報の照会








図10　ロット追跡情報の照会






図11　先行関係の照会






図12　紐付け関係の照会







図13　包含関係（親子関係）の照会（depth＞０）

上記の図において、直接照会の対象となった要素に対し、左方向へ探索を行いますが、探索の方向と矢印の方向が逆に場合があります。これは、対象要素から直接となりの要素を参照しておらず、逆にとなりの要素から参照されている場合を表しています。

また、破線で表した要素は、右どなりの要素を介さずとも次のレベルの基本要素へ到達できることを意味しており、実線で示したパスが存在しない場合には、破線で示したパスも確認する必要があることを示しています。

3.13. 集計方法の設定

計画やスケジューリングの結果は、さまざまな視点から多面的に見えることが要求されています。集計方法とは、この要求に応えるため、さまざまな方法で個々のデータを集計し、その値を照会可能とするための情報です。集計方法は、顧客、サプライヤー、品目、資源、ロット、タスク、事象、作業、そしてオーダの基本要素と、パラメータを表す<parameter>タグに対して設定することができます。

集計方法の設定は、各基本要素の定義においてname属性の値を”#query”とし、calculation属性の値に、以下のいずれかの属性値を設定します。集計の対象となるデータは、照会と同様の方法によって基本要素の設定の中で指定した限定条件に適合したもののみとなります。この機能は実装レベル２で対応しなければなりません。

	属性値
	説明

	#cnt
	対象要素が存在する数をカウントします。

	#sum
	対象データの合計値を計算します。

	#ave
	対象データの平均値を計算します。

	#min
	対象データの最小値を計算します。

	#max
	対象データの最大値を計算します。

	#earliest
	対象データの最早日時を計算します。

	#latest
	対象データの最遅日時を計算します。

	#shortest
	対象データの最短時間を計算します。

	#longest
	対象データの最長時間を計算します。


3.13.1. 集計対象の限定

個々の要素に対してどのデータ項目を集計するかについては、<query>タグのselect属性によって指定します。このselect属性では、基本要素のサブ要素のタグ名を指定できます。ただし、”#address”、”#description”、”#display”、そして文字列を要素としてもつ仕様情報の仕様名は指定できません。さらに、制約条件の設定に関係する”#lotsize”、 “#tasksize”、”#condition”、”#action”、”#changeover”、
”#interval”も、指定することができません。
集計方法を表す<query>タグの中に、start属性、end属性を指定した場合には、集計対象がその期間に限定されます。また、それ以外の場合で、プロファイル情報を表す<profile>にstart属性、end属性が設定されている場合は、その期間に限定されます。

なお、集計にあたっては、<base>で指定している分母情報や、unit属性で指定してある単位を考慮しなければなりません。

集計にあたって、select属性の値として設定できるものを以下に整理します。また、その場合に、その数値情報が集計の対象となるかを、タグの構造とともに併記します。

	基本要素
	select属性
	対応する数値情報
	集

	共通
	specの

name
	<spec name=“aaa”>

<qty value=“xxx”/>
</spec>
	○

	共通
	#priority
	<priority value=“xxx”/>
	

	item
	#price
	<price vale=“xxx”/>
	

	item
	#capacity
	<capacity><qty value=“xxx”/>

</ capacity>
	○

	item
	#stock
	<stock><qty value=“xxx”/></ stock>
	○

	item
	#produce
	<produce><qty value=“xxx”/>

</produce>
	○

	item
	#consume
	<consume><qty value=“xxx”/>

</consume>
	○

	resource
	#price
	<price vale=“xxx”/>
	

	resource
	#capacity
	<capacity><qty value=“xxx”/>

</ capacity>
	○

	resource
	#load
	<load><qty value=“xxx”/></ load>
	○

	resource
	#assign
	<assign><qty value=“xxx”/>

</assign>
	○

	lot
	#qty
	<qty vale=“xxx”/>
	

	lot
	#produce
	<produce><qty value=“xxx”/>

</produce>
	○

	lot
	#consume
	<consume><qty value=“xxx”/>

</consume>
	○

	task
	#qty
	<qty vale=“xxx”/>
	

	task
	#assign
	<assign><qty value=“xxx”/>

</assign>
	○

	event
	#price
	<price vale=“xxx”/>
	

	event
	#time
	<time vale=“xxx”/>
	

	event
	#predecessor
	<predecessor>

<duration value=“xxx”/>
<predecessor>
	○

	event
	#successor
	<successor><duration value=“xxx”/>
<successor>
	○

	event
	#produce
	<produce><qty value=“xxx”/>

</produce>
	○

	event
	#consume
	<consume><qty value=“xxx”/>

</consume>
	○

	operation
	#price
	<price vale=“xxx”/>
	

	operation
	#start
	<start><time vale=“xxx”/></ start>
	

	operation
	#end
	<end><time vale=“xxx”/></ end>
	

	operation
	#event
	<event><time vale=“xxx”/></ event>
	○

	operation
	#qty
	<qty vale=“xxx”/>
	

	operation
	#duration
	<duration value=“xxx”/>
	

	operation
	#progress
	<progress><qty value=“xxx”/>

</progress>
	○

	operation
	#predecessor
	<predecessor>

<duration value=“xxx”/>

<predecessor>
	○

	operation
	#successor
	<successor><duration value=“xxx”/>
<successor>
	○

	operation
	#assign
	<assign><qty value=“xxx”/></assign>
	○

	operation
	#produce
	<produce><qty value=“xxx”/>

</produce>
	○


	operation
	#consume
	<consume><qty value=“xxx”/>

</consume>
	○

	order
	#price
	<price vale=“xxx”/>
	

	order
	#qty
	<qty vale=“xxx”/>
	

	order
	#release
	<release><time vale=“xxx”/>

</ release>
	

	order
	#duetime
	<duetime><time vale=“xxx”/>

</ duetime>
	

	order
	#progress
	<progress><qty value=“xxx”/>

</progress>
	○


たとえば、4月7日から11日までの5日間、機械Aが生産した製品Xの生産量を照会する場合には、以下のように表現します。

<operation name=“#calculation” calculation=“#sum”>

<query select=“#produce” start=“2003-04-7T00:00:00” 
end=“2003-04-12T00:00:00”/>

<produce lot=“製品X”/>

<assign resource=“機械A”/>
</operation>
照会に対する回答は、集計した値を、仕様情報として<spec>タグの中で指定します。仕様名には、select属性で指定した内容に”#”を付加したものが設定されます。ただし、独自仕様の名称を指定した場合は、その名称がそのまま設定されます。

集計を行う項目をselect属性で指定する場合、実際に対象とする要素がもっていないサブ要素であっても、上の表でカッコで示したものであれば指定することもできます。これは、照会対象の要素にはそのサブ要素はないが、基本要素の関係を逆にたどれば集計可能な内容を示しています。この場合、集計結果では、タグ名を仕様名とした情報が返されます。たとえば、以下のような例があります。

<item name=“製品A”>

<spec name=“#produce”><qty value=“123000”/></spec>

</item>

3.13.2. 部分集計方法

時系列情報を表すcapacity、progress、stock、loadのデータ項目を集計する場合、集計対象の個々の要素に日時ごとに複数のデータが存在するため、あらかじめ一定のルールにもとづいて期間集計を行う必要となります。また、これ以外でも、produce、consume、assign、eventも、１つの要素に複数のデータが存在する可能性があるために、部分集計する必要があります。

各データついて部分集計するには、対象とする要素の中に設定する<query>タグの中にcalculation属性を設定します。ここに設定できる具体的な値としては、#start（先頭値または期首値）、#end（末尾値または期末値）、#sum（合計）、#ave（平均値）、#max（最大値）、#min（最小値）、そして#cnt（数量）があります。この集計方法の省略値は”end”となります。時系列情報の場合は最も遅いデータの値が対応し、それ以外の場合には最後のデータの値が対応します。

3.13.3. 離散集計方法

各要素のデータを集計する際に、<query>タグや<profile>タグで設定した期間全体について集計する方法以外に、この期間を一定のバケットで区切って集計することができます。これを離散集計と呼びます。離散集計を行うには、集計方法を設定する<query>タグに、scale属性を設定し、その値として離散スケールの名称を指定します。これはレベル３で対応しなければなりません。
これにより、集計結果として返される内容には、スケールの期間ごとに集計された内容が設定されます。たとえば、先の例で、4月7日から11日までの5日間、機械Aが生産した製品Xの生産量を、日ごとに集計したい場合には、以下のように表現します。

<scale name=“daily” unit=“#day” type=“#disc”/>

<operation name=“#query” calculation=“#sum”>

<query select=“#produce” scale=“daily” start=“2003-04-7T00:00:00” 
end=“2003-04-12T00:00:00”/>

<produce lot=“製品X”/>

<assign resource=“機械A”/>

</operation>

この場合の集計結果は、以下のようになります。

<operation name=“#query” calculation=“sum”>

<spec name=“#produce”><time count=“0”/><qty value=“200”/></spec>

<spec name=“#produce”><time count=“1”/><qty value=“320”/></spec>

<spec name=“#produce”><time count=“2”/><qty value=“140”/></spec>

<spec name=“#produce”><time count=“3”/><qty value=“230”/></spec>

</operation>

離散集計において、スケールを表す<scale>タグにorigin属性が設定されている場合には、<query>タグに設定されたstart属性は無視されます。

3.13.4. パラメータによる集計

ひとつのパラメータ情報の値を、集計によって計算することができます。この場合には、パラメータを表す<parameter>タグに、集計した基本要素をひとつだけ指定し、その要素の中で集計方法を指定します。

たとえば、５月の平均在庫量を表すパラメータは、以下のようになります。

<parameter name=“5月平均在庫量”>

<item name=“#query” calculation=“#ave”>

<query select=“#stock” calculation=“#ave” start=“2003-05-01T00:00:00” 
end=“2003-06-01T00:00:00”/>

</item></parameter>

パラメータの定義によって<parameter>タグに設定された内容をもとに集計された結果は、アプリケーション上で、計画の実行などの処理を行うことで、そのパラメータタグのvalue属性に設定されなければなりません。

パラメータの定義で、対象データが離散集計を行っている場合には、<parameter>タグにあるindex属性を指定することで、その内容にアクセスします。Indexの値は、0からはじまる整数です。先頭の期が0に相当します。これはレベル３で対応しなければなりません。
たとえば、５月の平均在庫量を、週ごとのバケットで離散化している場合には、以下のように、各期間ごとにindex属性の値を変えることで、異なる値をvalue属性で表現します。

<parameter name=“5月平均在庫量” index=“0” value=“340/>

<parameter name=“5月平均在庫量” index=“1” value=“520”/>

<parameter name=“5月平均在庫量” index=“2” value=“490”/>

<parameter name=“5月平均在庫量” index=“3” value=“330”/>

<parameter name=“5月平均在庫量” index=“4” value=“420”/>

3.14. 数式情報の表現と最適化

計画（プランニング）を行うにあたって、決定すべきパラメータが数値情報である場合には、制約関係式や評価関数などを定義することができます。数式情報を定義するには、<expression>タグを利用します。この機能は、実装レベル２において対応しなければなりません。

3.14.1. 数式の表現

数式情報を表す<expression>タグは、制約式や評価式を表現することができます。また、それらの式の一部を別の数式情報として定義することもできます。

数式情報は、その構成要素である項データを<op>タグによって表現します。各項データは、数式の中での出現順序と、算術記号として”+”, “-“, “*”, “/”を持ちます。出現順序はno属性で、算術記号は、operator属性で表現します。

たとえば、（A＋B）＊Cという式を表現は、以下のようになります。

<expression name=“e01”>

<op parameter=“A” no=“1”/>

<op parameter=“B” no=“2” operator=“+”/>

<op parameter=“C” no=“3” operator=“*”/>

</expression>

各項の参照先は、パラメータ情報か、別の数式情報か、あるいは定数のいずれかとなります。それぞれparameter属性、expresion属性、value属性で設定します。別の数式情報を参照する場合には、参照関係がループとなってはなりません。

たとえば、A＋（２＊B）という式を表現は、以下のようになります。

<expression name=“e02”>

<op parameter=“A” no=“1”/>

<op expression=“e03” no=“2” operator=“+”/>

</expression>

<expression name=“e03”>

<op value=“2” no=“1”/>

<op parameter=“B” no=“2” operator=“*”/>

</expression>

3.14.2. 最適化に関する設定

最適化などの意思決定を行う場合に、その問題を表すモデルは、評価式や制約式として<expression>タグで表現することができます。複数の制約式と評価式によって、ひとつのモデルが形成されます。この機能は、実装レベル３で対応しなければなりません。

評価式と制約式との区別は、属性typeによって行います。評価式の場合には、type属性の値が、”#MAX”または”#MIN”となります。また、制約式の場合には、”#EQ”、”#NE”、”#GT”、”#LT”、”#GE”、”#LE”となります。

制約式を表す場合の右辺の値はrhd属性によって指定します。Value属性には、左辺の値が設定されます。また、右辺と左辺を比較して、制約違反がある場合には、violation属性のその差異情報を正の実数で設定します。したがって、violation属性の値が正の場合には、制約式は違反していることを表します。

たとえば、以下のような数理モデルを記述することができます。

max. 
-2x+y

s.t. 
x<=4

   
y<=3 

以下では、上記のモデルの評価式と制約式をE1、E2、E3という３つの式によって表現します。

<expression name=“E1” type=“#MAX”>

<op no=“1” operator=“+” value=“-2”/>

<op no=“2” operator=“*” parameter=“X”/>

<op no=“3” operator=“+” parameter=“Y”/>

</expression>

<expression name=“E2” type=“#LE” rhd=“4”>

<op no=“1” parameter=“X”/>

</expression>

<expression name=“E3” type=“#LE” rhd=“3”>

<op no=“1” parameter=“Y”/>

</expression>

4. PSLXメッセージ仕様（パート２）

4.1. インタフェースの概要

XMLで表現された生産計画やスケジューリング関連情報は、さまざまなAPSエージェントがもつ業務プロセス間で交換されます。本章では、APSエージェントがもつインタフェースを定義します。ここで定義するインタフェースの内容は、PSLX技術仕様書第二部の「APSエージェントモデル」における、プランニングエージェント、スケジューリングエージェント、そして連携管理エージェントが持つインタフェースに対応しています。

以下にまず、本仕様書で定義するインタフェース名と、その簡単な説明を示します。PSLXのXML標準規約パート２に準拠するアプリケーションは、これらのインタフェースがもつべき機能をすべて実装するか、または、実装していないインタフェースが呼び出された場合には、未実装であることを伝えるエラーを返さなければなりません。

	インタフェース名
	説明
	実装

	initPlan
	計画の初期化
	1

	makePlan
	計画の作成
	1

	initSchedule
	スケジューラの初期化
	1

	makeSchedule
	スケジューリング作成
	1

	setCalculation
	計算方法を設定する
	2

	getCalculation
	計算方法を照会する
	2

	setPlan
	計画を設定する
	1

	getPlan
	計画を照会する
	1

	setSchedule
	スケジュールを設定する
	1

	getSchedule
	スケジュールを照会する
	1

	setParty
	顧客／サプライヤ情報の登録
	1

	getParty
	顧客／サプライヤ情報の照会
	1

	setProduct
	製品（マスター）情報の登録
	1

	getProduct
	製品（マスター）情報の照会
	1

	setProcess
	工程（マスター）情報の登録
	1

	getProcess
	工程（マスター）情報の照会
	1

	setOrder
	オーダ情報を登録する
	1

	getOrder
	オーダ情報を照会する
	1

	setEstimation
	オーダ見積を設定する
	2

	getEstimation
	オーダ見積を要求する
	2

	setProgress
	進捗情報を設定する
	1

	getProgress
	進捗情報を照会する
	1

	setStock
	在庫情報を設定する
	1

	getStock
	在庫情報を照会する
	1

	setLoad
	負荷情報を設定する
	1

	getLoad
	負荷情報を照会する
	1

	setCapacity
	能力情報を設定する
	2

	getCapacity
	能力情報を照会する
	2

	setCalendar
	カレンダー情報を設定する
	1

	getCalendar
	カレンダー情報を照会する
	1

	setLot
	ロット情報を設定する
	1

	getLot
	ロット情報を照会する
	1

	setTask
	タスク情報を設定する
	1

	getTask
	タスク情報を照会する
	1


インタフェース名は、set、get、initやmakeといった接頭語と、それに続く文字列で構成されています。接頭語であるsetやgetなどは、インタフェースによって実現する行為を表す部分であり、それに続く文字列は、行為の対象を表す部分です。

これらの各インタフェースに対して、要求メッセージ、応答メッセージ、受領メッセージ、そして受領メッセージが定義されています。まず、要求メッセージは、クライアントからサーバーへ要求を伝えるためのものであり、以下のような形式となっています。

<pslx type=”#request” id=”メッセージID” action=”インタフェース名”>

・・・

要求の内容

・・・

</pslx>

この要求メッセージに対して、サーバーは、必要な処理を行い、その結果を応答メッセージによってクライアントへ返します。応答メッセージの形態は以下のようになります。

<pslx type=”#response” id=”メッセージID” ref=”要求メッセージID” action=”インタフェース名”>

・・・

応答の内容

・・・

</pslx>

サーバーは、応答メッセージ以外に、例外メッセージを送ることがあります。また、サーバーおよびクライアントは、要求メッセージあるいは応答メッセージに受領確認要求が設定されている場合には、受領メッセージを送らなければなりません。

サーバーとクライアント間でのメッセージ交換のための詳細な説明を、以下の節で行います。

4.2. 要求メッセージの設定

インタフェースの中で、setが接頭語となっているものは、業務情報を相手エージェントに送るためのインタフェースです。また、getが接頭語となっているものは、業務に関する情報をエージェントから受け取るためのものです。要求メッセージでは、これらのインタフェースに対して、サービスを要求します。

要求メッセージによって送信される業務情報には、基本要素である顧客、サプライヤ、品目、資源、ロット、タスク、作業、事象、そしえオーダに関する情報と、計画に関連したパラメータ情報および計算式情報があります。

要求メッセージを構成するこれらの基本要素や計画関連要素は、すべて<pslx>タグの直下のレベルに設定されていなければなりません。また、これらの基本要素情報や計画関連情報では、すべて個々のデータがIDによって識別可能でなければなりません。

要求メッセージであることを示すためには、<pslx>タグのtype属性の値を”#request”としなければなりません。また、メッセージを識別するためのコードとして、id属性に、要求するアプリケーション内でユニークとなる任意の文字列を設定しなければなりません。また、action属性に、インタフェース名を#を付けて設定しなければなりません。

要求メッセージは、要求する相手のアプリケーションがメッセージを受領ことを確認するために、受領確認要求を付加することができます。<pslx>タグのreceipt属性を”true”とすると、要求メッセージを受領確認付き要求メッセージとすることができます。ただし、同期型通信の場合には、受領確認を要求することはできません。

4.2.1. 要素データの追加と修正

接頭語としえsetを持つインタフェースは、サーバーに対して要素データを追加、修正、または削除することを要求します。要素データの追加の場合には、追加する基本要素または計画要素のタグのac属性を”#create”としなければなりません。また、修正、削除の場合には、それぞれac属性を”#revise”、”#delete”としなければなりません。

要素データを追加、修正、削除したサーバーは、その処理結果として、正常に処理が実行できた要素データのIDのみを応答メッセージとして返さなければなりません。もし、要素データの一部について要求した処理が失敗した場合には、エラー情報を<error>タグに設定し要求もとに返さなければなりません。

すべての要求が失敗した場合には例外メッセージを、一部でも成功した場合には応答メッセージを返さなければなりません。

要求メッセージが要素データの追加である場合で、メッセージを受け取ったサーバー上に追加すべきオブジェクトが存在する場合には、処理結果として警告情報を<error>タグに設定し、応答メッセージとして返さなければなりません。この場合の処理は、いったん存在するデータをすべて削除し、あらたに設定したデータを追加します。

要求メッセージが要素データの修正である場合で、サーバー上に修正すべきオブジェクトが存在しない場合には、新規に追加し、警告情報を応答メッセージの<error>タグに設定して返さなければなりません。

要求メッセージが要素データの削除である場合で、サーバー上に削除すべきオブジェクト存在しない場合には、<error>タグによってエラー情報を設定し、要求もとへ返さなければなりません。すべての要求が失敗した場合には例外メッセージを、一部でも成功した場合には応答メッセージを返さなければなりません。

要素データの追加、修正、削除において、それらの操作の権限がない場合には、<error>タグによってエラー情報を設定し、例外メッセージを返さなければなりません。

ひとつの要求メッセージの中では、追加、修正、削除のいずれか一種類の指示しかできません。

基本要素の修正または削除を行うにあたって、修正または削除対象となる要素データを、name=“#query”を用いて、一括修正または一括削除することはできません。

4.2.2. サブ要素の修正方法

要素データを修正する場合、サーバー上にすでに存在している対象要素データのサブ要素および属性がすべて上書きされます。ただし、修正内容として設定しなかったサブ要素および属性は上書きされず、以前の情報がそのまま残ります。ただし、属性に値を設定しない場合でも、省略値が定義されている場合には、省略値が新たに設定されます。

対象となる要素データの基本要素の種類によっては、サブ要素として複数の情報を持てるものがあります。このような場合、新たに指定したサブ要素の内容が、すでに存在するサブ要素の内容を置き換えるものなのか、それを残したまま新たに追加するものなのかは、場合によって異なります。

まず、サブ要素が時系列情報であり、日時ごとに複数のデータを持つ場合には、修正のために設定したデータの最早日時以降を新たに置き換えます。設定した日時と既存の日時が等しい場合については、relative属性がtrueの場合に同時刻を残し、それ以外は同時刻も置き換えます。

たとえば、以下のように、5月1日、3日、5日の在庫データが存在するとします。

<item name=“製品Ａ”>

<stock><time value=“2003-05-01T00:00:00/><qty value=“200”/></stock>

<stock><time value=“2003-05-03T00:00:00/><qty value=“260”/></stock>

<stock><time value=“2003-05-05T00:00:00/><qty value=“140”/></stock>

</item>
この状態で、あたらに以下のように5月2日の在庫情報を設定したとしましょう。

<pslx type=“#request” id=“123” action=“#setStock”/>

<item name=“製品Ａ” ac=“#revise”>

<stock><time value=“2003-05-02T00:00:00”/><qty value=“290”/></stock>

</item>

</pslx>
この場合、新たに設定した5月2日以降の在庫情報は削除され、5月1日の情報と合わせて以下のような状態となります。

<item name=“製品Ａ”>

<stock><time value=“2003-05-01T00:00:00”/><qty value=“200”/></stock>

<stock><time value=“2003-05-02T00:00:00”/><qty value=“290”/></stock>

</item>
時系列情報をすべて削除する場合には、<time ref=“#init”/>とし、<qty>タグを省略します。

時系列情報以外で、複数のサブ要素をもつものとして、仕様を表す<spec>タグのname属性が異なる場合や、事象を表す<ev>タグのname属性が異なる場合があります。これらの情報を修正する場合は、name属性の値を識別することで、新しい内容を従来の内容と置き換えます。

複数のサブ要素をもつものの中で、<produce>, <consume>, <assign>は、nth属性とsel属性によってサブ要素を意味付けています。この場合、新たに設定したnth属性とsel属性の組が同じ値である従来のデータはすべて削除され上書きされます。

上記以外で、複数のサブ要素をもつものとして、他の基本要素との関係を表す<predecessor>, <successor>, <partof>, <pegging>, <tracking>, <interval>, <changeover>があります。これらの情報は、対象要素データIDと、タグ内で設定されている他の要素IDとの組み合わせによって、修正するサブ要素を識別し、その内容を修正します。それでもなお該当するサブ要素が複数となる場合は、該当サブ要素をすべて削除の上で内容を修正します。

もし、サブ要素の内容の修正ではなく、サブ要素そのものを削除したい場合には、上記の<produce>, <consume>, <assign>, <predecessor>, <successor>, <partof>, <pegging>, <tracking>, <interval>, <changeover>については、関係する他の要素IDを”#clear”とします。

要素データではなく、サブ要素の削除を行う”#clear”の指定は、新たに設定するサブ要素の指定と合わせて行うことができます。ただし、この場合には、サブ要素の削除を先に記述しなければなりません。この機能はレベル３で実装しなければなりません。
たとえば、以下の例では、作業Aの生産品目としてすでに設定されたものをすべて削除し、あらたに品目Xを設定しています。

<pslx type=“#request” id=“123” action=“x”/>

<operation name=“作業A” ac=“#revise”>

<produce item=“#clear”/>

<produce item=“品目X”/>

</operation>

</pslx>

サブ要素である<lotsize>, <tasksize>は、上記のどのケースにも当てはまりません。これらについては、該当するサブ要素が複数ある場合でもそれらを削除したうえで、新しい内容と入れ替えます。 

対象要素がもつサブ要素を修正する場合であっても、サブ要素よりさらに深いレベルではデータの修正は行いません。つまり、サブ要素よりも深いタグレベルの情報については、指定したサブ要素ごと一式上書きされます。

4.3. サーバーによる要求への対応

サービスを提供するサーバーは、PSLX形式のすべての要求メッセージに対して応答しなければなりません。ただし、特定のサービスを実装していない場合には、未実装であることをエラーとして返すことができます。また、PSLXの仕様として定義されていない要求メッセージを受けた場合には、エラーを返さなければなりません。

実装しているインタフェースに対する要求メッセージを受け取ったサーバーは、対応する処理を行った後に、応答メッセージを返すか、例外メッセージを返さなければなりません。

また、要求メッセージに受領要求が付加されている場合には、これらのメッセージに先立って、受領メッセージを送らなければなりません。ただし、受領メッセージを生成するまえにエラーが発生した場合には、例外メッセージのみ返し、受領メッセージを省略することができます。

4.3.1. 応答メッセージ

応答メッセージは、送られてきた要求メッセージの内容を処理し、その結果を応答として返す場合に用います。ユーザーに権限がないなどの理由で要求に対応できない場合には、例外メッセージを返さなければなりません。

応答メッセージは、<pslx>タグのtype属性の値を”#response”としなければなりません。また、id属性に、応答するアプリケーション内でユニークとなる文字列を設定しなければなりません。さらに、ref属性には、要求メッセージに設定されていたid属性の値を設定しなければなりません。最後に、action属性に、要求メッセージのaction属性にあったインタフェース名を設定しなければなりません。

応答メッセージには、そのメッセージを相手が受領したことを確認するために、受領確認要求を付加することができます。<pslx>タグのreceipt属性を”true”とすると、応答メッセージが受領確認付き応答メッセージとなります。ただし、同期型通信の場合には、受領確認を要求することはできません。

以下のような要求メッセージ（ID=“123”）を受け取ったとします。

<pslx type=“#request” id=“123” action=“x”/>

このメッセージに対応する応答メッセージの一般的な例としては、以下のようになります。

<pslx type=“#responce” id=“456” ref=“123”/>

応答メッセージには、必要に応じて、エラーや警告内容を<error>タグによって設定することができます。ただし、エラーを含める場合、そのエラーは要求メッセージの一部である場合とし、すべての処理がエラーとなった場合には例外メッセージで返さなければなりません。

4.3.2. 受領メッセージ

要求メッセージまたは応答メッセージが、受領要求付きである場合、そのメッセージを受け取ったアプリケーションは、ただちにに受領メッセージを返信しなければなりません。受領メッセージは、<pslx>タグのtype属性に”#receipt”を設定しなければなりません。また、id属性には、送信側アプリケーションでユニークな文字列を設定しなければなりません。また、ref属性には、受信したメッセージのidの値を指定しなければなりません。そして、action属性には、受信したメッセージのaction属性値つまりインタフェース名が設定されなければなりません。

たとえば、受け取ったメッセージの内容が以下のようなものであった場合、

<pslx type=“#request” id=“aaa” receipt=“true” action=“x”/>

これに対する受領メッセージは、以下のように設定します。

<pslx type=“#receipt” id=“bbb” ref=“aaa”/>

4.3.3. 例外メッセージ

受信したメッセージを拒否する場合や、対応するサービスが実装されていない場合、そして、メッセージの内容にエラーがある場合などは、例外メッセージを送信しなければなりません。例外メッセージには、<pslx>タグのtype属性に”#exception”を設定しなければなりません。また、id属性には、送信側アプリケーションでユニークな文字列を設定しなければなりません。また、ref属性には、受信したメッセージのidの値を指定しなければなりません。そして、action属性には、受信したメッセージのaction属性値つまりインタフェース名が設定されなければなりません。

例外メッセージにおける例外の内容は、<error>タグによって設定します。例外には、エラーと警告があります。エラーはsevierity属性の値を”#error”とし、警告の場合には”#warning”としなければなりません。エラーや警告情報は、複数設定することができます。例外メッセージには、少なくとも1つ以上のエラー情報がなければなりません。

たとえば、要求メッセージの内容にエラーが存在する場合には、以下のような例外メッセージを送信します。

<pslx type=“#exception” id=“bbb” ref=“aaa”>

<error code=“Z01006” severity=“#error”>該当するサービスxがありません。</error>

</pslx>

4.4. データの永続化

PSLXによって記述されたデータを、アプリケーション間のオンラインのデータ交換ではなく、ファイルとして永続化することができます。PSLXデータを永続化する場合は、<pslx>タグのtype属性の値を省略するか、または”#file”としなければなりません。

永続化されたデータには、ファイルの先頭にXML宣言である<?xml … ?>タグが必要となります。対象データは<pslx>タグの下に記述し、type属性の値を”#file”とするか省略しなければなりません。id, ref, action, receipt属性およびerror要素は指定してはなりません。

永続化されたデータには、以下のような形式となります。

<?xml version=“1.0” encoding="Shift_JIS" ?>

<pslx type=“#file”>

<profile name=“aaa.pslx” author=“Y.Nishioka” version=“1.0”    
create=“2002-09-14T02:00:00”/>

<!-- PSLXデータをここに設定 -->

</pslx>

4.5. APSエージェントの操作

4.5.1. 計画の初期化（initPlan）

このインタフェースは、プランニング処理の初期化を行います。すでに計画関連のデータが設定されている場合には、それらは初期化され、それ以降に設定した内容のみが有効となります。

	インタフェース名
	initPlan
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	オーダ管理情報
	0
	1
	1


	インタフェース名
	initPlan
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1


要求メッセージの内容は、以下のようになります。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#initPlan”/>

初期化の時点で、<profile>タグによって問題名を指定した場合には、該当する問題名のデータが準備されなければなりません。もし、該当する問題が存在しない場合には、警告メッセージを返し、サーバー上で設定されたデフォルトの問題を準備しなければなりません。

処理が終了したら、応答メッセージが返されます。応答メッセージは、以下のようになります。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#initPlan”/>

4.5.2. 計画の作成（makePlan）

このインタフェースは、プランニングを実行させます。プランニングとは、あらかじめパラメータ情報や数式情報として設定された計算モデルをもとに、必要なパラメータの値を求めることを指します。

	インタフェース名
	makePlan
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	オーダ管理情報
	0
	1
	1

	
	parameter
	計画対象情報
	0
	なし
	2

	
	expression
	計画対象情報
	0
	なし
	2


	インタフェース名
	makePlan
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	parameter
	計画対象情報
	0
	なし
	1

	
	expression
	計画対象情報
	0
	なし
	2


問題名が<profile>タグに設定されている場合で、その問題が準備されていない場合には、その問題名に相当するデータをあらかじめ設定したあとにプランニングが実行されます。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#makePlan”>

<profile name=“ファイル名”/>

</pslx>

プランニングの対象を限定して実行することもできます。たとえば、数式情報の<expression>タグに設定された仕様情報を指定して、該当するデータのみでプランニングを実行することができます。以下の例は、“最適化モデル１”を実行する要求メッセージです。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#makePlan”>

<expression>

<spec name=“model”><char value=“最適化モデル１”/></spec>

</expression>

</pslx>

制約式または評価式からなるモデルを解いた場合、応答メッセージの中で返される結果は、それぞれの制約式または評価式の値となります。これは、<expression>タグのvalue属性値で指定します。

要求メッセージの中で、パラメータ情報を表す<parameter>タグを指定された場合、もしそれが集計結果を表すものである場合には、それらのパラメータの値を再計算しなければなりません。また、制約式や評価式の中で、集計パラメータが設定されている場合にも、同様に再度集計を行わなければなりません。

以下の例は、指標１、指標２の内容を、その時点での最新情報をもとに再計算させるものです。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#makePlan”>

<parameter name=“指標１”/>

<parameter name=“指標２”/>

</pslx>

プランニング項目の指定は、計画の照会と同様に、対象とする条件を指定することも可能です。以下の例は、スループットに関する指標についての再計算を行わせるものです。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#makePlan”>

<parameter name=“#query”>

<spec name=“種別”><char name=“スループット”/></spec>

</parameter>

</pslx>

プランニングの要求に対する応答メッセージでは、もし計画が正常に実行され解が得られた場合には、その内容（パラメータの値）が返されます。たとえば、指標の再計算を行った場合の結果は、以下のようになります。

<pslx type=“#response” id=“a001” ref=“a001” action=“#makePlan”>

<parameter name=“指標１” value=“2300”/>

<parameter name=“指標２” value=“456000”/>

</pslx>

4.5.3. スケジュールの初期化（initSchedule）

このインタフェースは、スケジューラが現在もっている情報をクリアし、初期状態に戻します。

	インタフェース名
	initSchedule
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	オーダ管理情報
	0
	1
	1


	インタフェース名
	initSchedule
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1


以下のようなメッセージとなります。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#initSchedule”/>

また、スケジューラに対して、対象とするスケジューリング問題を指定することで、該当するデータをスケジューラの初期状態として設定することができます。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#initSchedule”>

<profile name=“ファイル名”/>

</pslx>

スケジューリングの初期化の要求メッセージを受け取った場合には、初期化処理をおこなった後、処理完了を応答メッセージで戻さなければなりません。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#initSchedule”/>

4.5.4. スケジュール作成（makeSchedule）

このインタフェースは、スケジューラに対して、スケジューリングを実行させます。すでに、スケジュールが設定されている場合には、再スケジューリングとなります。

	インタフェース名
	makeSchedule
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	オーダ管理情報
	0
	1
	1

	
	item
	補助情報
	0
	なし
	2

	
	resource
	補助情報
	0
	なし
	2

	
	event
	計画対象情報
	0
	なし
	3

	
	operation
	計画対象情報
	0
	なし
	2

	
	order
	補助情報
	0
	なし
	2


	インタフェース名
	makeSchedule
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	event
	計画結果情報
	0
	なし
	3

	
	operation
	計画結果情報
	0
	なし
	2


要求メッセ－ジに、作業、資源、品目、オーダを指定した場合には、その内容を対象として再スケジューリングを行います。もし、要求メッセージの内容として、なにも要素が設定していない場合には、その時点で未決定であるオーダや作業が再スケジューリングの対象となります。

プロファイル情報として、<profile>タグに計画期間が設定されている場合には、その期間がスケジューリングの対象となります。

プロファイルとしてファイル名が指定され、かつスケジューラになにも情報が読み込まれていないか、現在のファイル名と異なる場合には、新たに情報が読み込まれます。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#makeSchedule”>

<profile name=“ファイル名”/>

</pslx>

特定の条件にあった作業のみを再スケジューリングするためには、以下のように指定します。たとえば、以下の例は、資源Z上で固定されていない作業について、再スケジューリングを行います。これはレベル２以上で実装しなければなりません。
<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#makeSchedule”>

<operation name=“#query”>

<assign resource=“Z”/>

<spec name=“固定”><char value=“false”/></spec>

</operation>

</pslx>

正常に実行された場合には、スケジュール結果として、再計算された作業のIDが返されます。また、要求メッセージの中に、<query>タグを指定した場合には、select属性に設定したサブ要素の内容も結果に含めることができます。これはレベル２以上で実装しなければなりません。
たとえば、”#start”や”#end”を指定することで、開始日時や終了日時を返すことができます。開始日時と終了日時を返すように指定した場合には、以下のようなメッセージが戻されます。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#makeSchedule”>

<operation name=“S001”>

<start><time value=“2003-05-02T09:00:30“/></start>

<end><time value=“2003-05-02T12:00:30”/></end>

</operation>

<operation name=“S004”>…

</pslx>

4.6. 計画関連情報の操作

4.6.1. 計算方法を設定する（setCalculation）

このインタフェースは、計画に必要なさまざまなパラメータや数式情報を設定します。パラメータ情報は<parameter>タグで、数式情報は<expression>タグで指定します。これはレベル２以上で実装しなければなりません。
	インタフェース名
	setCalculation
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	オーダ管理情報
	0
	1
	1

	
	parameter
	計画対象情報
	0
	なし
	2

	
	expression
	計画対象情報
	0
	なし
	3


	インタフェース名
	setCalculation
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	parameter
	処理確認
	0
	なし
	2

	
	expression
	処理確認
	0
	なし
	3


計算方法として、パラメータの集計方法を指定するには<parameter>タグを使用して集計方法を指定します。たとえば、以下の例では、指標1として、作業の終了日時の最遅のものを定義しています。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setCalculation”>

<parameter name=“指標1” ac=“#create” operator=“#latest”>

<operation name=“#query” master=“false”>

<query select=“#end”/>

</operation>

</parameter>

</pslx>

上記の要求メッセージの結果として、登録された要素のIDが以下のように応答メッセージとして返されます。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#setCalculation”>

<parameter name=“指標1” ac=“#create”/>

</pslx>

制約式や評価式などの数式情報を定義することで、数式モデルを定義することも可能です。制約式も評価式も<expression>タグによって表現し、type属性の値によって識別します。もしtype属性が”#EQ”, “#GE”, “#LE”, “#GT”, “#LT”の場合は制約式を表し、”#MAX”, “#MIN”の場合は評価式を表します。

制約式または評価式を修正する場合には、指定したIDの数式情報を常に一括して置き換えます。数式情報のサブ要素である項やパラメータの情報を部分的に修正することはできません。

制約式または評価式の新規設定、修正、そして削除を行う要求メッセージに対して、応答メッセージでは、対応する処理を行い成功した制約式または評価式のIDが返されます。以下の例は、削除要求に対して、E1, E2, E3の３つの式が削除されたことを示す応答メッセージです。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#setConstraint”>

<expression name=“E1” ac=“#delete”/>

<expression name=“E2” ac=“#delete”/>

<expression name=“E3” ac=“#delete”/>

</pslx>

4.6.2. 計算方法を照会する（getCalculation）

このインタフェースは、すでに設定されてあるパラメータや数式情報などの計算方法を照会します。計算方法を照会する場合には、<parameter>タグあるいは<expression>タグを使用します。ただし、計算方法のタグ<parameter>には<query>タグを設定することができません。照会を行った場合には、常にすべての情報が返されます。これはレベル２以上で実装しなければなりません。
	インタフェース名
	getCalculation
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	
	parameter
	照会対象情報
	0
	なし
	2

	
	expression
	照会対象情報
	0
	なし
	3


	インタフェース名
	getCalculation
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	parameter
	照会結果
	0
	なし
	2

	
	expression
	照会結果
	0
	なし
	3


<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getCalculation”>

<parameter name=“指標1” />

<parameter name=“指標2” />

</pslx>

上記の例は、指標1と指標2について、その内容を照会する要求メッセージです。照会する指標を直接指定せずに、以下のように範囲を限定して照会することもできます。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getCalculation”>

<parameter name=“#query” >

<priority><min value=“90”/></priority>

</parameter>

</pslx>

制約式や評価式の定義内容を照会する場合には、<expression>タグを指定します。照会の方法としては、式のIDを直接指定する方法の他に、モデル名を仕様の中で指定することでモデルを構成する制約式、評価式をすべて照会する方法もあります。

特定のパラメータ（決定変数）xをもつ式を照会する場合には、以下のような要求メッセージを作成します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getCalculation”>

<expression name=“#query”>

<op parameter=“x”/>

</expression>

</pslx>

パラメータ情報や数式情報に対しする照会に対して、応答メッセージでは、その計算方法がすべて返されます。

たとえば、先の例では、以下のように、変数ｘを含んでいるE1（評価式）とE2（制約式）の情報が返されています。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getCalculation”>

<expression name=“E1” type=“#MAX”>

<op no=“1” operator=“+” value=“-2”/>

<op no=“2” operator=“*” parameter=“X”/>

<op no=“3” operator=“+” parameter=“Y”/>

</expression>

<expression name=“E2” type=“#LE” rhd=“4”>

<op no=“1” parameter=“X”/>

</expression>

</pslx>

4.7. 計画情報の共有と連携

4.7.1. 計画を設定する（setPlan）

このインタフェースは、計画におけるさまざまなパラメータの値を設定します。計画のパラメータには、計画値の他に、計画のための定数データなども含まれます。パラメータの値を設定する場合には<parameter>タグを使用します。また計算式の値を設定するには<expression>タグを使用します。

	インタフェース名
	setPlan
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	parameter
	設定情報
	0
	なし
	1

	
	expression
	設定情報
	0
	なし
	1


	インタフェース名
	setPlan
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	parameter
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1

	
	expression
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1


これらは、setCalculationと異なり、計算方法や制約の内容を指定することはできません。

まず、パラメータを表す<parameter>タグによる設定は、そこに設定されるvalue属性に対して行えます。パラメータ情報のtype属性の値を変更することができます。もしこの値がconstantとなっている場合には、プランニングの実行によってvalue属性の値を変更してはなりません。

以下の例は、生産計画値として“5月生産量”の目標値を2000個と設定する要求メッセージです。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setPlan”>

<parameter name=“5月生産量” value=“2000” unit=“個” ac=“#revise”/>

</pslx>

数式情報における右辺情報を、タグ<expression>によって設定できます。これは、制約式における定数か評価式における目標値となります。これらはrhd属性の値として指定します。

以下の例は、“当月利益”という指標の値を設定する要求メッセージです。この式のtype属性は”MAX”となっているものとします。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setPlan”>

<expression name=“当月利益” rhd=“504500” unit=“円” ac=“#revise”/>

</pslx>

計算式データである<expression>タグは新規追加ができません。パラメータである<parameter>の場合には、パラメータの値のみ設定可能ですが、集計方法の指定はできません。データの削除は、パラメータ情報、数式情報ともにできません。

4.7.2. 計画を照会する（getPlan）

このインタフェースは、パラメータの値や、制約（評価指標）データの値を照会します。パラメータを表す<parameter>タグの照会では、value属性が照会されます。数式情報を表す<expression>タグの場合には、value属性、rhd属性、そしてviolation属性の値を照会できます。

	インタフェース名
	getPlan
	区分
	往信

	必
	要素名
	
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	parameter
	照会する内容
	0
	なし
	1

	
	expression
	照会する内容
	0
	なし
	1


	インタフェース名
	getPlan
	区分
	復信

	必
	要素名
	
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	parameter
	照会結果
	0
	なし
	1

	
	expression
	照会結果
	0
	なし
	1


たとえば、照会メッセージには以下のような例があります。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getPlan”>

<expression name=“当月利益”/>

</pslx>

照会する要素データの詳細を指定する<query>タグは使用できません。したがって、該当する制約式や評価式やパラメータはvalue属性、rhd属性、violaion属性とunit属性など、すべての属性が返されます。

4.7.3. スケジュールを設定する（setSchedule）

このインタフェースは、スケジューリングによって作成された内容を相手に送信します。新たにスケジュールを作成した場合や、すでにあるスケジュールを変更した場合に利用します。同時に複数の作業の変更を送信することができます。

	インタフェース名
	setSchedule
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	付帯情報
	0
	なし
	3

	
	scale
	付帯情報
	0
	なし
	2

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	
	item
	設定内容
	0
	なし
	1

	
	resource
	設定内容
	0
	なし
	1

	
	lot
	設定内容
	0
	なし
	1

	
	task
	設定内容
	0
	なし
	1

	○
	event
	設定内容
	0
	なし
	2

	
	operation
	設定内容
	0
	なし
	1

	
	order
	設定内容
	0
	なし
	1


	インタフェース名
	setSchedule
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	operation
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	


ただし、ここで対象とする作業は、マスター（master=“true”のもの）情報を含めることはできません。

たとえば、作業の計画日時が変更された場合には、以下のメッセージを相手エージェントに送信します。ここでは、変更のあった作業のみ送信しています。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setSchedule”>

<operation name=“P001” ac=“#revise”>

<start><time value=“2003-05-03T14:30:00”/></start>

<end><time value=“2003-05-03T15:50:00”/></end>

</operation>

</pslx>

作業があらたに生成された場合には、以下のように、開始、終了日時と割付資源を指定します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setSchedule”>

<resource name=“Z002”/>

<operation name=“P002” ac=“#create”>

<start><time value=“2003-05-03T16:30:00”/></start>

<end><time value=“2003-05-03T16:50:00”/></end>

<assign ref=“Z002”>

</operation>

</pslx>

スケジュール内容の変更によって、開始日時、終了日時、処理時間のうち、すべての情報を同時に変更しない場合には、それらの関係が成り立たなくなる場合があります。

利用資源の情報を変更する場合には、<assign>タグを指定します。新たに指定した作業情報の中のnth属性とsel属性の値が同じものがすでに利用されている場合には、以前の情報が新しい内容で置き換わります。もし、存在していない場合には、新規に割付情報が設定されます。

スケジュール内容の設定に対する応答メッセージとしては、設定を受け付けた作業のリストを返します。リストでは、作業IDのみをname属性で示し、それ以外の情報は戻りません。例えば、上記の要求メッセージに対する応答メッセージは、以下のようになります。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#setSchedule”>

<operation name=“P002”/>

</pslx>

スケジュールの設定では、作業情報のほかに、独立事象情報も対象とすることができます。

4.7.4. スケジュールを照会する（getSchedule）

このインタフェースは、スケジュール内容を問い合わせます。スケジュールの照会では、主に作業情報と事象情報（独立事象）が対象となります。また、必要に応じて、関連する要素データも照会できます。

	インタフェース名
	getSchedule
	区分
	往信

	必
	要素名
	
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	
	item
	付帯情報
	0
	なし
	2

	
	resource
	付帯情報
	0
	なし
	2

	○
	event
	照会内容
	0
	なし
	2

	
	operation
	照会内容
	0
	なし
	1

	
	order
	付帯情報
	0
	なし
	2


	インタフェース名
	getSchedule
	区分
	復信

	必
	要素名
	
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	unit
	付帯情報
	0
	なし
	3

	
	scale
	付帯情報
	0
	なし
	2

	
	item
	付帯情報
	0
	なし
	2

	
	resource
	付帯情報
	0
	なし
	2

	
	event
	照会結果
	0
	なし
	2

	
	operation
	照会結果
	0
	なし
	1

	
	order
	付帯情報
	0
	なし
	2


たとえば、作業情報と合わせて、開始日時、終了日時、割付資源を照会する場合には、以下のように指定します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getSchedule”>

<operation name=“#query”>

<query select=“#attribute”/>

<query select=“#start”/>

<query select=“#end”/>

<query select=“#assign”/>

</pslx>

応答メッセージによって返信されるスケジュールデータは、以下のような内容となります。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getSchedule”>

<resource name=“Z001”/>

<operation name=“P001”>

<start><time value=“2003-05-03T12:30:00”/></start>

<end><time value=“ 2003-05-03T16:10:00”/></end>

<assign resource=“Z001”/>

</operation>

</pslx> 

スケジュールの照会では、マスター情報ではない事象データも対象とすることができます。

4.8. マスター情報の操作

4.8.1. 顧客／サプライヤ情報の登録（setParty）

このインタフェースは、顧客、サプライヤーに関するマスター情報を登録します。顧客やサプライヤーの情報を表すタグは細かく規定されていませんので、仕様<spec>を用いて情報を登録します。送信するメッセージは以下のようになります。

	インタフェース名
	setParty
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	customer
	設定内容
	0
	なし
	1

	
	supplier
	設定内容
	0
	なし
	1


	インタフェース名
	setParty
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	customer
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1

	
	supplier
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1


<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setParty”>

<customer name=“ABC商店” ac=“#create”>

<address name=“小金井001”/>

<spec name=“address1”><char value=“184-8584”/></spec>

<spec name=“phone”><char value=“012-345-6789”/></spec>

<spec name=“fax”><char value=“012-345-6789”/></spec>

<spec name=“URL”><char value=“http://www.img.k.hosei.ac.jp”/></spec>

<spec name=“address1”><char value=“東京都小金井市梶野町3-7-2”/></spec>

</customer>

</pslx>

正常に登録が行われた場合には、登録されたデータのIDのみ応答メッセージによって返されます。たとえば、以下のようなメッセージが返されます。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#setParty”>

<customer name=“ABC商店”/>

</pslx>

4.8.2. 顧客／サプライヤ情報の照会（getParty）

このインタフェースは、顧客、サプライヤーに関するマスター情報を照会します。

	インタフェース名
	getParty
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	customer
	照会する内容
	1
	なし
	1

	
	supplier
	照会する内容
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	getParty
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	customer
	照会結果（構造データ）
	1
	なし
	1


	
	supplier
	照会結果（構造データ）
	1
	なし
	1


たとえば、担当営業が”西岡”である顧客の情報を得たい場合には、以下のような要求メッセージを作成します。この場合には、該当する顧客のIDと電話番号が返されます。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getParty”>

<customer name=“#query”>

<query select=“phone”/>

<spec name=“担当営業”><char value=“西岡”/></spec>

</customer>

</pslx>

条件にマッチした対象データについては、以下のように応答メッセージの中で設定され返されます。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getParty”>

<supplier name=“A商事”>

<spec name=“phone”><char value=“012-345-678”/></spec>

</supplier>

<supplier name=“B工業”>

<spec name=“phone”><char value=“023-456-789”/></spec>

</supplier>

</pslx>

4.8.3. 製品（マスター）情報の登録（setProduct）

このインタフェースは、製品のマスター情報を登録します。製品に関する情報は、主に品目<item>タグによって設定されます。ただし、製造BOMを表現する際に、品目間の関係を直接ではなく、作業を介在して設定することもできます。また、製品に対する顧客情報や資材に対するサプライヤー情報も、品目の付帯情報として設定することができます。

	インタフェース名
	setProduct
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	付帯情報
	0
	なし
	3

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	item
	設定する情報
	0
	なし
	1

	
	resource
	設定する情報
	0
	なし
	3

	
	event
	設定する情報
	0
	なし
	3

	
	operation
	設定する情報
	0
	なし
	2


	インタフェース名
	setProduct
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	item
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1


製品マスター情報を登録するには、以下のような要求メッセージを送信します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setProduct”>

<item name=“製品A” ac=“#create”>

<price value=“15000”/>

<spec name=“サイズ”><qty value=“500” unit=“mm”/></spec>

<spec name=“color”><char value=“blue”/></spec>

</item>

</pslx>

製品マスター情報の新規登録や修正が正常に行われた場合には、該当する項目のIDリストが返されます。応答メッセージは以下のようになります。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#setProduct”>

<item name=“製品A”/>

</pslx>

マスター情報として、品目のサブ要素であるstock, capacityなどの時系列情報は、設定することはできません。これらの情報は、別途、setStockやsetCapacityなどのインタフェースを用いて設定してください。

4.8.4. 製品（マスター）情報の照会（getProduct）

このインタフェースは、製品情報を照会します。製品情報の照会を行うgetProductでは、個々の製品IDを指定してその内容を照会することや、制約を与えてそれに該当する製品の情報を照会することができます。

	インタフェース名
	getProduct
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	item
	照会する内容
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	getProduct
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	unit
	付帯情報
	0
	なし
	3

	
	item
	照会結果
	0
	なし
	1

	
	operation
	照会結果(BOMの場合)
	0
	なし
	3


たとえば、サプライヤーAから購入する資材を照会する場合には、以下のような要求メッセージを作成します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getProduct”>

<item name=“#query”>

<spec name=“supplier”><char value=“サプライヤーA”/></spec>

</item>

</pslx>

条件にマッチした対象データについては、以下のように応答メッセージの中で設定され返されます。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getProduct”>

<item name=“資材A”/>

<item name=“資材B”/>

<item name=“資材C”/>

</pslx>

製造BOM情報は、以下のように品目情報を作業情報とで構成されます。たとえば、以下のような製品Aと部品B、部品Cからなる製造BOMが、作業Xを介して設定されている場合を考えます。





 図14 製品構成

このような場合において、製品Aの子供である部品B、部品Cを照会する場合には、<query>タグのdepth属性の値に製品Aからみた階層を指定します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getProduct”>

<item name=“製品A”>

<query select=“#produce” length=“2”/>

</item>

</pslx>

ここで、製品Aからみた階層で長さ１が作業Xの階層、長さ２が作業Xに消費される部品B、部品Cの階層に相当します。したがって、上記のような要求メッセージに対する応答メッセージは、以下のようになります。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getProduct”>

<item name=“製品A”/>

<item name=“部品B”/>

<item name=“部品C”/>

<operation name=“作業X”>

<produce item=“製品A”/>

<consume item=“部品B”/>

<consume item=“部品C”/>

</operation>

</pslx>

4.8.5. 工程（マスター）情報の登録（setProcess）

このインタフェースは、工程情報を登録します。工程情報は、主に資源と作業によって表現されます。作業情報の場合、対象となるのはmaster属性が”true”のもののみとなります。

	インタフェース名
	setProcess
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	付帯情報
	0
	なし
	3

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	
	item
	設定する情報
	0
	なし
	3

	
	resource
	設定する情報
	0
	なし
	1

	
	event
	設定する情報
	0
	なし
	2

	
	operation
	設定する情報
	0
	なし
	1


	インタフェース名
	setProcess
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	resource
	設定結果（IDのみ）
	
	
	

	
	event
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	2

	
	operation
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1


以下に、作業情報と資源情報を新たに設定する例を示します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setProcess”>

<resource name=“R04” ac=“#create”/>

<operation name=“P0001” ac=“#create”> 

<assign resource=“R04”/>

</operation>

</pslx>

マスター情報として、作業や資源のサブ要素としてload, capacity, start, end, duration, progressなどの日時情報や時系列情報は設定することができません。

正常に登録が行われた場合には、処理された基本要素のリストが返されます。上記の要求メッセージに対しては、以下のような応答メッセージが返されます。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#setData”>

<resource name=“R04” ac=“#create”/>

<operation name=“P0001” ac=“#create”/> 

</pslx>

4.8.6. 工程（マスター）情報の照会（getProcess）

このインタフェースは、工程情報の照会を行います。工程情報の照会は、作業のマスター情報および資源情報について行うことができます。作業情報については、<operation>タグのmaster属性が”true”のもののみが対象となります。

	インタフェース名
	getProcess
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	
	resource
	照会する内容（クエリ）
	1
	なし
	1

	
	event
	照会する内容（クエリ）
	0
	なし
	2

	
	operation
	照会する内容（クエリ）
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	getProcess
	区分
	復信


	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	unit
	付帯情報
	0
	なし
	3

	
	resource
	照会結果（構造データ）
	0
	なし
	1

	
	event
	照会結果（構造データ）
	0
	なし
	2

	
	operation
	照会結果（構造データ）
	0
	なし
	1


たとえば、以下の例は、製品Aを生産することができる作業について、その作業が使用する資源を照会しています。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getProcess”>

<operation name=“#query”>

<query select=“#assign”/>

<produce item=“製品A”/> 

</operation>

</pslx>

上記の要求メッセージに対する応答メッセージは、以下のように該当する作業が<assign>タグ付きで返されることになります。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getProcess”>

<operation name=“P0004”><assign resource=“資源B”/></operation

<operation name=“P0007”><assign resource=“資源B”/></operation

<operation name=“P0011”><assign resource=“資源C”/></operation

</pslx>

作業や資源の階層構造は、<partof>タグを利用して照会することが可能です。以下の例では、工場Xの階層関係を照会しています。ここで、depth属性は、階層をどこまでたどるかを表しており、負の場合は、partofの関係を逆に（全体から部分へ）たどっていきます。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getProcess”>

<operation name=“工場X”>

<query select=“#partof” depth=“-2”/> 

</operation>

</pslx>

たとえば、工場Xの階層構造が以下の図のようになっていた場合、上記の要求メッセージに対する応答メッセージは以下のようになります。


図15　工程の階層

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getProcess”>

<resource name=“工場X”/>

<resource name=“作業区A”><partof resource=“工場X”/></resource>

<resource name=“作業区B”><partof resource=“工場X”/></resource>

<resource name=“設備01”><partof resource=“作業区A”/></resource>

<resource name=“設備02”><partof resource=“作業区A”/></resource>

</pslx>

マスター情報として、作業や資源のサブ要素であるload, capacity, start, end, duration, progressなどの日時情報や時系列情報は照会できません。これらの情報は別の種類の要求メッセージによって対応してください。

4.9. オーダ関連情報の操作

4.9.1. オーダ情報を設定する（setOrder）

このインタフェースは、オーダを登録、修正または削除します。オーダ情報の中で、参照されている品目や作業情報は、そのオーダ固有の情報として、同時に操作が可能です。オーダ固有の情報と、マスターとして定義された全体で利用可能な情報は、サーバー側のアプリケーション上で識別できなければなりません。

	インタフェース名
	setOrder
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	profile
	オーダ管理情報
	0
	1
	1

	
	customer
	受注オーダの場合
	0
	なし
	1

	
	supplier
	購買オーダの場合
	
	
	2

	
	item
	品目オーダの場合
	0
	なし
	1

	
	resource
	資源オーダの場合
	
	
	3

	
	operation
	作業オーダの場合
	
	
	2

	○
	order
	オーダの内容
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	setOrder
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	○
	order
	設定結果（IDのみ）
	1
	なし
	1


以下に一般的なオーダの例を示します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setOrder”>

<order name=“K001” item=“製品A” ac=“#create”><qty value=“10”/></order>

<order name=“K002” item=“製品B” ac=“#create”><qty value=“30”/></order>

</pslx>

通常、品目情報がオーダ情報の送信先に存在している場合には、その品目情報は併記せず、特注品などのように、個々に製品が異なるような場合に併記します。特注品のオーダの例を以下に示します。

<pslx type=“#request” id=“a002” action=“#setOrder”>

<item name=“特注品”>

<spec name=“図面”><char value=“http://abc.com/3d-data/0123.cad”/></spec>

</item>

<order name=“K003” item=“特注品” ac=“#create”><qty value=“1”/></order>

</pslx>

この要求メッセージに対して、受信側のアプリケーションは、指定されたオーダーを処理し、その結果として受理したオーダのリストを返さなければなりません。メッセ－ジは以下のようになります。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#setOrder”>

<order name=“K001”/>

<order name=“K002”/>

</pslx>

一部またはすべてのオーダを受け付けない場合には、以下のように警告メッセージによって、そのオーダを示します。以下の例では、K002が受理され、K001は受理されなかったことを示しています。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#setOrder”>

<error code=“W00123” severity=“warning”>オーダ”K001”の受け付けは拒否されました。</error>

<order name=“K002”/>

</pslx>

一方、すでに送信し受理されたオーダの内容を後になって変更することができます。オーダの変更を行う場合には、<order>タグのac属性の値を”revise”とします。属性または要素として設定した部分のみが更新されます。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setOrder”>

<order name=“K002” ac=“#revise”><qty value=“20”/></order>

</pslx>

オーダ情報の中で参照されている品目、資源、作業情報の内容についても、オーダの付帯情報として、変更が可能です。ただし、それらの情報がマスター情報として登録されている場合には、マスター情報は変更されず、そのオーダに対応した個別の情報として更新されます。したがって、その品目を参照している別のオーダ情報は影響しません。

4.9.2. オーダ情報を照会する（getOrder）

このインタフェースは、オーダの内容を照会します。サーバー側にあるオーダ情報について、すべてのオーダか、または、特定の条件を満たすオーダの情報を得ることができます。

	インタフェース名
	getOrder
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	order
	照会内容（クエリ）
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	getOrder
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	order
	照会結果（構造データ）
	0
	なし
	1


たとえば、顧客名が”ABC商事”であり、金額が100,000円以上のオーダのみを抽出したい場合には、以下のように設定します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getOrder”>

<order name=“#query” customer=“ABC商事”>

<price><min value=“100000”/></price></order>

</pslx>

上記の場合には、オーダ名のみが設定されたリストが応答メッセージとして返されます。

オーダの具体的な内容を知りたい場合には、必要な情報を<query>タグを用いて個々に示さなければなりません。以下の例では、オーダの顧客ID、品目ID、数量、そして金額を照会しています。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getOrder”>

<order name=“#query”>

<query select=“#attribute”/>

<query select=“#qty”/>

<query select=“#price”/>

</order>

</pslx>

オーダ照会の結果としては、以下のように該当するデータをもつ応答メッセージが返されます。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getOrder”>

<order name=“K001” customer=“ABC商事” item=“製品A”>

<qty value=“200”/><price value=“52000” unit=“円”/> 

</order>

</pslx>

· 納期情報を照会する

納期問合せを行なうには、<query>タグでselect属性を”duetime”として設定します。これによって、該当するオーダの納期情報が返されます。以下の例では、ABC商事から受けたオーダすべてに対して、納期情報を返します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getOrder”>

<order name=“#query” customer=“ABC商事”/>

<query select=“#duetime”/>

</pslx>

応答メッセージとして返される納期情報は、常に最新の納期情報であるものとします。なお、<order>タグのstatus属性の値を”#fixed”とした場合には、その回答納期は確約されたものであるとみなします。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getOrder”>

<order name=“K001” status=“#fixed”>

<duetime><time value=“2003-05-02T13:00:00”/></duetime>

</order>

</pslx>

ペギング（紐付け）の照会も行うことができます。この場合、<pegging>タグを介して、複数のオーダが関係づけられている状態が応答メッセージに設定されます。

4.9.3. オーダ見積を設定する（setEstimation）

このインタフェースは、オーダ見積結果を設定します。オーダ見積結果の場合には、オーダに”temporal”というフラグが設定され、それぞれのアプリケーションが定める期間がたつと、そのオーダは自動的に消滅します。

	インタフェース名
	setEstimation
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	order
	見積内容
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	setEstimation
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	order
	見積結果の内容
	1
	なし
	1


まず、オーダ見積の設定では、見積もられた内容を、相手に設定します。設定する内容は、<order>タグを用いて表現します。ただし、そのオーダが正式オーダではないことを、status=“#temporal”として指定する必要があります。

オーダ見積の内容としては、供給可能納期あるいは供給可能数量があります。以下にサンプルを示します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setEstimation”>

<order name=“K123”>

<duetime><time value=“2003-05-02T15:00:00”/></duetime>

<qty value=“2000” unit=“個”/>

</order>

</pslx>

見積情報の設定に対応する応答メッセージでは、設定した見積について、その項目リストを返します。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#setEstimation”>

<order name=“K123”/>

</pslx>

4.9.4. オーダ見積を要求する（getEstimation）

このインタフェースは、オーダ見積を要求します。正式なオーダに先立って、オーダをした場合の納期や供給可能数量を問い合わせます。通常のオーダと異なり、そこで指定したオーダは、サーバー側で見積情報を計算した後では消去されます。つまり、<order>タグにおいて、status=“#temporal”としてオーダが設定されます。

	インタフェース名
	getEstimation
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	profile
	オーダ管理情報
	0
	1
	1

	
	customer
	受注オーダの場合
	0
	なし
	1

	
	supplier
	購買オーダの場合
	
	
	2

	
	item
	品目オーダの場合
	0
	なし
	1

	
	resource
	資源オーダの場合
	
	
	3

	
	operation
	作業オーダの場合
	
	
	2

	○
	order
	オーダの内容
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	getEstimation
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	order
	見積の照会内容
	1
	なし
	1


たとえば、製品Aを2000個欲しい場合に、オーダ納期はいつになるかを問い合わせる場合には、以下のようになります。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getEstimation”>

<order name=“#query” item=“製品A” status=“#temporal”>

<query select=“#duetime”/>

<qty value=“2000” unit=“個”/>

</order>

</pslx>

ここで指定するオーダ名は”#query”となり、通常のデータ照会と同一の形式となります。ただし、実際にサーバー上に該当するオーダが存在して、それを検索するのではなく、一時的にオーダをサーバー上で生成し、その内容を返すことになります。これは、status=“#temporal”の指定によって判断しています。要求するオーダは複数種類を同時に設定することも可能です。

この要求メッセージを受け取ったアプリケーションは、たとえば、該当するオーダ情報をstatus=“#temporal”として生成し、再スケジューリングを行い、スケジューリング結果におけるそのオーダの情報を応答メッセージとして返信し、そして一時的に追加したオーダを削除した上で再スケジューリング前の状態にもどす、といった手順を実行する必要があります。

オーダ見積の要求メッセージに対する応答メッセージでは、要求されたオーダ内容に対する見積結果としての回答が示されています。回答内容としては、納期や供給可能数量があります。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getEstimation”>

<order name=“K123”>

<duetime><time value=“2003-05-02T15:00:00”/></duetime>

<qty value=“2000” unit=“個”/>

</order>

</pslx>

4.10. 進捗関連情報の操作

4.10.1. 進捗情報を設定する（setProgress）

このインタフェースは、作業またはオーダに対して、進捗情報を設定します。

	インタフェース名
	setProgress
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	operation
	設定する進捗情報
	0
	なし
	1

	
	order
	設定する進捗情報
	0
	なし
	1


	インタフェース名
	setProgress
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	operation
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1

	
	order
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1


以下に例を示します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setProgress”>

<operation name=“P012”>

<progress status=“#completed”>

<time value=“2003-05-01T19:00:00”/></progress>

</operation>

</pslx>

進捗情報を削除するには、対象とするオーダタグまたは作業タグに対してprogressタグに日時の部分に#initを設定し、<qty>タグを設定しないようにします。以下の例の場合には、作業”P012”に設定された進捗データがすべて削除されます。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setProgress”>

<operation name=“P012” ac=“#revise”>

<progress><time ref=“#init”/></progress>

</operation>

</pslx>

進捗情報の設定に対する応答は、設定された作業またはオーダのIDを返します。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#setProgress”>

<operation name=“P012” ac=“#revise”/>

</pslx>

4.10.2. 進捗情報を照会する（getProgress）

このインタフェースは、進捗情報を照会します。進捗情報の問合せが可能なのは、作業情報とオーダ情報です。照会したい作業またはオーダ情報を、<pslx>タグの要素として指定します。１つの要素に複数の進捗データが設定されている場合には、すべてが返されます。

	インタフェース名
	getProgress
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	operation
	照会する対象
	1
	なし
	1

	
	order
	照会する対象
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	getProgress
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	operation
	照会結果（進捗データ）
	0
	なし
	1

	
	order
	照会結果（進捗データ）
	0
	なし
	1


照会する内容は、常に<progress>タグとなりますので、<query>タグによってselect=“#progress”とすることは省略できます。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getProgress”>

<order name=“#query” customer=“ABC商事”/>

</pslx>

上記の例では、ABC商事のオーダすべてについて、進捗状況を紹介しています。これに対する応答メッセージは、以下のようになります。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getProgress”>

<order name=“K004”><progress status=“#completed”/></order>

<order name=“K015”><progress status=“#ready”/></order>

<order name=“K021”><progress status=“#created”/></order>

</pslx>

4.11. 在庫情報の操作

4.11.1. 在庫情報を設定する（setStock）

このインタフェースは、在庫情報を設定します。特定の品目に対して、在庫情報を設定する場合には、このインタフェースを利用します。以前に設定した日時よりも後の日時の情報として在庫情報を設定した場合には、以前の情報を残したままで、新しい情報が追加されます。ただし、新たに設定する日時が、すでに設定されている日時よりも過去である場合には、すでに設定されている在庫情報が削除され上書きされます。

	インタフェース名
	setStock
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	付随情報
	0
	なし
	3

	
	scale
	付随情報
	0
	なし
	2

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	item
	設定情報（在庫情報）
	0
	なし
	1


	インタフェース名
	setStock
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	item
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1


在庫データの設定のサンプルを以下に示します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setStock”>

<item name=“K001”>

<stock><time ref=“#init”/><qty value=“20”/></stock>

<stock><time value=“2003-05-02T00:00:00”/><qty value=“30”/></stock>

</item>

</pslx>

もし、item要素の中にstockタグが存在しない場合には、その要素の在庫データは消去されます。また、日時情報を指定せずに在庫情報を設定した場合には、日時の省略値は”#init”となりますので、すでに設定されている情報は、新たに設定した情報で置き換わります。

在庫量の設定は常に品目情報の修正として行われ、<item>タグのac属性が”#revise”であることを前提としていますので、指定した品目が存在しない場合にはエラーとなります。

在庫量を表すタグ<stock>のrelative属性が”true”の場合には、そこで示される値が相対値となり、直前の値からの在庫量の増減を表すことになります。この場合には、直前のデータが同一日時であっても、削除されません。それ以外の場合には、設定した日時を含め、それより未来の在庫情報はすべて削除されます。

4.11.2. 在庫情報を照会する（getStock）

このインタフェースは、在庫情報を照会します。特定の品目について、在庫情報を照会するには、<pslx>タグのaction属性の値と”getStock”とします。要求メッセージにおいて在庫情報を照会する例を以下に示します。この例では、照会した品目のIDを直接指定しています。照会する内容は常に<stock>タグですので、<query>タグを用いてselect=“#stock”と設定する必要はありません。

	インタフェース名
	getStock
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	item
	照会する内容
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	getStock
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	item
	照会結果（在庫データ）
	0
	なし
	1


<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getStock”>

<item name=“製品X”/>

</pslx>

これに対する応答メッセージの例として、該当製品の在庫レベルを時系列で返信する内容を以下に示します。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getStock”>

<item name=“製品X”>

<stock><time value=“2003-05-01T00:00:00”/><qty value=“2000”/></stock>

<stock><time value=“2003-05-02T00:00:00”/><qty value=“1800”/></stock>

<stock><time value=“2003-05-03T00:00:00”/><qty value=“1300”/></stock>

</item>

</pslx>

特定の日時における在庫レベルを照会する場合は、<query>タグのstart属性とend属性を使用します。Start属性，end属性のデフォルト値はそれぞれ#initと#finalです。したがって、以下のように設定した場合には、5月2日以降の在庫量が得られます。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getStock”>

<item name=“#query”>

<query select=“#stock” start=“2003-05-02T00:00:00”/>

</item>

</pslx>

なお、応答メッセージとして返される情報では、<stock>タグのrelative属性は常に”false”となり、絶対値で表現されているものとします。

4.12. 負荷情報の操作

4.12.1. 負荷情報を設定する（setLoad）

このインタフェースは、資源に対して、負荷の値を時系列で設定します。指定した資源にすでに負荷情報が設定してある場合には、それらの負荷情報に加えて、新たに負荷情報を追加します。ただし、追加する情報が持つ日時に対し、等しいかより未来のデータがすでに存在する場合には、すでに存在するそれらの情報は削除されます。新たに設定する情報の日時と、すでに設定されている情報の日時とが同じ場合の扱いは、<load>タグのrelative属性の値によって異なります。在庫情報の設定を参照してください。

	インタフェース名
	setLoad
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	resource
	設定情報（負荷情報）
	0
	なし
	1


	インタフェース名
	setLoad
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	resource
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1


<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setLoad”>

<resource name=“K001”>

<load><time ref=“#init”/><qty value=“2”/></load>

<load><time value=“2003-05-01T00:00:00”/></qty value=“0”/></load>

</resource>

</pslx>

在庫情報の設定の要求メッセージに対応する応答メッセージには、負荷情報を設定した資源のリストが示されます。もし、要求メッセージの中で指定した資源が１つも存在しない場合には、例外メッセージが返されます。一部のみ存在しない場合には、応答メッセージとし、存在する資源の負荷情報を返し、存在しない資源の情報を警告として<error>タグを用いて返します。

4.12.2. 負荷情報を照会する（getLoad）

このインタフェースは、資源に対して、負荷の時系列情報を照会します。指定した資源の負荷情報がすべて返されます。負荷情報を照会する場合には、以下のようなメッセージを用います。

	インタフェース名
	getLoad
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	resource
	照会する内容
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	getLoad
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	resource
	照会結果（負荷データ）
	0
	なし
	1


<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getLoad”>

<resource name=“K001”/>

<resource name=“K003”/>

</pslx>

上記の例では、K001とK003という資源に関する負荷情報をすべて照会することを要求しています。照会結果として要求されているのは、<load>タグの内容ですので、本来なら<query select=“#load”/>がなければならないのですが、getLoadでは常に負荷情報が対象となりますので、省略可能です。

要求メッセージに対する応答メッセージでは、照会された資源について、負荷量を時系列的に設定して返されます。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getLoad”>

<resource name=“K001”>

<load><time value=“2003-05-01T00:00:00”/><qty value=“3”/></load>

<load><time value=“2003-05-02T00:00:00”/><qty value=“0”/></load>

<load><time value=“2003-05-03T00:00:00”/><qty value=“1”/></load>

</resource>

</pslx>

4.13. 能力情報の操作

4.13.1. 能力情報を設定する（setCapacity）

このインタフェースは、能力情報を設定します。カレンダーを使わずに直接利用可能な能力を設定する場合には、以下のようなメッセージを送信します。能力を設定できるのは、資源または品目です。このインタフェースの実装には、レベル２以上が要求されます。

	インタフェース名
	setCapacity
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	item
	設定情報（能力情報）
	0
	なし
	2

	
	resource
	設定情報（能力情報）
	0
	なし
	2


	インタフェース名
	setCapacity
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	item
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	2

	
	resource
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	2


以下の例では、5月1日の能力を200、5月2日の能力を100と設定しています。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setCapacity”>

<resource name=“機械A”>

<capacity><time value=“2003-05-01T00:00:00”/><qty value=“200”/></capacity>

<capacity><time value=“2003-05-01T00:00:00”/><qty value=“100”/></capacity>

</resource>

</pslx>

対象とする資源にすでに能力情報が設定されている場合には、新たに設定する能力データは、既存のデータの末尾に追加する形で設定されます。ただし、設定するデータの日時と同じかより遅いデータが存在している場合には削除されます。ただし、<capacity>タブのrelative属性が”true”の場合には、同一日時の場合には以前のデータは削除されません。

なお、<capacity>タグをひとつ設定し、そこに日時情報を設定しなかった場合（または”#init”とした場合）には、能力情報はすべて削除されます。

4.13.2. 能力情報を照会する（getCapacity）

このインタフェースは、能力情報を照会します。能力情報を照会するには、<pslx>タグのaction属性を”#setCapacity”とした要求メッセージを用います。ここで能力情報を問合せ可能なのは、能力情報をもっている資源と品目です。このインタフェースの実装には、レベル２以上が要求されます。

	インタフェース名
	getCapacity
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	item
	照会する内容
	1
	なし
	1

	
	resource
	照会する内容
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	getCapacity
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	item
	照会結果（構造データ）
	1
	なし
	2

	
	resource
	照会結果（構造データ）
	1
	なし
	2


以下の例は、1階にあるすべての資源について能力を照会しています。この場合、照会する内容は常に<capacity>であるために、<query>タグによってselect=“capacity”と設定することは省略可能です。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getCapacity”>

<resource name=“#query”><partof resource=“1階”/></resource>

</pslx>

能力情報の照会に対応した応答メッセージでは、照会された資源または品目に対する能力値を時系列で示します。<query>タグのstart属性、end属性が設定されているか、あるいは<profile>タグでstart属性、end属性が設定されている場合を除き、すべての時系列情報が返されます。

また、該当する品目または資源に設定した<query>タグと、<profile>タグでstart属性、end属性が設定されている場合には、それらの積集合に相当する期間についての時系列情報が返されます。

応答メッセージの例は、以下のようになります。

<pslx type=“#response” id=“b001” ref=“a001” action=“#getCapacity”>

<resource name=“R001”>

<capacity><time value=“2003-05-02T00:00:00”/><qty value=“4”/></capacity>

<capacity><time value=“2003-05-03T00:00:00”/><qty value=“0”/></capacity>

</resource>

</pslx>

4.13.3. カレンダー情報を設定する（setCalendar）

このインタフェースは、カレンダー情報を設定します。能力情報の設定は、カレンダー情報の設定によって代替できます。カレンダー情報は、能力情報のパターンであるシフト情報を用いて、簡易的に能力の時系列情報を設定するためのものです。したがって、カレンダー情報の設定は、シフト情報を合わせて指定する必要があります。ただし、あらかじめ送信先との間でシフト情報を共有している場合には、このシフト情報を省略することができます。このインタフェースの実装には、レベル３以上が要求されます。

	インタフェース名
	setCalendar
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	付帯情報
	0
	なし
	3

	
	scale
	付帯情報
	0
	なし
	2

	
	shift
	付帯情報
	0
	なし
	3

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	item
	設定情報（能力情報）
	0
	なし
	1

	
	resource
	設定情報（能力情報）
	0
	なし
	1


	インタフェース名
	setCalendar
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	item
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1

	
	resource
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1


<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setCalendar”>

<shift name=“daily”>

<capacity><time value=“2000-01-01T00:00:00”/><qty value=“5”/></capacity>

<capacity><time value=“2000-01-01T10:00:00”/><qty value=“0”/></capacity>

</shift>

<resource name=“R001”>

<calendar shift=“daily” time=“2003-05-01T08:00:00”/>

<calendar shift=“daily” time=“2003-05-02T08:00:00”/>

</resource>

</pslx>

上記の例では、dailyというシフト情報を用いて、5月1日の8時から18時まで能力5、そして5月2日の8時から18時まで能力5でありそれ以外は能力0である、といった能力の変化を表しています。

カレンダー情報の設定の要求メッセージを受け取ったアプリケーションは、設定作業を行い、その結果として設定された品目または資源のリストを応答メッセージとして返します。設定できなかった要素が存在する場合には、応答メッセージにその内容を<error>タグを用いた警告として記述します。

4.13.4. カレンダー情報を照会する（getCalendar）

このインタフェースは、カレンダー情報を照会します。カレンダー情報を照会する場合には、<pslx>タグのaction属性で”#getCalandar”を指定します。カレンダー情報を照会したい資源は、直接IDを指定する方法と、”#query”を使って範囲を指定する方法があります。このインタフェースの実装には、レベル３以上が要求されます。

	インタフェース名
	getCalendar
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	resource
	照会する内容
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	getCalendar
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	shift
	照会結果
	0
	なし
	3

	
	resource
	照会結果
	0
	なし
	1


たとえば、工場全体と各設備が<partof>の関係で定義されているような場合には、上位の資源である“工場全体”を照会対象として指定すると便利です。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getCalendar”>

<resource name=“R001”/>

</pslx>

カレンダー情報は、各資源に対して設定され、時系列情報となっています。すべての期間についてのカレンダー情報を照会する場合と、照会する期間を限定する場合とがあります。期間を限定する場合には、<resource>タグの要素として<query>タグを設定し、その中でstart属性、end属性を指定します。また、<profile>タグにあるstart属性、end属性を期間の限定に利用することもできます。

カレンダー情報の照会に対応する応答メッセージでは、資源に対するカレンダー情報の他に、そこで参照しているシフト情報が記述されてあります。

4.14. ロット情報の操作

4.14.1. ロット情報を設定する（setLot）

このインタフェースは、ロット情報を設定します。新たにロットを設定するには、以下のようにロット情報をメッセージで指定します。新規に設定する場合には、<lot>タグのac属性を”#create”とします。

	インタフェース名
	setLot
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	
	item
	設定する情報（IDのみ）
	0
	なし
	1

	○
	lot
	設定する情報
	0
	なし
	1

	
	order
	設定する情報（IDのみ）
	0
	なし
	1


	インタフェース名
	setLot
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	lot
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1


<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setLot”>

<lot name=“X001” item=“製品X” order=“K023” ac=“#create”>

<qty value=“130”/>

</lot>

</pslx>

また、既存のロットの内容を修正する場合には、ac属性の値を”#revise”とします。ロット追跡情報を設定するような場合には、ロット情報の修正として扱われます。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setLot”>

<lot name=“G003” ac=“#revise”>

<tracking lot=“G004”/>

</lot>

</pslx>

特定のロット情報を削除する場合には、以下のように、<lot>タグのac属性を”#delete”とした要求メッセージを送ります。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setLot”>

<lot name=“G003” ac=“#delete”/>

<lot name=“G004” ac=“#delete”/>

</pslx>

4.14.2. ロット情報を照会する（getLot）

このインタフェースは、ロット情報を照会します。ロットのリストを得るためには以下のようなメッセージを送信します。

	インタフェース名
	getLot
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	lot
	照会する内容
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	getLot
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	operation
	照会結果（ロット追跡）
	0
	なし
	3

	
	lot
	照会結果
	0
	なし
	1


<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getList”>

<lot name=“#query”/>

</pslx>

条件にあうロットについてその内容を照会します。たとえば、特定の品目のロットの数量を知りたい場合には以下のようなメッセージを送信します。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getLot”>

<lot name=“#query” item=“製品X”/>

</pslx>

ロット追跡を行うことができます。この場合には、照会結果として、ロット情報のほかに作業情報が設定されることがあります。

4.15. タスク情報の操作

4.15.1. タスク情報を設定する（setTask）

このインタフェースは、タスク情報を設定します。タスク情報は、工程において具体的な個々の作業がその資源をどれだけ利用したか（またはする予定であるか）を示すものです。タスク情報の設定は、スケジューラがスケジューリング結果をMESなどに送るような場合と、逆にMESがスケジューラに対して実績として情報を設定するような場合が考えられます。

	インタフェース名
	setTask
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	
	item
	設定する情報（IDのみ）
	0
	なし
	1

	○
	task
	設定する情報
	0
	なし
	1

	
	order
	設定する情報（IDのみ）
	0
	なし
	1


	インタフェース名
	setTask
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラー情報
	0
	なし
	1

	
	task
	設定結果（IDのみ）
	0
	なし
	1


たとえば、以下のような要求メッセージによってタスク情報が設定できます。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#setTask”>

<task name=“Z001” resource=“作業者A” order=“K023” ac=“#create”>

<qty value=“15” unit=“人・時”/>

</task>

</pslx>

タスク情報の設定では、新規生成のほかに、内容の修正や削除も可能です。その場合には、ac属性をそれぞれ”#revise”および”#delete”とします。

これらの要求メッセージに対して、応答メッセージでは、新規追加、修正、あるいは削除したタスクのIDをリストとして返します。

4.15.2. タスク情報を照会する（getTask）

このインタフェースは、タスク情報を照会します。タスク情報の照会では、個別にタスクIDで内容を照会することも可能ですが、通常は、条件を設定して照会します。特定の資源や、特定のオーダに関するタスクを照会する場合や、期間を指定して照会する場合などが考えられます。

	インタフェース名
	getTask
	区分
	往信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	spec
	アプリケーション拡張用
	0
	なし
	1

	
	profile
	管理情報
	0
	1
	1

	○
	task
	照会する内容
	1
	なし
	1


	インタフェース名
	getTask
	区分
	復信

	必
	要素名
	説明
	min
	max
	実

	
	error
	エラーの内容
	0
	なし
	1

	
	unit
	単位の定義
	0
	なし
	3

	
	scale
	スケールの単位
	0
	なし
	2

	
	task
	照会結果
	0
	なし
	1


たとえば、以下の例は、資源Aについて、5月1日のタスク内容を照会しています。

<pslx type=“#request” id=“a001” action=“#getTask”>

<task name=“#query” resource=“資源A”>

<query select=“#qty”/>

<query select=“#time”/>

<time><earliest value=“2003-05-01:00:00:00”/>

<latest value=“ 2003-05-02:00:00:00”/></time>

</task>

</pslx>

上記のような照会に対して、応答メッセージの例としては以下のようになります。

<pslx type=“#response” id=“a001” ref=“a001” action=“#getTask”>

<task name=“T0023” resource=“資源A”>

<time><value=“2003-05-01:09:10:00”/></time><qty value=“3”/>

</task>

<task name=“T0034” resource=“資源A”>

<time><value=“2003-05-01:14:30:00”/></time><qty value=“5”/>

</task>

</pslx>

5. XMLデータ交換規約（パート３）

本章では、パート２で規定したPSLXの各インタフェースを個々のアプリケーションシステム上に実装するためのXMLデータ交換規約を示します。本章で説明するパート３では、インタフェースごとに異なるデータの内容はまったく意識しません。その代わりに、個々のインタフェースを実現するための４種類のメッセージを整理し、それらに対する通信方法を示します。

5.1. データ交換規約の位置付け

２つのアプリケーションプログラムがデータ通信を行う場合、以下の図に示すように、複数のレイヤーに分けて管理します。本章では、以下に示すように、ネットワーク層にTCP/IP、トランスポート層にHTMLを採用し、ミドルウェア層ではSOAPを利用する前提で説明します。ただし、ミドルウェア層以下の実装方法は、基本的にここで定義するデータ交換規約とは独立したものであり、それらの内容に依存しません。本仕様書では、図における斜線の矢印に相当する部分、つまりPSLXとSOAPとの境界の部分を規定しています。







図16　メッセージ通信のためのレイヤー

PSLXのXML規約に準拠して記述されたデータは、SOAPを用いてエンベロープされますが、その際の具体的な設定方法は、Webサービスに準拠する場合と、ebXMLメッセージングサービスに準拠する２通りの方法を推奨しています。また、ロゼッタネットが規定しているRNIFをベースとした実装も可能です。Webサービスに準拠する場合には、SOAPのボディ部に、PSLXのタグによって表現されたメッセージの内容や戻り値が設定されます。一方、ebXMLでは、添付書式付のSOAP仕様を用い、MIMEエンベロープを利用します。詳細は後述します。

5.2. メッセージの種類

PSLXデータを２つのアプリケーションプログラム間でやりとりする場合、以下のような４種類のメッセージが存在します。ただし、データの永続化を行う場合のデータ内容は、メッセージとみなすこともできますが、以下の分類には含めません。

5.2.1. 要求（request）メッセージ

送信先のアプリケーションに対して、何らかの処理や情報の照会を依頼するためのメッセージです。要求メッセージを受け取った場合、必ず応答メッセージか例外メッセージを送信元に返さなければなりません。要求メッセージには、受領要求を付加することができます。

5.2.2. 応答（response）メッセージ

要求メッセージを送信したアプリケーションに対して、要求内容に従って応答するためのメッセージです。応答メッセージには、処理結果を報告するものや、データの照会に対する内容を返すものがあります。応答メッセージには、受領要求を付加することができます。

5.2.3. 受領（receipt）メッセージ

要求メッセージや応答メッセージに受領要求が設定されている場合、受信したアプリケーションが、送信アプリケーションに対して、メッセージの内容を承諾するかどうかを伝えるためのメッセージです。アプリケーションは、個別の処理を行う前に、受領メッセージを送信するか、例外メッセージを送信して内容を拒否しなければなりません。

5.2.4. 例外（exception）メッセージ

要求メッセージまたは応答メッセージを受信したアプリケーションが、その内容に不都合があり処理を継続できない場合に、送信したアプリケーションに対して、そのことを伝えるためのメッセージです。応答メッセージに対しては、受領要求が設定されている場合にのみ、受領メッセージの代わりに例外メッセージを返すことができます。なお、受領メッセージや例外メッセージの内容に問題があった場合でも、それらに対して、例外メッセージを返信することはできません。

5.3. 基本パターン

２つのアプリケーション間で、これらのメッセージを組み合わせることで情報交換が行われます。受領メッセージの有無を考慮しない場合、メッセージ交換のパターンは、例外の発生のタイミングによって、以下の３通りが考えられます。以下では、要求メッセージを送信する側をクライアント、応答する側をサーバーと呼んでいます。

5.3.1. 要求・応答パターン

クライアント側が要求メッセージを送り、サーバー側がメッセージを受けとった後に、対応する処理を行い、結果を応答メッセージで返すパターンです。このパターンは、最も一般的なパターンです。要求メッセージ、応答メッセージそれぞれに対して、受領要求が設定されている場合には、受信した側が送信側に受領メッセージを送ります。







図17　要求・応答パターン

5.3.2. 要求・例外パターン

クライアント側がサーバーへ要求メッセージを送ったが、サーバー側でそのメッセージの内容に誤りがあると判断した場合に、エラーとしてサーバー側からクライアント側へ例外メッセージを返すというパターンです。要求メッセージに受領要求が設定されている場合、例外メッセージに先立って、受領メッセージをサーバーが送信する場合があります。





図18　要求・例外パターン

5.3.3. 要求・応答・例外パターン

クライアント側が要求メッセージを送り、サーバー側が応答メッセージをクライアント側に返した結果、クライアント側で応答メッセージの内容に誤りがあると判明した場合に、クライアントからサーバーへ例外メッセージを送信する場合です。これは、応答メッセージに受領確認要求が設定されている場合にのみ設定可能です。ただし、応答メッセージに対して例外メッセージを返す場合には、受領メッセージを返してはなりません。





図19　要求・応答・例外パターン

5.4. エラー処理の方法

エラーの発生を表す例外メッセージは、サーバーまたはクライアントであるアプリケーションプログラムが発行します。一方、通信プログラムレベルでも、受信側がエラーメッセージを生成し送信元に返します。さらに、物理的な問題によって発生したエラーなど、相手の通信プログラムへ到達できずに、よりローレベルで生成されたエラーもあります。

5.4.1. エラーメッセージ

これらを整理すると、エラーには以下のようなレベルが存在します。なお、カッコ内に、PSLXにおけるエラーコードを示します。これは、例外メッセージに設定するエラーコードに対応します。

（1） ネットワークにおける通信上のエラー（１００１～）

（2） 構文解析や認証等の通信プログラム上でのエラー（２００１～）

（3） PSLX独自の構文解析や意味上のエラー（３００１～）

（4） アプリケーション実行中に発生したエラー（４００１～）

送信先の業務アプリケーションがエラーを設定する場合には、最初から例外メッセージの形式となりますが、通信プログラムやさらに低レベルで発生したエラーは、上記のメッセージコードが対応していない場合があります。

なお、エラーコードには、エラーと警告を区別があります。エラーはそれ以上処理が継続できない重大な場合であり、警告は問題があるが処理を実行できる場合です。エラーの場合は、下3桁が１～４９９であり、警告の場合は５０１～９９９となります。

	区分
	説明
	範囲

	エラー
	問題があり処理を実行できない
	001～499

	警告
	問題があるが処理を実行できる
	501～999


5.4.2. 再送信に関するルール

ebXMLのメッセージサービスなど、信頼性の高いメッセージ交換プロトコルでは、再送に関するルールが定められているため、それらの高信頼性のメッセージサービスを利用する場合には、そこでの規定し従います。もし、それらの機能が組み込まれていない場合には、以下に示す再送信に関するルールを採用しなければなりません。

要求メッセージを受け取ったアプリケーションは、必ず応答メッセージか例外メッセージを返さなければなりません。したがって、もしどちらのメッセージも戻らない場合には、送信した要求メッセージが相手アプリケーションプログラムに到達していないか、相手アプリケーションがまだメッセージを返信していないか、あるいは相手アプリケーションが返信したメッセージがこちらに到達できなかったことになります。

このような場合、要求メッセージを送信したアプリケーションは、一定の間隔を空け、かつ特定の回数の範囲内で、再度同じメッセージを相手に送信することができます。

一方、応答メッセージについても、もし受領要求付きの場合には、相手アプリケーションは、必ず受領メッセージを返すか、例外メッセージを返さなければなりません。したがって、これらのいずれのメッセージもこない場合には、応答メッセージが届いていないか、応答メッセージを受け取ったアプリケーションがまだ返信を返していないか、あるいは返信したメッセージがこちらに到達していないかのいずれかです。応答メッセージがまだ返信をしていない場合、応答メッセージが受領要求に対応していない場合も考えられます。

このような場合、応答メッセージを送信したアプリケーションは、一定の間隔を空け、かつ特定の回数の範囲内で、再度同じメッセージを相手に送信することができます。

メッセージを再送する場合には、同一のメッセージであることを示すために、メッセージIDを同一にしなければなりません。このメッセージIDは、送信側、受信側双方のアプリケーションにおいて、ユニークな文字列でなければならなりません。

同一のメッセージIDをもつ要求メッセージを複数受信したアプリケーションは、応答メッセージを返す前であれば、２回め以降のメッセージを無視しなければなりません。

もし、要求メッセ－ジに対して応答メッセージまたは例外メッセージを返信した以降に、同一メッセージが送られてきた場合には、応答メッセージまたは例外メッセージを、以前に送ったものと同一IDを付けて送信し直さなければなりません。ただし、繰返し回数が一定の範囲を超えた場合には、それ以上繰り返してはなりません。

同様に、もし、応答メッセージに対して受領メッセ－ジまたは例外メッセージを返信した以降に、同一の応答メッセージが送られてきた場合には、特定回数の範囲内で、受領メッセージまたは例外メッセージを送信し直さなければなりません。ただし、繰返し回数が一定の範囲を超えた場合には、それ以上繰り返してはなりません。

5.5. 同期通信と非同期通信

PSLXでは、同期型、非同期型の両方の通信方法をサポートします。下位のプロトコルがHTTPなどの場合に、同期型の通信が可能となります。また、非同期型には、さらにPush-Push型、Push-Pull型、Pull-Push型があります。各通信サイトは、これらの通信方式の中で、対応可能な通信方式をあらかじめ宣言しておく必要があります。

5.5.1. 同期通信

同期通信を行う場合には、要求メッセージが往信に、それに対応する応答メッセージまたは例外メッセージが復信に対応しなければなりません。

同期通信の場合には、受領要求を付加することができません。したがって、往信にも復信にも受領メッセージが設定されることはありません。また、応答メッセージの内容にエラーがある場合でも、そのことをサーバーに伝えることはできません。

以下に、同期通信の場合の、メッセージパターンを示します。このように、同期通信では、常に、一回の往復でプロセスが完了します。

	C→S・S→C
	C→S・S→C
	C→S・S→C
	C→S・S→C

	要求・応答
	
	
	

	要求・例外
	
	
	


5.5.2. 非同期Push-Push通信

非同期通信の場合は、さらに双方向（Push-Push）型、プッシュ（Push-Pull）型、プル（Pull-Push）型に分けられます。これらは、要求メッセージ、応答メッセージなどを、サーバー、クライアントのどちらがHTTPの送信側となるかによって決まります。

たとえば、要求メッセージをクライアントからサーバーへ送る場合について考えると、クライアントがHTTPの送信者となり往信としてサーバーへ送る場合（Push）と、サーバーがHTTPの送信者となり復信によってクライアントから取り出す場合（Pull）があります。

非同期Push－Push型では、以下に示すように、メッセージは常にHTTPの往信として送ります。

●要求・応答パターン

	C→S・S→C
	S→C・C→S
	S→C・C→S
	C→S・S→C

	要求・－
	
	応答・－
	

	要求・－
	
	応答・－
	受領・－

	要求・－
	受領・－
	応答・－
	

	要求・－
	受領・－
	応答・－
	受領・－


●要求・例外パターン

	C→S・S→C
	S→C・C→S
	S→C・C→S
	C→S・S→C

	要求・－
	
	例外・－
	

	要求・－
	受領・－
	例外・－
	


●要求・応答・例外パターン

	C→S・S→C
	S→C・C→S
	S→C・C→S
	C→S・S→C

	要求・－
	
	応答・－
	例外・－

	要求・－
	受領・－
	応答・－
	例外・－


5.5.3. 非同期Push-Pull通信

非同期Push－Pull型は、常にクライアント側がHTTPの送信者となる通信方式です。したがって、要求メッセージは、Push（往信）で送り、応答メッセージはPull（復信）で戻ります。

この方式では、応答メッセージ、例外メッセージ、そして受領メッセージを、サーバーから得るために、クライアントは、サーバーに定期的にアクセスして確認する必要があります。

●要求・応答パターン

	C→S・S→C
	C→S・S→C
	C→S・S→C
	C→S・S→C

	要求・－
	
	－　・応答
	

	要求・－
	
	－　・応答
	受領・－

	要求・－
	－　・受領
	－　・応答
	

	要求・－
	－　・受領
	－　・応答
	受領・－


●要求・例外パターン

	C→S・S→C
	C→S・S→C
	C→S・S→C
	C→S・S→C

	要求・－
	
	－　・例外
	

	要求・－
	－　・受領
	－　・例外
	


●要求・応答・例外パターン

	C→S・S→C
	C→S・S→C
	C→S・S→C
	C→S・S→C

	要求・－
	
	－　・応答
	例外・－

	要求・－
	－　・受領
	－　・応答
	例外・－


5.5.4. 非同期Pull-Push通信

非同期Pull－Push型の通信では、要求メッセージを、サーバーがHTTPの送信者となってクライアントから取り出します。つまり、要求メッセージは、HTTPの復信となっています。

この形式の通信を行うには、サーバーは、常に一定間隔で登録されたすべてのクライアントに対して、要求メッセージがあるかどうかを確認する必要があります。応答メッセージに対する受領メッセージや例外メッセージも同様にして確認します。

●要求・応答パターン

	S→C・C→S
	S→C・C→S
	S→C・C→S
	S→C・C→S

	－　・要求
	
	応答・－
	

	－　・要求
	
	応答・－
	－　・受領


●要求・例外パターン

	S→C・C→S
	S→C・C→S
	S→C・C→S
	S→C・C→S

	－　・要求
	
	例外・－
	

	－　・要求
	受領・－
	例外・－
	


●要求・応答・例外パターン

	S→C・C→S
	S→C・C→S
	S→C・C→S
	S→C・C→S

	－　・要求
	
	応答・－
	－　・例外

	－　・要求
	受領・－
	応答・－
	－　・例外


5.6. HTTPによるメッセージ交換

HTTPを用いてアプリケーション間の通信を行う場合、メッセージは必ず往信と復信というペアで構成されます。要求メッセージ、応答メッセージ、受領メッセージ、そして例外メッセージは、以下のいずれかのパターンにおける往信あるいは復信として送信しなければなりません。

	パターン
	往信
	復信

	1
	要求メッセージ
	応答メッセージ

	2
	要求メッセージ
	例外メッセージ

	3
	要求メッセージ
	なし

	4
	応答メッセージ
	なし

	5
	受領メッセージ
	なし

	6
	例外メッセージ
	なし

	7
	なし
	要求メッセージ

	8
	なし
	応答メッセージ

	9
	なし
	受領メッセージ

	10
	なし
	例外メッセージ


上記の表で、“なし”とあるのは、２つのアプリケーションプログラムレベルでの情報が“ない”ことを示しています。HTTPあるいはSOAPの通信レベルでは、制御のためのデータが存在しています。

以下に、サーバー側とクライアント側のそれぞれをさらに、要求や応答を行うアプリケーションのレベルと、実際に通信を行う送信者、受信者のレベルとに分け、個々の通信パターンを解説します。ただし、ここでは、送信者と受信者との間のデータ交換の方式みが重要であり、それ以外のアクティビティの流れ、および送信者、受信者とアプリケーションとの関係は、実装のサンプルです。

5.6.1. パターン１、パターン２

まず、パターン１、パターン２では、要求メッセージに対して、応答メッセージあるいは例外メッセージが返されます。処理の流れは、以下のような形式となります。送信側からのメッセージに対して、通信上のエラーが返る場合（HTTPエラー）、受信者からのエラーが返る場合（HTTPエラー）、そして応答者からの応答メッセージまたは例外メッセージが返る場合があります。
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図20　要求メッセージの送信（パターン１，２）
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図21　要求メッセージの送信（パターン３）

5.6.2. パターン３

パターン３では、要求メッセージが送られますが、それに対する受領メッセージ、応答メッセージ、例外メッセージなどの対応は、別のセッションで行われます。通信の形式は、以下の図のようになります。送信者からの要求メッセージに対して、通信エラーが戻される場合（HTTPエラー）、受信者からのエラーの場合（NAC：HTTPエラー）、そして正常に受信された場合（ACK：HTTP正常応答）があります。

5.6.3. パターン４

パターン４では、要求メッセージに対応する応答メッセージを、以下のような形式で、要求者へ返信します。応答メッセージへの対応では、受領メッセージとエラーメッセージを共に返信することはありません。したがって、応答に対する対応としては、受領メッセージを送る場合、例外メッセージを送る場合、そしてなにも返さない場合の３通りとなります。ただし、何も返さないということは、必ずしも応答メッセージにエラーがないということを表していません。
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図22　応答メッセージの送信（パターン４）

5.6.4. パターン５

パターン５では、受領メッセージを送信元に返すために、以下のような通信形式をとります。受領メッセージは、要求メッセージ、応答メッセージの両方について、それぞれ作成する場合が考えられます。受領メッセージを受け取った受信者は、受領メッセージの宛先である応答者あるいは要求者に対して、受信したことを伝えます。受領メッセージに対して、新たにメッセージを生成して返すことはありません。
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図23　受領メッセージの送信（パターン５）

5.6.5. パターン６

パターン６では、例外メッセージを送信相手に返します。例外メッセージは、要求メッセージ、応答メッセージそれぞれに対して返すことがあります。例外メッセージの送信は、以下のような形式になります。例外メッセージに対して、新たにメッセージを生成して返すことはありません。例外メッセージの内容にエラーがあっても、そのことを送信元に伝えることはできません。ただし、通信上のエラーや、認証等の受信者によって判断したエラーは、HTTPのエラーとして返すことができます。

[image: image7.wmf]Œ‹‰Ê

‘—�M

Œ‹‰Ê

Žó�M

•œ�†‰»�^”F�Ø

•Ô�M

–ß‚è

ˆÃ�†‰»

—v‹�ŽÒ

‘—�MŽÒ

Žó�MŽÒ

‰ž“šŽÒ

—áŠOŠm”F

ŒÄ�o

—áŠOŠm”F

�@�ÄŽŽ�s

—áŠO•Ô�M

ŒÄ�o

SOAPƒ�ƒbƒZ�[ƒW

’Ê�MƒGƒ‰�[

ACK/NAK

�ÄŽŽ�s

�¬Œ÷�^Ž¸”s

NAK


図24　例外メッセージの送信（パターン６）

5.6.6. パターン７～１０

最後に、パターン７からパターン１０までは、プル型の通信形式となります。要求メッセージ、応答メッセージ、受領メッセージ、そして例外メッセージすべてについて、以下のようなプル型の通信形式が可能です。

ここパターンの特徴は、メッセージの送信側が、HTTPの復信側となっていることです。要求者は、要求をあらかじめ送信者のメッセージキューに登録しておき、受信者からの問合せを待ちます。受信者側は、あらかじめ登録された送信者に対して、一定の間隔でアクセスし、自分宛てのメッセージがある場合には、取り込みます。
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図25　プル型のメッセージ送信（パターン７～１０）

5.7. ミドルウェアの利用方法

PSLXでは、SOAPの利用方法として、Webサービスを用いる方法と、ebXMLのメッセージサービスを利用する２つの方法を推奨しています。以下に、これらのミドルウェアを利用した場合の規約を示します。

5.7.1. Webサービスへのバインディング

まず、Webサービスを利用してRPC型の通信を実装する場合には、呼出変数名をインタフェースごとに分けずに、以下のように統一しなければなりません。

	関数名
	説明

	pslxMethodSync
	同期メッセージに送信

	pslxMethodAsync
	非同期メッセージに送信（Push型）

	pslxMethodPull
	非同期メッセージに送信（Pull型）


各関数に対する引数は、いかのとおりです。なお、戻り値は、同期型の場合には常にPSLXデータ（応答メッセージまたは例外メッセージ）が文字列として設定されまｓ。また、非同期の場合には常に、送信したメッセージIDが文字列で設定されます。

	関数名
	pslxMethodSync

	引数名
	タイプ
	説明

	pslxBody
	文字列
	PSLXメッセージ内容

	toLocal
	文字列
	受信プログラムID（省略可能）


	関数名
	pslxMethodAsync

	引数名
	タイプ
	説明

	messageID
	文字列
	メッセージID

	refID
	文字列
	参照先メッセージID

	pslxBody
	文字列
	PSLXメッセージ内容

	fromURI
	文字列
	送信サーバーURI（省略可能）

	fromLocal
	文字列
	送信プログラムID（省略可能）

	toLocal
	文字列
	受信プログラムID（省略可能）

	fromClient
	文字列
	送信クライアントID（省略可能）

	toClient
	文字列
	受信クライアントID（省略可能）


	関数名
	pslxMethodPull

	引数名
	タイプ
	説明

	fromURI
	文字列
	送信サーバーURI

	fromLocal
	文字列
	送信プログラムID（省略可能）

	toLocal
	文字列
	受信プログラム名（省略可能）

	fromClient
	文字列
	送信クライアントID（省略可能）


なお、非同期通信の場合には、メッセージの種類によって、各引数の有無が以下のように異なります。下記の表で、△の部分は省略可能です。

	関数名
	要求
	応答
	受領
	例外

	messageID
	○
	○
	○
	○

	refID
	×
	○
	○
	○

	pslxBody
	○
	○
	○
	○

	fromURI
	○
	△
	×
	×

	fromLocal
	△
	△
	×
	×

	toLocal
	△
	△
	△
	△

	fromClient
	△
	△
	×
	×

	toClient
	×
	△
	△
	△


たとえば、非同期シーケンスの場合の要求メッセージとそれに対する応答（応答メッセージではなくHTTPのレスポンス）は、以下のようになります。

　　　　　　　　要求メッセージ：

<soapenv:Envelope

  xmlns:soapenv=”http://… 

  xmlns:xsd=”http://…
  xmlns:xsi=”http://… >

  <soapenv:Body>

    <pslxMethodAsync

    soapenv:encodingStyle=”http://..>

        <messageID xsi:type=”xsd:string”>ABC-EDF-GHI-001</messageID>

        <refID/>

        <pslxBody xsi:type=”xsd:string”><?xml version=”1.0”>

        <pslx type=”request” action=”setOrder”>

        <order name=”Z001” 

        </pslx>

        </pslxBody>

        <fromURI xsi:type=”xsd:string”>http://abc.com/pslxService/</fromURI>

        <fromLocal xsi:type=”xsd:string”>scheduler001</fromLocal>

        <toLocal xsi:type=”xsd:string”>




        <fromClient xsi:type=”xsd:string”>002</fromClient>

        <toClient/>

    </pslxMethodAsync>

  </soapenv:Body>

</soapenv:Envelope>

　　　　　　　　要求メッセージに対する応答：

<soapenv:Envelope

  xmlns:soapenv=”http://… 

  xmlns:xsd=”http://…
  xmlns:xsi=”http://… >

  <soapenv:Body>

    <pslxMethodAsyncResponse

    soapenv:encodingStyle=”http://..>

        <pslxMethodAsyncReturn> xsi:type=”xsd:string”>ABC-EDF-GHI-001

         </pslxMethodAsyncReturn>

    </pslxMethodAsyncResponse>

  </soapenv:Body>

</soapenv:Envelope>

5.7.2. ebXMLメッセージサービスへのバインド方法

ebXMLでは、パート１で規定したタグ構成によって表現されたXMLデータを、SOAP 1.1 Attachmentsを利用してパッケージングした上で送信しています。PSLXデータは、MIMEパートとしてSOAPの添付情報として設定されます。SOAPのヘッダー部およびボディの部の利用方法は、ebXMLのメッセージングサービスの規約に準拠する必要があります。

ebXMLに準拠してメッセージ交換を行う場合の構成は、以下の図のようになります。この際に、SOAPのエンベロープの中にあるSOAPヘッダーには、メッセージ交換のために必要となる情報が設定され、SOAPボディーには、マニフェストあるいはエラー情報が設定されます。








図26　ebXMLにおけるSOAPの利用

PSLXのメッセージ交換をebXMLのメッセージサービスを利用して行う場合には、ebXMLで規定しているSOAPヘッダーを、以下のように利用しなければなりません。

	タグ構成
	属性
	データ型
	説明

	MessageHeader
	
	
	

	
	From
	
	
	

	
	
	PartyId
	type=”URI”
	文字列
	送信サーバーURI

	
	
	PartyId
	type=”local”
	文字列
	送信プログラムID

	
	
	PartyId
	type=”client”
	文字列
	送信クライアントID

	
	To
	
	
	

	
	
	PartyId
	type=”URI”
	文字列
	受信サーバーURI

	
	
	PartyId
	type=”local”
	文字列
	受信プログラムID

	
	
	PartyId
	type=”client”
	文字列
	受信クライアントID

	
	Service
	
	文字列
	“PslxService”で固定

	
	Action
	
	文字列
	インタフェース名

	
	MessageData
	
	
	

	
	
	MessageID
	
	文字列
	メッセージID

	
	
	RefToMessage
	
	文字列
	参照メッセージID


要求メッセージ、応答メッセージ、受領メッセージ、そして例外メッセージは、それぞれ以下のデータが設定していなければなりません。下記の表で○は必須、△は状況に応じて必須、×は任意であることを示しています。

	タグ構成
	属性
	要求
	応答
	受領
	例外

	MessageHeader
	
	
	
	
	

	
	From
	
	
	
	
	

	
	
	PartyId
	type=”URI”
	○
	○
	×
	×

	
	
	PartyId
	type=”local”
	△
	△
	×
	×

	
	
	PartyId
	type=”client”
	△
	△
	×
	×

	
	To
	
	
	
	
	

	
	
	PartyId
	type=”URI”
	○
	○
	○
	○

	
	
	PartyId
	type=”local”
	△
	△
	△
	△

	
	
	PartyId
	type=”client”
	×
	△
	△
	△

	
	Service
	
	○
	○
	○
	○

	
	Action
	
	○
	○
	○
	○

	
	MessageData
	
	
	
	
	

	
	
	MessageID
	
	○
	○
	○
	○

	
	
	RefToMessage
	
	×
	○
	○
	○


From要素のPartyIDには、要求メッセージと応答メッセージの場合には、返信先の情報として設定しなければなりません。送信側情報としてtype=”local”は、type=”URI”で指定した場所以外でプログラムが実行されている場合には設定しなければなりません。また、type=”client”として指定するIDは、プログラム内で複数のプロセスが実行している場合に、それらを識別する情報として設定しなければなりません。

To要素について、type=”URI”で指定される情報は、宛先として必ず設定しなければなりません。また、type=”local”およびtype=”client”は、応答メッセージ、受領メッセージ、例外メッセージにおいて、対象とする要求メッセージまたは応答メッセージに、返信先としてそれらの情報が設定されてある場合には、設定しなければなりません。

Service要素には、PSLXのメッセージサービスであることを示す”PslxService”という文字列が設定されていなければなりません。

Action属性には、Serviceで指定したアプリケーションプログラムがサポートしているインタフェース名を指定しなければなりません。ここでインタフェース名とは、本仕様書パート２のインタフェース名に”Request”,”Response”,”Exception”,”Receipt”を付加したものが相当します。たとえば、setScheduleというインタフェースを要求メッセージとして送信する場合には、setScheduleRequestが設定されます。

MessageIdには、メッセージの送り手と受けて双方にとってユニークとなるコードでなければなりません。また、RefToMessageIdには、応答メッセージ、受領メッセージ、例外メッセージが対応するもとのメッセージのメッセージIDが設定されていなければなりません。

上記で設定した以外の詳細については、ebXMLの仕様書を参照してください。
付録A　ドメインオブジェクトとの関係

本仕様書で規定したXMLタグ構造は、PSLX技術仕様書第3部「PSLXドメインオブジェクト」に準拠した構成となっています。第3部で示したドメインオブジェクトから、本仕様書のXMLスキーマ構造への変換は、以下のポリシーに従って行っています。以下では、説明のため、ドメインオブジェクトの用語を「」を用いて表し、XMLタグの要素は“”で表します。

（１）マスター情報とインスタンス情報の統合

マスター情報とインスタンス情報を分けずに同一のクラスで表現しました。たとえば、マスター情報である「作業」と「作業指示」は、ともに“作業（operation）”とします。また、「事象」と「個別事象」は、ともに“事象（event）”とします。さらに、「品目」と「現物」は、ともに“品目（item）”とします。

（２）クラスの分割あるいは親クラスの廃止

基本クラスとして、「品目」およびそのサブクラスである「資源」に対し、「品目」でありかつ「資源」でないクラスを“品目（item）”に、「資源」を“資源（resource）”とします。これにともない、「ロット」のサブクラスであった「タスク」を同格にします。

また、「生成」クラスを“生成（produce）”、“消費（consume）”、“割当（assign）”として個々に独立させ、「作業関係」を、“インターバル（interval）”と“切替関係（changeover）”として独立させます。また、「パーティ」を廃止し、「顧客」と「サプライヤー」をそのまま最上位のクラスとして“顧客（customer）”および“サプライヤー（supplier）”とします。

（３）関連の削除によるクラス関連構造の簡素化

「生産ルール」では、「作業」に対して「作業関係」「作業属性」「生成」「アクション」「原単位」が関連していたものを、「生成」以外はないものとし、“生成”、“消費”、“割当”についてnth属性とsel属性の組み合わせで表現できる範囲に限定します。

（４）計画関連の類似クラスの統合

数値情報またはその計算方法を表す「集計値」「集計方法」「計画」そして「原単位」を統合し“パラメータ（parameter）”とします。

（５）特徴に関する情報の統合とサブクラス化

さまざまな「品目」に対する「特徴」とその値である「状態」は、統合して“仕様（spec）”とします。また、“仕様”のサブクラスとして、特に頻繁に利用する“在庫（stock）”、“負荷（load）”、“能力（capacity）”、“位置内容（location）”を別途設定します。

（６）パターン情報による定義の簡素化

本来の要素ではないが、あると便利な情報として“カレンダー（calendar）”に関する情報を“シフト（shft）”情報とともに定義します。まず“シフト”は、「能力」クラスのパターンデータといえます。“シフト”と“カレンダー”は、「能力」情報によって完全に書き換えることができます。

（７）共通する属性情報のクラス化

XMLのタグ操作上の理由から、本来は属性として扱うべき情報をクラスとしているものが多々あります。たとえば、「時刻」や「数量」や「価格」といった属性情報は、それぞれ“時間（time）”や“数量（qty）”や単価（price）“といったクラスになります。また、「ロットサイズ」や「タスクサイズ」もクラス情報となります。

（８）関連をたどったクラス情報の移動

「作業」には「先行関係」が直接定義されてなく、作業の事象を経由して情報をたどることができましたが、これを作業がもつ“先行作業（predecessor）”および“後続作業（successor）”という形で定義します。ここでは、たとえば、“先行作業”は、その作業の“開始事象”と、先行作業の“終了事象”の関係が「先行関係」が対応するという前提が設けられています。

（９）関連情報のクラス化

クラス間の関連情報として、「包含関係」を表す関連を“包含関係（partof）”というクラスとします。“包含関係”は、“品目”、“資源”、“作業”、“オーダ”の４つのクラスに対して設定されます。また、これにより、包含関係の数値を新たに設定できるようにします。

以上のような操作を行い、さらに各クラスの属性や関連を追加、修正、削除することで、PSLXドメインオブジェクトをXMLタグ構成に変換することができます。以下に、XMLスキーマにおけるタグ要素と、PSLXドメインオブジェクトとの関係を示します。

	クラス名
	英語表記
	タグ名

	品目
	item
	item

	
	製品
	product
	item

	
	資材
	material
	item

	
	仕掛品
	wip
	item

	
	半製品
	subassy
	item

	現物
	substance
	item

	資源
	resource
	resource

	
	設備
	equipment
	resource

	
	治工具
	tool
	resource

	
	作業者
	labor
	resource

	
	作業場
	ws
	resource

	
	作業区
	shop
	resource

	
	管理区
	site
	resource

	特徴
	feature
	spec

	
	在庫
	stock 
	stock

	
	負荷
	load
	load

	
	能力
	capacity
	capacity

	
	位置
	location
	location

	状態
	state
	spec

	
	在庫量
	stock value
	stock

	
	負荷量
	load value
	load

	
	能力量
	capacity value
	capacity

	
	位置内容
	location value
	location

	集計方法
	subject
	parameter

	集計値
	calculation
	parameter

	
	コスト
	cost
	parameter

	
	利益
	profit
	parameter

	原単位
	sd
	parameter

	計画
	plan
	parameter

	
	在庫計画
	parameter
	parameter

	
	負荷計画
	load plan
	parameter

	
	能力計画
	capacity plan
	parameter

	
	販売計画
	sales plan
	parameter

	
	購買計画
	purchase plan
	parameter

	制約関係
	constraint
	expression

	事象
	event
	event

	
	開始
	start
	start

	
	終了
	end
	end

	
	中断
	suspend
	event

	
	再開
	resume
	event

	個別事象
	occurrence
	event

	作業
	operation
	operation

	
	製造
	fabrication
	operation

	
	輸送
	transportation
	operation

	
	保管
	storage
	operation

	
	検査
	inspection
	operation

	
	段取
	setup
	operation

	
	保守
	maintenance
	operation

	
	設計
	design
	operation

	
	生産
	production
	operation

	
	販売
	sales
	operation

	
	購買
	purchase
	operation

	作業属性
	mode
	spec

	作業指示
	schedule
	operation

	作業実績
	progress
	operation

	時間関係
	precedence
	predecessor, successor

	作業関係
	interval
	interval


	切替関係
	changeover
	changeover

	アクション
	action
	action

	前提条件
	condition
	condition

	生成
	produce
	produce

	
	消費
	consume
	consume

	
	割当
	assign
	assign

	ロット
	lot
	lot

	
	タスク
	task
	task

	オーダ
	order
	order

	
	製品オーダ
	product order
	order

	
	見込オーダ
	forecast order
	order

	
	顧客オーダ
	customer order
	order

	
	手配オーダ
	process order
	order

	
	外注オーダ
	outsourcing
	order

	
	購買オーダ
	purchase order
	order

	
	輸送オーダ
	transportation order
	order

	パーティ
	party
	customer

	
	顧客
	customer
	customer

	
	サプライヤ
	supplier
	supplier

	生産ルール
	rule
	produme,consume,assign

	紐付
	pegging
	pegging

	追跡
	tracking
	tracking
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